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はじめに

志木市教育委員会
教 育 長 細 田 信 良

私たちの住む志木市は、埼玉県の南西部に位置 し、 人口 6万 5千を擁する緑豊

かな自然環境に恵まれた都市です。亡の地には、現在私たちの先人た ちが遣 した

足跡とも言うべき埋蔵文化財包蔵地(遺跡)が16遺跡僅認されています。

本書は、平成4年度に実施された発掘調査のうち、駐車場建設に伴う 中野遺跡

第25地点の発掘調査報告書です。

中野遺跡は、柏町地区に存在する遺跡の lつで、今までの調査により、旧石器 ・

縄文・弥生・古墳・半安時代、中・近世の複合遺跡として判明しています。

調査内有については、本書で詳しく記述していますが、縄文時代の住居跡・士

坑・炉穴、弥生・古墳時代の住居跡、近世の土坑など多くの遺構・遺物が検出さ

れています。

特lこ、古墳時代後期(5世紀終わりから 7世紀初め)では、 10軒の住居跡と豊

富な土器が発見され、ヰでも一辺10mを越える大形住居跡は県内はもと より関東

地方でも最大級の規模を誇るものとなり ました。 おそ らく、当時こ の一帯を治め

る有力者の家であったのかもしれません。 当時の村落跡の一端を知る上で大変貴

重な資料になるものと思われます。

最後になりましたが、発掘調査の大切さを理解し、快く調査を承諾してい ただ

いた開発主体者の(個 人)に は心から感謝申し上げま す。また、本書の刊行に

あたり、ご指導ご協力いただきました文化庁、埼玉県文化財保護課、 そ して深い

ご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、 心から厚く

おネし由し上げます。
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l. 本書は、埼玉県志木市に所在する中野遺跡(県No.09-002)第25地点の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、志木市教育委員会の斡旋により、 開発主体者である個人から、志木市遺跡調査会が委

託を受け、平成4年 2月22日から同年7月20日まで実施した(平成4年委保第5の238号)0 

3.本書の作成において、執筆は尾形則敏・深井恵子が分担して行い、編集は尾形が行った。なお、朝

霞市博物館の野沢 均氏には、 中 ・近世の造物についてご教ノJミを頂いた。

尾形則敏 第l・2・4章、第 3章の検出された遺物

深井恵子 第 3章の検出さ れた遺構

4. 1日石器 ・縄文時代の七ー器の実測及び観察表の作成は、 (有)アルケーリサーチ代表取締役藤波啓容に

依頼した。

5 造物の実測は、鎌本あけみ・高田美智子・星野恵美子 ・松浦恵子が行い、追一構・遺物のトレースは

深井が行った。写真撮影は尾形が行った。

G. 本書の遺構・造物の挿図版の指示は、以下のとおりである。

O挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。

0迫L構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す0

0ピット・掘り込み内の数値は、床巾it)しくは確認、面からの深さを示し、単位はcmで、ある。また、同

一遺構内にあろピットでも、 おそら く後世の ピッ トと思われるものには、数値を省略した。

O遺構挿図版中のドットは遺物出上位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する O

0遺構の略記号は、以 1;のとおりである。

J=縄文時代の住居跡 Y二弥生時代の住居跡、 H=古墳時代~平安時代の住居跡、

D=土坑 p=ピット FP=炉穴

8.符遺跡、の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、以ドの諸機関・ 諸氏のご教示・ご援助を賜った

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課・埼玉県立博物館・埼玉県立歴史資料館・埼玉県立さきたま資

料館 ・朝霞市教育委員会・新座市教育委員会・和光市教育委員会・朝霞市博物館・富士見市立水子貝

塚資料館・志木市立郷土資料館 ・志木市立志木第二小学校・志木市立宗岡小学校

浅野晴樹 ・荒井幹夫・石井 克・飯田充晴・井上洋一 ・上田 寛 ・梅沢太久夫・江原 )1国・柿沼幹夫・

加藤秀之 ・片平雅俊・隈本健介・小出輝雄・肥沼正和・小滝 勉・小宵恒雄・笹森健一・斯波 治・

鈴木一郎 ・鈴木重信 ・隅出員・高橋学・出中広明・照林敏郎・並木隆・根本靖・野沢均・

と師由美 - F坂属人・蹟出吉三且I~ ・福田 聖 ・藤波啓容・松本 完 ・松本富雄・水口由紀子・三田光明・

村上伸 二・111回尚友・和田普治
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4. 17~19号土坑出土遺物 5・6.21号土坑出土遺物� 7. 遺構外出土石器

図版16 1. 遺構外出土石器� 2. 遺構外出土遺物

図版17 遺構外出土遺物

図版18 遺構外出土遺物

図版19 遺構外出土造物

図版20 杯 ・愛形土器にみ られる調整技法

1. ハケ目+へラ磨き� 2.へラ磨き +へ ラ削り� 3. へラ削り� 4. 未調整部分十へラ削り� 

5.暗文� 6.暗文� 7.ハケ目十へ ラ削り� 8.ハケ百十へラ磨き

図版21 菱形土器にみられる調整技法

1. へラ磨き� 2. へラ削り� 3. へラナデ� (ささくれ状)� 4. へラナデ(ささくれ状)+へ ラ磨き� 

5. 口縁部横ナデ+へラナ デ(スリ ッフ。か)� 6.口縁部横ナデ十へラナデ(スリップか)� 7. ハケ目� 

8. へラナデ (横方向)

図版22 甑形土器にみられる調整技法

1. 複合口縁(指頭押捺)十ハケ目� 2.ハケ目+へラ磨き� 3. へラナデ(ささくれ状)� 

4.へラナ デ(ささくれ状) 5. へラ削り十へラナデ(スリップか)� 6. へラナデ+磨き(縦方向)� 

7. へラナデ(ささくれ状) 8.へラナデ(斜方向)



第 1章 遺跡の立地と環境

第 1節 市域の地形と遺跡

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.7km、東西4.7kmの広がり をもち、面積は 

9.06rrf、人口 6力 4干の自然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用さ れた新河岸川、そして西部から中央に新河岸)11と合流する

柳瀬岸川の 3本の川が流れている。

こうした自然環境の中で、西原大塚遺跡をは じめ市域の大部分の遺跡は、柳瀬川 ・新河岸川右岸流域

の台地縁辺部に帯状に存在している。遺跡は柳瀬川上流から、西原大塚遺跡 (7)、中道遺跡(5 )、新

邸遺跡 、市場裏遺跡(4))、氷川前遺跡2中野遺跡()、3、城山遺跡((8) (15)、市場遺跡(1)、

因子山遺跡(10)、富士前遺跡 (11)、大原遺跡 (16)の順に名付け られている。また、荒川・新河岸川

が形成した沖積低地でも、馬場遺跡(12)、宿遺跡 (14)、関根兵庫館跡(13)のよ うに自然堤防上に存

在する遺跡も明 らかにされつつあり、将来的には新たな遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、

追跡である16)を加えた9(城山貝塚 )、6遺跡に塚ノ山古墳(14市内の遺跡総数は、現在前述した 

(第 1図)。

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、この時代の遺跡としては、柳瀬川右岸の

層で文化層が確認oVIoVJI層上部Wローム層の 11西原大塚・中道・中野遺跡がある。中道遺跡では、立}

されており、離群、石器集中地点、が検出されている。これにより、黒曜石製のスクレイパー・ナイフ形

石器や安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見さ れている。

最近では、平成11~12年度にかけて実施された東京電力志木変電所の増設工事に伴 う 中野遺跡第49地

点、出土 している。60Ij片が約層下部から、黒曜石 ・頁岩の石材の石核・ まWローム層の11点でも立}

縄文時代になる と、草創期では、城山遺跡から爪形文系土器 1点、 因子山遺跡から有茎尖頭器 1点が

出土している。早期では、田子山遺跡から撚糸文・沈線文・条痕文系土器、富士前・ 城山遺跡から撚糸

文系土器が数点、出土 している。住居跡としては、西原大塚・新邸遺跡の前期黒浜式期のものが最古に位

置付けられ、それぞれ 1軒検出されている。そのうち、新邸遺跡の ものは貝層をもっ住居跡であ る。ま

た、平成 2年度に市指定文化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された

斜面員塚と考えられる。

遺跡が最も増加するのは、中期後葉の勝坂式~加曽手IJ E式期であ る。 西原大塚遺跡では、 多くの住居

跡が環状に配置する可能性のあることが指摘されてい る。 その他、中道・城山・中野・因子山遺跡から

も住居跡 ・士坑な どが発見されている。中期末葉か らは遺跡が減少し、現在のとこ ろ西原大塚遺跡から

敷石をもっ住居跡、が l軒確認されるのみである。

さらに後期では住居跡も皆無で、唯一遺構から発見される例は、因子山遺跡184号土坑であ る。 この

土坑からは、 下層から称名寺 I式期の土器、上層か らE式の特徴を もっ土器が出土している。晩期にな 
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ると、 中野・田子山遺跡から安行 IIIC式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降市内では

遺跡が希薄になる傾向にあるが、平成 12年度の西原地区特定区画整理事業に伴う発掘調査により、後期

の堀之内式期の住居跡 1軒と遺物集中地点、晩期の溝跡 l本が検出されている。

弥生時代では、 現在の ところ、 前 ・中期に遡る遺跡は存在しなし、。大部分が後期末葉から古墳時代前

期にかけての遺跡であろうと考えられる。 その中で、 因子山遺跡第21号住居跡、は後期中葉に比定される

司能性があり、その住居跡からは、多数の土器をはじめ、 大量の炭化種子(イネ ・アワ ・ダイズなど〉、

炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上て重要である。富士前遺跡では、志木市史にも掲載されて

いるが、不時の発見に伴い、龍目痕をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が 200軒近く確認されており 、市内最

大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡か らは、全国的にも稀な 「イヌ」を象った

と思われる動物形土製品が出土している。

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和 62 (1987)以降、西原大塚 ・市場裏 ・田子山遺跡の 

3遺跡から相次いで確認されており、集落跡と の関連の中で今後注目されるであろ う。古墳時代前期で

は、特に西原大塚遺跡10号方形周溝墓の溝底から一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出土

していることに注閉される。

さらに、最近では、平成 11年度に西原大塚遺跡で発見された一辺 20mを超える市内最大規模の 17号方

形周溝墓が特筆すべきであろう。 この方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土器をは じめ、畿内系の有段

口縁壷、吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内 ・比企地域・ 在地の 3要素の特徴を示す壷が出

土しており、こう した地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫り にされたことで、 当地域の弥生時代後期

から古墳時代前期の歴史を紐解く手がかり になったこと は重要である。

古墳時代でも前期末葉から中期にな ると、遺跡が減少する。中期の遺跡では、中道・城山・中野追跡

から住居跡が発見されてい る。特に中道遺跡第 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定さ れ、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡と して注目される。 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 6世紀後半から 7世紀後葉にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散する という動きを読み取る ことができる。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で 

120軒を越え、次いで中野遺跡で50軒、中道遺跡で 15軒を数える。また、田子山遺跡で、は、 6世紀後半

以降に比定できる ものと考えられる 4.1X4.7mのやや不整円形で 2ケ所に ブリッジをもっ小型の円形周

溝墓が 1基確認さ れている。

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、因子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡として挙げることができる。 この遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、 溝跡、 100基を越える土坑群が確認されている。 造物としては、 土器 ・灰柑陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸輔、鉄製の紡錘車・ 万子などが出土している。

また、平安時代の城山遺跡 128号住居跡からは、印面に「冨 J1文字が書かれた銅製の印章が出土し

たことに注臼される。この住居跡からはその他、緑軸陶器の小破片 1点、 布目瓦の小破片 2点などが出

土している。 
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第� 1表 志木市の時代別にみた考古資料一覧

地点名 掲載された主な遺構・遺物 報告書一覧� No.及ひ資料索引a

l

n

t
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1ニ
石川一

A
U
-

-F 一

塚
�
 

代
一名
一」
¥
一

時
一跡
一り

一代

器
冨

房

一

時

石
一

西

一文

旧
一

一

縄

区画整理 石器集中地点� 4ヵ所 N0.19 
市史掲載 ナイフ型石器、尖頑器など 1984r志木市史原始・古代資料編』� 

↑
-

中 野 第 2地点 土坑� 1基、 土製円盤� 1点、包含層出土土器片 中 期 �  NO.2 
第16地点 集石� 1基 不 明 �  No.17 

第43地点 包含層出土土器 早~後期� No.20 
域 山 第 3地点 包含層出土土器 早~後期� No.7 

第 4地点 埋聾� 1基 中 期 �  NO.8 
第 9地点 土坑� 1基 不明�  No.ll 
第12地点 包含層出土土器 早~晩期� No.17 

No.12 

第29地点 土坑� 1基 早~後期� No.18 

第32地点 包含層出土土器 早~中期� No.18 

第34地点 包含層出土土器 早~中期� NO.20 
寸

第35地点 包含層出土土器 早~後期� No.20 
5 中 道 第 2地点 住居跡� 3軒、土坑� 8基、集石� 2基、士坑、石器 中 期 �  No.6 

第13地点 住居跡� l軒、 土坑� 1基、 土器 中 期 �  No.13 
第21地点 包含層出土土器 目IJ 期� No.17 

第27地点 包含層出土土器 目 IJ~後期 NO.22 

第41地点 包含層出土土器 早~後期� NO.20 
第44地点 包含層出土土器 阜~後期 NO.21 

7 西 原大塚 第 1地点 住居跡� 4軒、土坑� 8基、 土器、石器 中期�  No.1 

第� 3地点 住居跡� 5軒、土坑� 2基、 土器 中 期 �  NO.2 

第11地点 土坑� 2基 目IJ・中期� 

新 底日 第� 1地点 住居跡� l軒(員塚)、 土坑� 2基、包含層出土土器 目IJ・中期� No.3 

第� 2地点 住居跡� l軒(第l地点と同一)、土器、石器、貝類 目IJ 期� No.4 

第� 3地点 包含層出土土器 早 ・目� IJ期� No.10 

10 田 子 山 第� 4地点 土坑� 1基 不 明 �  No.13 
第10地点 住居跡� 1軒、土器 中 期 �  No.17 

第19地点 土坑� 2基、遺構外出土土器片 早~後期� No.22 
第21地点 遺構外出土土器片 早~後期� NO.22 
第25地点、 炉穴� 1基、遺構外出土土器片 早~後期� No.22 
第32地点 土坑� 1基、遺構外出土土器片 早~中期 No.16 
第37地点 遺構外出土土器片 早期�  No.16 

第39地点 土坑� 3基、集石� 2基、炉穴� 2基 早 期� No.18 
第47地点 遺構外出土土器片 早 ・目� IJ期� NO.20 
第49地点 遺構外出土土器片 早期�  N日20 

3.弥生時代� 

2 中 野 第� 2地点 住居跡� 2軒、土器 後期�  N日2

第� 9地点 住居跡� 1軒、 土器 後期�  NO.8 

3 城 山 第� 4地点 住居跡� 2軒、土器 後期�  No.8 
第35地点 住居跡� 1軒、土器、砥石 後期�  NO.20 

7 西 原 大 塚 第� l地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� No.1 
第� 2地点 住居跡� 3軒、土器 後期~古墳 『志木市史原始・古代資料編J
第� 3地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� NO.2 
第� 4地点 住居跡� 3軒、土器、 砥石 後期~古墳� No. 4 

第� 6地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� No. 8 
第� 7地点 小竪穴状遺構� l基 後期~古墳� N口10
第� 8地点 住居跡� 13軒、方形周溝墓� l基、掘立柱建築� l基 後期~古墳 9.NO

第� 9地点 住居跡� l軒、土器 後期~古墳� NO.9 
第10地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� No. 9 
第14地点 住居跡� 4軒、 土器 後期~古墳� N口17

第21地点 方形周溝墓� 1基、土器 後期~古墳� NO.22 
第32地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� No.16 
第36地点 住居跡� 4軒、土器 後期~古墳� No目20

第37地点 住居跡� 7軒、土器 後期~古墳� NO.21 

第39地点 住居跡� l軒、方形周溝墓� 1基、土器、石器 後期~古墳� NO.21 
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西原大塚 	  | 第45地点 住居跡� 72軒、方形周溝墓� l基 後期~古墳� .23 

1 区画整理 住居跡� 106軒、方形周溝� 3基(記述のみ) 後期~古墳� No.
NO

l

ト-24地点
住居跡� 1軒、土器 後期�  No.13 

10地点 住居跡� 5軒、土器 後期�  No.

2. 
4.古墳時代� 

1 110 NO.9第 地点 住居跡 軒、土器因子山 後期�  

17 

19 3 N22第 地点 遺構外出土遺物土器 点 後期 o.
31 17 (21 22| 集第 地点 住居跡� 軒 号住居跡記述のみ〕 『田子山富士� 文化財第j後期

| .132 1 No6第 地点 基方形周溝墓� 後期~古墳� 
15 11 N17市場裏 軒、土器第 地点 住居跡 後期~古墳 o.

I .12 No7第 地点 基、 土器小片方形周溝墓� 後期~古墳� 
| .1l3 No4第 地点 基、土器小片方形周溝墓 後期~古墳� 

2 12 No中 軒、 土師器 後期野 第 地点 住居跡� 

l .17 軒 No0第 地点 住居跡 後期�  

.112 l No2住居跡第 地点 軒、土師器多数 後期�  

16 l N17第 地点 住居跡 軒、土師器 後期 o.
.1118 No4住居跡� 軒、土師器、 鉄鉱多数 後期第 地点

31 l N15第 地点 軒、土師器、鉄銀、砥石住居跡� 後期 o.
41 1 N18第 地点 軒、土師器多数、紡錘車 後期住居跡 o.

f3 2山 市史掲載城 住居跡� 軒、土師 ・須恵器 後期 志木市史原始・古代資料編j

第1・2地点	 住居跡� 55軒、 土師器多数、 須恵器、鉄 ・土製品 日リ・後期 5.NO

第 3地点 	 住居跡� 4軒、土師器 目リ・後期� NO.7 

第第46地点 	 住居跡� l軒、土師器多数 後期�  NO.8 

地点 住居跡� 3軒、土坑� 1基、土師器多数 後期�  No.10 
第7・9地点 住居跡� 7軒、土師器多数、鉄製品 中・後期� No.11 

ト第11地点 住居跡� 3軒、土師器 日リ・後期� No.12 
No.17 

第25地点 住居跡� 2軒、 土師器、初期須恵器 中 ・後期� No.16 
第29地点 住居跡� 1軒、土師・須恵器 後期�  No.18 
第34地点 住居跡� 3軒、士師器 後期�  No.20 

第13地点 	 住居跡� 1軒、土師器 後期�  

2.NO0 
5 中 道 第 2地点 住居跡� 5軒、 土師器 後期�  No.6 

第35地点 	 住居跡� 1軒、 土師器多数 後期�  

第12地点 	 住居跡� 3軒、土師器 No.13 
第13地点 住居跡� 1軒、土師器 後期�  No.13 
第21地点 住居跡� 2軒、溝跡� l本、土師器、鉄製品(鎌完形l点) 後期�  No.17 
第33地点 住居跡� 1軒、土師・須恵器 後期�  No.16 

後期�  

第36地点 	 住居跡� 1軒、土師器 別 期 �  

第37地点 	 住居跡� 1軒、土師器多数、須恵器小片、土製品 中期�  

期目リ	土師器

方形周溝墓� 1基、壷棺� 1基、 土師器 目IJ 期� 

住居跡� 2軒、土師器 後期�  

住居跡� l軒、土師器 目IJ 期� 

住居跡 l軒、 土師・須恵器、炭化種子(ヤマモモ多数) 後期�  

住居跡� 1軒、土師器(暗文土器� 1点あり) 後期�  

住居跡� 2軒、 土師・須恵器 後期�  

住居跡� 1軒、 土師器(続比企型杯あ り) 後期�  

土師器多数 目IJ 期� 

住居跡� l軒、土師器� (:7i:屋敷系局杯あり) 間 期 �  

土師器� (S字聾か ?) 目IJ 期� 

住居跡� 1軒、須恵器� 8c後半� 

住居跡� 3軒、須恵器� 9c中葉� 

住居跡� l軒、 土師・ 須恵器、鉄製品、転用紡錘社� 9c後半� 

住居跡� 1軒、土師 ・須恵器、鉄津� 9c目IJ半� 

住居跡� 6軒、灰粘陶器、土師 ・須恵器多数、鉄 ・石製品� 8~10c 

土坑� 2基、灰称陶器、 須恵器(新開 ・栗谷ツ産)� 10c目IJ半� 

住居跡� 1軒、灰粕陶器� 9cか?� 

住居跡� 1軒 平安時代� 

住居跡� l軒 平安時代� 

7 西原大塚 市史掲載

第11地点

第45地点

地点2第� 底日事万8 

10 田 子 山 第 5地点

第13地点

第第4298地点
地点

11 富士 別 市史掲載

第15地点

112I 馬 場 市史掲載

5. 奈良・平安時代

第� 2地点寸中 野

第16地点

第41地点

第43地点

3 I 城 山 第l・2地点

第� 4地点

第� 7地点

卜Z1糊
29T也，点

.18 

17 

No.8 

No
No

No

.18 
『志木市史原始・古代資料編』

No.11 
No.23 
No.4 
No.13 
No.17 
.15 

NO.20 

f志木市史原始・古代資料編J
No.20 

f志木市史原始・古代資料嗣� 

No.2 

No.
No.18 
No.20 
NO.5 

No.ll 
No.12 
No.18 
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5 中 道� 

7 西原大塚�  

10 因子山�  

6.中世・ 近世� 
2 中 野

3 城 山

5 中 道

8 新 邸

10 因子山

16 大 原

野

山
子山

市場裏

第35地点 住居跡� 2軒、 銅印、布目瓦、緑粕陶器片、 士師・須恵器� 9 c後半 No.20 

第12地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器� 9 c後半 No.13 

第21地点 住居跡� l軒、溝跡� l本、 灰粕陶器片、土師・須恵器� 9 c後半 No.17 

第41地点 住居跡� l軒、溝跡� l本、灰粕陶器片、須恵器、炭化米� 9 -10 c No.20 

第44地点 土坑� 1基 平安時代 No.21 

第� 8地点 住居跡� 3軒 平安時代 No.9 

第34地点 住居跡� 1軒 平安時代 No.18 

第� 4地点 住居跡� 9軒、土師・ 須恵器� 8-lOc No.13 

第� 5地点 住居跡� 4軒、土師 ・須恵器� 8 ~'1O c No.13 

第� 6地点 住居跡� 1軒、土師 ・須恵器、万子、 土錘� 9 c後半 No.12 

第� 7地点 住居跡� l軒、布目瓦小片� 2点、格子目叩き瓦小片� l点� 8 c後半 No.12 

第四地点 住居跡� 1軒、土師 ・須恵器、鉄製品� 9 -10 c NO.22 

第21地点 住居跡� 3軒、土坑� l基、土師・須恵器、鉄製品� 9 c代 NO.22 

第25地点 住居跡� 2軒、土坑� 3基、土師器、砥石� 9 c後半 No.22 

第29地点 住居跡� 1軒、 須恵器布目瓦� 1点� 9 -10c No.15 

第37地点 土坑か?� 2基、須恵器� 9-lQc No.16 

第39地点 溝跡� 3本、土師 ・須恵器小片� 9 c代 No.18 

第41叫地点 住居跡� l軒、土坑� l基、土師・須恵器、鉄鋼製品� 9 -10 c No.18 

第47地点 住居跡� 2軒、土坑� l基、土師・須恵器、鉄石製品� 9 c中頃 NO.20 

第49地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器� 10 c代 NO.20 


第� 2地点 溝跡� 1本 不明 NO.2 

第� 6地点 溝跡� 1本 不明 NO.8 

第� 8地点 土坑� 1基 不明 No.10 

第11地点 土坑� l基、陶 ・磁器小片� 18-19 c No.17 

第43地点 井戸跡� 1基 No
不明 目20

市史掲載 柏城跡の大堀跡� 1本、陶・磁器 中・近世 『志木市史中世資料編」
 

柏城跡関連の堀跡� 5本、土坑� 32墓、

第1・2地点 井戸跡� 10基、掘立柱建築 ・ピ ット群、 中・近世 No. 5 


陶 ・磁器多数、銅鏡、鉄 ・石製品

第� 3地点 土坑� 16基、溝跡� 2本 中・近世 No. 7 

第� 4地点 土坑� 1基� 14-15 c No.8 

第� 6地点 土坑� 7基 中・近世 No.10 

第7・9地点 土坑� 3養、土製品 中・近世 No.11 

第11地点 土坑� 3基、井戸跡� l基、陶・ 中・近世 町12
磁器、板碑、馬歯 No

第12地点 土坑� 2基、井戸跡� l基、溝跡� 5本、陶・磁器、古銭 中・近世 No.17 

第25地点 土坑� 2基 中・近世 No.16 


土坑� 11基、溝跡� 1本、 ピット群、板碑、

第29地点

間 ・磁器、馬歯、古銭など
中・近世 No.18 


土坑� 15基 (鋳造土坑 1基 ・溶解炉

第35地点 基 ・地下式坑� l基)、井戸跡� 1基、 鋳 中・近世 No.20 


型、士 ・鉄製品、陶 ・磁器、古銭など

第� 2地点 土坑数基、溝跡� 14本、掘立柱建築� 4基ピット群 中・近世� NO.6 

第� 6地点 土坑� 1基、 陶 ・磁器小片 15 c代� NO.8 

第26地点 土坑� 6基(土坑墓l基)、掘立柱建築、人骨、古銭 17 c代� No.17 

第27地点 地下式坑� 2基、土坑� 2基、陶 ・磁器 14-15 c NO.22 

第36地点 溝跡� 2本、ピット群、 陶 ・磁器小片 中・近世 No.18 

第37地点 土坑墓� l基、道路遺構� l条、人骨、青磁盤、古銭 中世 No.18 

第44地点 溝跡� 2本 中・近世 NO.21 

第� 1地点 土坑19基(地下式坑 l基)、井戸跡� l基、溝跡� 2基 中 ・近世 NO.3 

第� 3地点 地下式坑� 1基、溝跡� 2本、 陶・磁器 中 ・近世 No.10 

第25地点 遺構外出土造物、陶 ・磁器 中 ・近世 NO.22 

第� 1地点 溝跡 1:本 近世�  NO.22 


第11地点 土坑� 1基 N且17
 
第35地点 かわ らけ� 2点
 N0.20 

第31地点 ロー ム採掘遺構� 2ヵ所
 f因子山富士』 文化財第22集� 

第49地点 土坑� 1基 NO.20 

第� 3地点 かわらけ� 2点
 No.14 
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Nu 報� tにとヨ 書 名 刊行年 シリーズ 名 発刊者 執筆者�  

谷井彪 ・宮野和明
1西原・大塚遺跡発掘調査報告	 1975 志木市の文化財第� 4集 志木市教育委員会

井上国夫� 

佐々木保俊
2 西原大塚遺跡第 3地点 中野遺跡第� 2地点発掘調査報告書� 1985 志木市遺跡調査会調査報告第� l集 志木市遺跡調査会

尾形則敏� 

3 新邸遺跡発掘調査報告書� 1986 志木市遺跡調査会調査報告第� 2集 志木市遺跡調査会 佐々木・ 尾形� 

4 新邸遺跡第� 2地点 西原大塚遺跡第 4地点、発掘調査報告書� 1987 志木市遺跡調査会調査報告第� 3集 志木市遺跡調査会 佐々木・尾形� 

佐々木・ 尾形
5城山遺跡発掘調査報告書	 1988 志木市遺跡調査会調査報告第� 4集 志木市遺跡調査会

神山健吉� 

6 中野遺跡発掘調査報告書� 1988 志木市遺跡調査会調査報告第� 5集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形

志木 市 教育委員 会� 

7城山遺跡長勝院地点、発掘調査報告書� 1987 志木市の文化財第� 11集 志木市遺跡調査 会 佐々木

志木ロータリ ークラブ� 

8 志木市遺跡群� I 1989 志木市の文化財第� 13集 志木市教育委員会 佐々木・尾形� 

9志木市遺跡群� E 1990 志木市の文化財第� 14集 志木市教育委員会 佐々木・尾形� 

10 
西原大塚遺跡第� 7地点 新邸遺跡第 3地点、 中野遺跡第� 7地点� 1991 

志木市の文化財第� 15集 志木市遺跡調査会 佐々木・ 尾形� 
中野遺跡第 8地点 城山遺跡第� 6地点発掘調査報告書

11 志木市遺跡群皿� 1991 志木市の文化財第16集 志木市教育委員会 佐々木 ・尾形� 

12 志木市遺跡群W 1992 志木市の文化財第� 17集 志木市教育委員会 佐々木 ・尾形� 

中道遺跡第12地点 中道遺跡第13地点 因子山遺跡第� 4地点� 
13 	 1992 志木市の文化財第� 18集 志木市遺跡調査会 佐々木・尾形

田子山遺跡第 5地点発掘調査報告書� 

14 志木市遺跡群� V 1993 志木市の文化財第� 20集 志木市教育委員会 尾形� 

15 志木市遺跡群VI 1995 志木市の文化財第� 21集 志木市教育委員会 尾形� 

佐々木・ 尾形
16 志木市遺跡群vn	 1996 志木市の文化財第� 23集 志木市教育委員会

深井恵子

城山遺跡第l醐城山遺跡第l糊西原大塚遺跡第� 14地点|


中野遺跡第� 11地点中野遺跡第16地点市場裏遺跡第�  l地点
 

17 	 田子山遺跡第10地点 中道遺跡第21地点 田子山遺跡第� 13地点� 1996 志木市の文化財第� 24集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形

酋原大塚遺跡第21地点市場裏遺跡第 2地点

中道遺跡第26地点発掘調査報告書� 

18 志木市遺跡群四	 1997 志木市の文化財第� 25集 志木市教育委員会 佐h木 ・尾形・深井� 

西原大塚の遺跡 西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査概� 志木 市遺 跡 調査 会
19 

報
1998 

西原特定土地区画整理組合� 
佐々木

20 志木市遺跡群 9	 1999 志木市の文化財第� 27集 志木市教育委員会 尾形 ・深井� 

21 志木市遺跡群� 10	 2000 志木市の文化財第� 28集 志木市教育委員会 尾形 ・深井� 

22 埋蔵文化財調査報告書� 1	 2000 志木市の文化財第� 29築 志木市教育委員会 尾形 ・深井

佐々木・内野美津江� 

23 西原大塚第45地点発掘調査報告書� 2000 志木市遺跡調査会調査報告第� 6集 志木市遺跡調査会 宮川幸佳 ・上回覧

関根正明

第� 2表志木市の発掘調査報告書一覧� 
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中 ・近世では、柏城跡、関根兵庫館跡が代表される遺跡である。特に、柏城跡内での数次にわたる発

掘調査により、『舘村旧記」にあ る「柏之城落城後の屋敷割の図 Jに相当する堀跡などが多数発見され

ている。また、 頭部及び:J~半部を欠 く馬の骨が、城山遺跡第29地点の 127号土坑か ら検出されている O

この土坑から は、 板碑と土師質土器の他、炭化種子(イ ネ・ オオムギ・コムギなど)が出土しており、

特に、イネの塊状のものは 「おにぎり」あるいは 「ちま き」のよう なものであるという分析結果が報告

されている。さら に、鋳造関連の遺構も検出されている。 130号 士坑については鋳造遺構、 134号土坑に

ついては溶解炉に該当し、遺物としては、 大量の鉄津(スラ ッグ)、 鋳型、三叉状の士製品、砥石など

が出土している。

近代以降の遺跡では、因子山遺跡の富士塚築造に関連する ローム採掘遺構が検出されており、地域研

究の重要な資料である と言える。

第 2節遺跡の概要

ここで、今回本書で報告する中野遺跡について概観するこ とにする。

中野遺跡、は、志木市柏町 1丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北方約 1. 2kmに位置して

いる。 遺跡は、柳瀬川流域右岸の台地上に立地 しており、標高は北端で約 9m、南端で約  11mを測り、

台地縁辺では際立った断崖もみられないままゆるやかに北側の低地に移行する。遺跡の現況は、宅地化

が急速に進行している地域で、 畑地は減少 している。

次に、これまでに中野遺跡か らどような遺構・ 遺物が検出されたかを今までの発掘調査の成果から大

まかに振り返ってみるこ とに したい。そこで、第 3表に中野遺跡における発掘調査及び確認調査の内容

を示した。

これによると、 中野遺跡における第 l回目の発掘調査は、昭和 59年の第 2地点に始まる。その際には、

弥生時代後期の住居跡 2軒、古墳時代後期の住居跡 1軒、平安時代の住居跡 1軒が検出されている。

昭和62年の第 6地点の調査では、中世以降と考えられる溝跡と縄文時代の可能性がある土坑 1基が検

出されている O

昭和63年には、 第 7・8・9地点の発掘調査が実施され、第 7地点からは、古墳時代後期と思われる

住居跡 l軒、第 8地点からは、近世遺構の士坑 1基、第 9地点からは、 弥生時代後期の住居跡 1軒が検

出されている。

平成 2年には、第 11地点か ら、近世以降の士坑 1基、第 12地点からは、 古墳時代後期の住居跡 1軒が

検出されている。 また、第16地点か らは、縄文時代の集石 1基、古墳時代後期の住居跡 1軒、 平安時代

の住居跡 2軒が検出されている。

平成  3年には、 第18地点の発掘調査が実施され、古墳時代後期の住居跡 l軒が検出されている。特筆

すべきは、住居跡の床面上か ら、完形品を含め鉄鉱が 11点出土 したことである。鉄鉱の形態は、長顎箆

被腸扶片刃丸造柳葉式、 長頚腺箆被腸扶片刃丸造柳葉式、長頚箆被腸挟片メ J丸造長三角式などに分類さ

れるもので、その主体は長頚箆被腸挟片メ j丸造柳葉式である。

平成 4年には、今回の報告であ る第 25地点の調査が実施された(本書参照)。また、平成 5年には調

査面積 2000rrfを超す市内では大規模調査と言える第 28地点の調査が実施され、さらに因子山遺跡でもほ

ぼ同規模の第24地点が併行して実施されている。また、 西原地区特定区画整理事業に伴う発掘調査が継 

-8-
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第� 3表中野遺跡調査一覧

調査地点 面積(rrf) 確認調査日 発掘調査期間 調査原因 遺 構の概要 調査書No.

第� 1地点� 739.20 
昭和58年10月27日

貸倉庫建 設 検出されなかった。

-11月2日


昭和59年� 5月14日
(弥生)住居跡� 2軒、 (古墳)住


第� 2地点� 587.91 -6月8日� 
共同住宅建設 居跡� 1軒、(平安)住居跡� 1軒� No.2 


(不明)溝跡� 1本


第� 3地点� 687.00 	 昭和61年
駐 車場建設 検出されなかった。

3月24日

昭和62年


第� 4地点� 1.775.00 2月23日 市営住宅建設 検出されなかった。
 

昭和62年

第 地点� 1，609.44 	

7月23日
寺院庫裡建設 検出されなかった。� 

第6a地点� 100.15 
昭和62年� 7月23日� (縄文� ?)土坑 1基
 

第6b地点
-8月6日

宅 地 造成�  
(不明)溝跡� l本� 

NO.8 


昭和63年� 7月7日
第� 7地点	 250.00 -7月9日

宅地 造 成 検出されなかった。� 

第� 8地点	 388.05 
昭和63年� 7月� 7日

共同住宅建設 検出されなかった。
-7月9日


第� 9地点� 156.68 
昭和63年 昭和63年10月17日 個人住宅建設� (弥生)住居跡� l軒� NO.9

10月15日� -10月21日


第 地点� 258.00 
平成冗年

共同住宅建設 検出されなかっ た。

1月30日

第11地点� 17.00 
平成� 2年 平成� 2年� 4月26日

稲荷神社引家� (近代)土坑� 1基� No.174月23日� -4月27日


第12地点� 138.39 5月9日� -6月� 1日
個人住宅建設


平成� 2年 平成� 2年� 5月22日
(古墳)住居跡� l軒� No.12 

平成� 2年
第13地点� 122.87 

5月18日
共同住宅建設 検出されなかった。
 

平成� 2年

第14地点� 215.62 5月18日 共同住宅建設 検出されなかった。
 

平成� 2年

第 地点� 100.00 5月18日 共同住宅建設 検出されなかった。


平成� 2年 平成� 2年� 8月27日 (縄文)集石� l基、(古墳)住居

第16地点� 496.59 

8月23日� -9月6日
共同住宅建設� 

跡� 1軒、(平安)住居跡� 3軒
No.17 

平成� 2年
第17地点� 118.84 	

10月18日
個人住宅建設 検出されなかった。� 

第18地点� 171.44 	 平成� 3年 平成� 3年� 7月11日
個人住宅建設� 

(縄文)土坑� l基� 
No.147月8日� -7月18日 (古墳)住居跡� 1軒


第19地点� 179.24 
平成� 3年

共同住宅建設 検出されなかった。

8月27日


第 地点� 181.34 
平成� 3年

個人住宅建設 検出されなかった。

10月2日


第21地点� 118.42 
平成� 3年

事 務所建 設 検出されなかった。

10月31日


第22地点� 67.48 
平成� 3年

個人住宅建設 検出されなかった。

11月� 7日

平成� 3年


第23地点� 191.30 	 11月25日 個人住宅建設 検出されなかった(工事立会)。
 

平成� 3年

第24地点� 303.00 	11月25日

宅 地造 成 検出されなかった。� 

(縄文)住居跡� 1基、 土坑� 9基、
平成� 4年 平成4年� 2月13日 炉穴� 5基、(弥生)住居跡� 1軒、

第 地点� 883.00 共同住宅建設 土坑� l基、(古墳)住居跡10軒 本報告� 
l2月12日� -7月20日� (平安)、住居跡� 2軒、 土坑� l基

(中 ・近世)、土坑15基
平成� 4年

第26地点	 196.50 5月15日� 
共同住宅建設 検出されなかった。
 

14580 
平成� 4年
 

|第27地点� . 7月6日� !	 |個人住宅建設� |検出されなかった。� 
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面積(m') 確認調査日 発掘調査期間 調査原因 遺構の概要 調査書No.

(旧石器〕石器集中分布 (縄文)
平成5年 平成� 5年� 1月14日 土坑6基、炉穴� 5基 (弥生)

第28地点� 2，579.21 共同住宅建設 住居跡4軒� (古墳)住居跡17軒� 
1月13日� ~6 月 16 日 (中・近世)士坑4基、井戸跡� 

1基、 溝跡� 1本

第29地点� 115.71 
平成� 5年
6月11日

宅地造成 検出されなかった。� 

第30地点� 69.82 
平成� 5年
7月21日

個人住宅建設 検出されなかった。� 
トー←ー

第31地点� 365.14 
平成� 5年
8月4日� 

平成5年� 8月10日
~8 月 19 日

個人住宅建設� (古墳� )住居跡� l軒� No.15 
ト

第32地点� 235.67 
平成� 5年
11月8日

共同住宅建設 検出されなかった。

第33地点� 151.23 
平成5年
11月26日

共同住宅建設 検出されなかった。

第34地点� 114.51 
平成6年
3月24日

個人住宅建設 検出されなかった。� 

第35地点� 98.27 
平成6年
7月26日

個人住宅建設 検出されなかった。� 

第36地点� 160.80 
平成� 6年
9月22日

共同住宅建設 検出されなかった。

第37地点� 286.59 
平成7年
3月14日

共同住宅建設 検出されなかった。� 

第四地点� 46.36 
平成7年
4月20日

個人住宅建設 検出されなかっ た。� 

第39地点� 173.05 
平成� 7年
8月7日

倉 庫建 設 検出されなかった。� 

第叫点�  903.181，1

平成� 7年

9月12日

平成� 7年� 9月18日

~ 
平成8年� 1月26日� 

共同住宅建設

(縄文)土坑� 23基、埋聾� 2基(弥� 
生)住居跡� 4軒� (古墳)住居跡 
15軒(平安〕住居跡� 8軒、溝跡� 
1本(中 ・近世� )土坑� 1基

第41地点� 235.63 
平成� 7年
10月26日� 

平成� 7年10月27日
~ 11月 13 日

個人住宅建設
(古墳 )住居跡� 1軒� 
(平安)住居跡� 1軒

No.18 

第42地点� 1，283.51 
平成� 7年
11月29日

宅 地 兼 倉 庫 検出されなかった。� 

第43地点� 212.06 
平成8年
5月30日� 

平成8年� 6月3日
~ 6 月 7 日

個人住宅建設
(平安)住居跡� 1軒� 
(不明 )井戸跡� 1基

No.20 

第44地点� 160.64 
平成9年
5月23R

分譲住宅建設 検出されなかった。� 

第45地点� 136.89 
平成9年
8月21日� i

個人住宅建設 検出されなかった(工事立会)。� 

第46地点、� 68.31 
平成� 9年
12月8日

個人住宅建設 検出さ れなかった。� 

第47地点� 85.28 
平成9年
12月8日

個人住宅建設 検出されなかった。� 

第48地点� 73.70 
平成10年
5月21日

個人住宅建設 検出されなかった。� 

第49地点
(第l工程)� 

140.00 
平成� 11年� 5月11日

~7 月 6 日
志木変電所増� 
設工事

(弥生)住居跡� 1軒 (平安)住居 
跡� l軒、� (中世� )土坑墓� 1基、
土坑5基、井戸跡� 1基
(旧石器)集中地点(縄文)住居

第49地点
(第2工程)� 

490.00 
平成12年� 2月21日

~ 5 月 2 3 日
志木変電所増
設工事

跡� 1軒、炉穴� 1基、包含層 (弥
生)住居跡� 2軒 (平安)土坑 2
基(中世)土坑� 5基、井戸跡� 3
基

第50地点� 87.75 
平成11年
6月11日� 

平成11年� 6月14日
~ 6 月 15 日

個人住宅建設 (古墳〕住居跡� 1軒� 

第51地点� 87.75 
平成11年
6月11日

個人住宅建設 検出されなかった。� 

第52地点� 102.78 
平成12年
4月14日

個人住宅建設 検出されなか った。� 

第53地点� 87.00 
平成12年
5月29日

道路造成工事 検出されなかった。



続的に開始されたのも平成 5年度であ る。さら に、平成 6年には2000rrlを超す因子山遺跡第31地点、平

成 7 年には中野遺跡第40 ・ 41地点の調査が実施され るなど、志木市における平成 4~7 年は、発掘調査

のラッシュ時期と表現しても過言ではない。

その後、 平成 8年には、第 43地点、の調査が実施され、平安時代の住居跡 1軒と中世以降の井戸跡 1基

が検出されるが、平成 9・10年には、この地区での確認調査・発掘調査は実施されていない。

そして、平成11年には、 東京電力志木変電所の増設工事に伴う発掘調査 (3カ年計画〉が開始され、

この地区では初めて、人骨を伴う土坑墓や掘立柱建築などが検出されている。これらの遺構については、

まだ、詳しく検討されていないが、ロームを掘削して造成した平場面にこうした遺構が存在することか

ら、この一帯が『舘村旧記』に記されている、当時の舘村の菩提寺 「行光寺」に相当する可能性がある

のではな L、かと考えられる。その他、旧石器時代の剥片 ・石核の集中地点、弥生時代後期の住居跡 3軒、

平安時代の住居跡 l軒、 中世の地下式坑 1基 ・井戸跡 3基などが検出されている。

以上の調査から、中野遺跡、は、 旧石器時代・縄文時代 ・弥生時代・古墳時代・平安時代・中・近世の

複合遺跡であることが判明してきている。 中でも、古墳時代の中期・後期に関しては、広範囲で検出さ

れる住居跡の分布状況や一辺 10mを超す大型住居跡、 8本・ 12本柱をもっ住居跡、そして、長頚箆被腸

扶片刃丸造柳葉式の鉄鉱を出土 した住居跡の存在なと、、から考え、今後、志木市のみな らず周辺の地域を

含めた広域に亘る古墳文化を比較検討する上で重要な役割を果たすものと考えられる。 

-12-



第 2章 調査の経緯

第 1節調査に至る経過

平成 3年12月、 開発主体者から志木市教育委員会(以下、教育委員会〉へ開発計画地内における埋蔵

文化財の有無及び取り扱いについての照会があっ た。 計画は志木市柏町 l了目 1517番地(由.積883nf) 

内に駐車場建設を行うというものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中野遺跡(コード11228

002)に該当するため、大旨下記のとおり回答した。

1.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の理蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。

2.上記 1の調査の結巣、理蔵文化財が確認、された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があるこ と。

平成4年 1月29日、教育委員会は、 開発者より埋蔵文化財確認調査依頼書を受理し、 2月12日、午前

9時15分から確認調査を実施した。

確認調査は、調査区長軸方向に合わせ 4本の卜 レン チを設定し、パックホーで表土を剥ぎ、同時に造

構確認作業を行った。その結果、調査区のほぼ全面にわたり遺構が分布していることが判明 した。

そのため、教育委員会は、この結果を開発者に報告し、再度協議を したところ、埋蔵文化財の保存措

置として、記録保存のための発掘調査を実施することに決定したο

その後、 開発主体者から埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる紙織と して、

志木市遺跡調査会(以下、調査会)を斡旋した。遺跡調査会ではこれを受け、 開発者と委託契約を締結

し、理蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これらの届出書をすみやかに埼玉

県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、翌日 2月13日から遺跡調査会を主体として発掘調査そ実施した。なお、文化庁通知番号

は、委保第 5の238号平成4年 4月6日付である。

第 2節調査の方法と経過

確認調査は、平成4年 2月12日に実施した。人員導入による発掘調査は、翌日日から開始し、7月初

日にすべての調査を終了した。今回の調査で検出された主な遺構は、縄文時代中期の住居跡 l軒・土坑

9基・炉穴 5基、弥生時代後期の住居跡 l軒・土坑 l基、古墳時代後期の住居跡10軒・土坑 1基、平安

時代の住届跡2軒、中・近世の土坑15基などであ った。

発掘調査の経過は、以トーのとおりである。

2月12日 確認調査を実施する。調査区長軸方向に合わせ 4本の卜レンチを設定し、パック ホー で

表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行コた結果、調査区のほぼ全面にわたり遺構が分布 し

ていることが判明。その後、発掘調査に切り替え表土剥ぎ作業として調査を実施する。

2月13日 表土剥ぎ作業に併行して、人員導入による発掘調査を開始した。まず、調査区の整備と

-13-
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細部の表土剥ぎ作業を行う。午後からは、 10号住居跡の精査を開始する。 10号住居跡は出

士土器から、 6世紀中頃に比定される。 

2月 ド旬 10・13号住居跡の造物出土状態の写真撮影を終了し、その後、遺物を取り上げる。 10号

住居跡の東壁に重複する土坑 (5 ~ 7 ・ 9~11号土坑〉は、 中世以降に比定される。 

3月上旬 8 ・ 12 ~18号土坑を完掘し、 写真撮影 ・ 実測を終了する。また、 3 月 5 日 ~10日までは、

会計検査のため調査を中止する。 

3月中旬 13号住居跡の写真撮影 ・実測を終了し、 15・16号住居跡の精査を開始する。 16号住居跡

は15号住居跡を切って構築されていることが判明した。 

3月下旬 14 ・ 15 ・ 16 号住居跡 ・ 16~20 D の写真撮影 ・ 実測を終了し、弥生時代後期に比定される 

4号住居跡の精査を開始する。 21号土坑からは、 9世紀の須恵器長顎瓶が 1点出土してい

るO 

4月上旬 19号住居跡の精査を開始する。本住居跡は、市内では最大規模の一辺 10mを越える大形

住居跡であ る。時期は、出土遺物か ら 7世紀前半に比定される。 

4月中旬 19号住居跡の精査を行う。大部分が撹乱により破壊されているが、北壁中央からカマド

が検出された。貯蔵穴はカマド右横に設置され、その周辺からは土器が比較的に多く土器

が出土した。また、 主柱穴は四隅の柱穴聞に 1本を加え、全部で 8本柱の構成である。 

4月下旬 19号住居跡の遺物出土状態の写真撮影・実測を終了し、 遺物を取り上げる。また、 17号

住居跡、の精査を開始 し、 4号住居跡は掘り方の精査・写真撮影を終了する。 

5月 k旬 17・19号住居跡の遺構の写真撮影・実測を終了し、その後、カマドの精査・実測を終了

する。 23号土坑の精査を開始し、その後、写真撮影 ・実則を終了する。 

5月中旬 19号住居跡の床面のピットを確認し掘る。また、 4・5号炉穴の精査を開始する。 

5月下旬 4・5号炉穴の写真撮影を終了 し、 20号住居跡の精査を開始する。本住居跡は撹乱によ

り大部分が破壊されているが、出土土器から 6世紀中頃に比定される。 

6月上旬 4 ・ 5 号炉穴の実測を終了 し、 25~29号土坑の精査を行う 。 

6月中旬 25~29 ワ土坑の写真撮影 ・ 実測を終了する。 こ れ らの土坑は、 出土土器から、縄文時代

中期後葉に比定される。 

6月下旬 1号炉穴の写真撮影 ・実測を終了し、 18号住居跡の精査を開始する。本住居跡は、出土

土器から 6世紀前半に比定される。 

7月上旬 18号住居跡の写真撮影 ・実測を終了し、その後、 カマドの精査を開始する。また、縄文

時代 1弓住居跡と 2号炉穴、 21号住居跡の精査を開始する。 

7月中旬 1号住居跡を完掘 し、その後、 写真撮影 ・実測を終了する。 2号炉穴の精査を引き続き

行う。 2号炉穴か らは、やや大きめの条痕文系土器が出土したが、遺存状態が悪いために

アク リノレ系樹脂を含浸させ取り上げる 

7月20日 2号炉穴の写真撮影 ・実測を終了 し、すべての調査を完了する。 
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第� 3章 検出された遺構と遺物

第� 1節 縄文時代

(1)住居跡
 

1号住居跡� (第� 4図)


〔住居構造� J18号住居跡に切られ、� 2・3号炉穴を切る。� (平面形)楕円形。(規模)� 4.90 x 4.50 m。

(壁高) 11~28cmを測り、壁は緩やかに立ち上がる。 (壁溝)確認できなかった。(床面) 一部によく硬

化した床面が確認された。ほぼ直床と思われる。(炉)確認できなかった。(柱穴)� 6本確認されたが、

主柱穴は� 5本と思われ、 主柱穴を移動 した可能性があ る。(覆土) ローム粒子を含む黒褐色土を基調と

する。
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[遺物]小破片のみで、実測でき るものはなかった。

[時期]縄文時代中期後葉(加曽利 E 1式期)。 

1号住居跡出土遺物(第 5・6図、第 4表) 

1は縄文時代早期後葉の条痕文系土器であ る。表裏条痕の土器で、色調は暗茶褐色を呈し、胎土には

繊維・小石を含む。 

2・3は縄文時代前期前葉の黒浜式土器である。 2は口縁部小破片で、 2段の無節縄文による羽状縄

文がみられる。色調は赤茶色を呈し、胎土には繊維 ・砂粒を含む。 3は半載竹管により鋸歯状文を描き、

その下方に単節斜縄文がみられる。色調は茶褐色を呈し、胎土には繊維・ 茶褐色粒子を含む。 

4~11 は縄文時代前期後葉の諸磯・十三菩提式土器である。 4 は大波状を呈する口縁部破片で、文様

は半哉竹管の平行沈線を地文に連続した爪形文が口縁部に器形に沿って 2段施文され、波頂部の直下に

は縦位に施される。 5は口縁部に半載竹管による平行沈線と 2段の連続爪形文が施文され、その下方に

縄文がみられる。 6・7は半哉竹管により肋骨文が描かれており、 7は地文に縄文が施文され、縦に 2

降帯を貼り付け、浮掠上には半し、は浮線文土器で、縄文を地文に細8ケの円形刺突文が付されている。

載竹管により連続した刻み目が付されている。 9は半載竹管により平行沈線を施文し、口縁部直下に幅 

8 mmの隆帯を横位.に貼り付けているo 10・11は半載竹管による平行沈線文に三角印刻文が施文されてい

る。 11の胎土には金雲母を多く含んでいる。 

12は縄文時代中期前葉の五領ヶ台式土器の口縁部破片である。口唇上と隆帯上には半載竹管による爪

形文が施され、以下斜縄文を地文に 1条の S字状結節文が横位に施文される。 

13~16は縄文時代中期中葉の勝坂式土器であ る。 13~15 は刻みをもっ隆帯により 懸垂文が施文され、 

14・15の区画内には三叉文風の文様が描かれている。 16は隆帯に沿って上下に連続した刻み目が付され

ている。 

17~34は縄文時代中期後葉の加曽利 E式土器であ る。 17~ 22 は口縁部破片で、 17は口縁部がやや肥厚

し、胴部は Lの撚糸文が施される。 18は撚糸文を地文に降帯によ り文様が描かれる。19・20は同一個体

で、横位の撚糸文を地文に 2本の隆帯により曲線文が施文される。口縁部と胴部の境界には 1本の隆帯

が横走する。 21は降帯により渦巻き文が描かれ、22は縦位の撚糸文を地文に隆帯により文様が施文され

るo 23~34は胴部から底部にかけての破片で、 2 3 ・ 24 ・ 26~28 ・ 3 1 ・ 33 ・ 34 は地文に撚糸文、 25 ・ 29 ・ 

32は縄文、 29は半載竹管による沈線文が施される。29は曽利式土器であろうか。文様は23・24に渦巻き

文、 25・27・28・33に懸垂文が施文されるo 26は頚部無文帯をもち、胴部との境界には l本の隆帯がま

わっている。 

35~38は土錘である。 35 は地文に LRの撚糸文が施さ れる が、 その他は無文である。 35は重さ 10 .0 g、 

36は重さ 12.6g 、37は重さ 20.4g 、38は重さ 24.0gである。 

39~53 は石器及び議Ij片である o 39・40は打製石斧、41は石皿、42は石銀、43は彫器、 44は二次加工剥

片、 45~53は剥片である(第 4 表) 。 

(2 )土坑 

4号土坑(第 7図)


[位置](B-7) G


[構造] (平面形〉円形。(規模) 74x72cillo (深さ) 8 Cillを測る。
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[造物]加曽利EIV式の深鉢が出土した。

)。式期EIV[時期]縄文時代中期後葉(加曽利� 

4号土坑出土遺物(第� 9図)

現器高� 36.5cm、推定口径� 44.0cm。全体的に口縁部から底部にかけてゆるやかにすぼまる器形をもっ大

型の深鉢形土器である。文様は口縁部直ドに� 1本の隆帯がまわり、そこから懸垂文が伸び、幅広の縦位

区画文を作出するが、その区画中の� 1カ所のみ胴部途中から� l本の降帯が懸垂している。地文の縄文は� 

RLの単節斜縄文が縦位に施文されている。 口縁部から胴部下半にかけて、� 1/2程遺存する。� 

22号土坑(第� 7図)

[位置] (B-9) G 

[構造]14号住居跡に切られる。東半分は調査区域外であるため詳細は不明である。(平面形)円形か。

(深さ)66cmを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)� 2層に分層される。


[遺物]土器小破片が出土した。


[時期]縄文時代中期後葉(加曽利� E式期)。
 

22号土坑出土遺物(第� 10図1)


胴部破片で� LRの単節斜縄文を地文に磨消懸垂文が施文される土器である。
 

23号土坑(第� 7図)

[位置] (D-4) G 

[構造]東側は� 19号住居跡により壊されているため詳細は不明であ る。(平面形〉円形か。(深さ)49cm 

を泊トる。 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子を多く、焼土粒子・炭化物粒

子を含む黒褐色士を基調とする。

[遺物1土器小破片が出土 した。

[時期]縄文時代後期。� 

23号土坑出土遺物(第10図� 2~ 4) 

2は斜縄文を地文に区画文が施文されている。� 3は文様として 2段の横走する条線文がみられる。� 4

はLの無節斜縄文が施されている。� 

24号土坑 (第 7図)

[位置] (E-4) G 

[構造]� (平面形)円形。(規模)� 96X90cmo (深さ)� 18cmを測る O 断面は皿状を呈する。(覆土〉 ローム

粒子 ・焼士粒子を僅かに含む黒褐色士を基調とする。

[造物]早期後葉の条痕文系土器から中期後葉の加曽利� E式の土器小破片が数点出土した。

[時期]縄文時代。� 

24号土坑出土遺物(第� 10図� 5~ 9) 

5 • 6は条痕文系土器の胴部破片でどちらも胎土に繊維を含んでいる。� 7は胎土に繊維を含む前期の

黒浜式土器で、地文に単節斜縄文が施される。� 8は集合沈線が施される五領ヶ台式土器であろう。� 9は

加曽利E式土器で、 太沈線による懸垂文が施文される。� 

20 
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29号土坑� 

28号土坑
1m 

画面画面

第� 8図 土 坑2 0 / 60) 

25号土坑 (第 7図� ) 

[位置]� (C -6) G 

[構造]� 4号住居跡に切られ、� 26号土坑と重複する。(平面形〉楕円形か。(深さ)� 46cmを測る� 壁は緩O

やかに立ち上がる。 (覆土)上層はローム粒子 ・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色士、下層はローム粒子

を多く、焼土粒子を僅かに含む明茶褐色士を基調とする。

[遺物]縄文時代の土器小破片が出土した。

[時期]縄文時代早期か。� 

25号土坑出土遺物(第 10図 10~1 3) 

10・11は早期後葉の条痕文系土器である。条痕文は斜方向に施文され、胎土には繊維を多く含む。� 11

は条痕文を地文に連続した刺突文が施文されている。� 12は胎土に繊維を含み、粗い縄文が施されるこ と

から、前期前葉の黒浜式土器であろう。� 13は縄文のみが施文される土器で時期不明である。� 

26号土坑(第� 7図)

[位置] (C-6) G 

[構造] 4号住居跡、� 16・17・19号住居跡に切られ、� 25号土坑と重複するため、 詳細は不明である� O

(深さ)30cmを測る。 断面は皿状を呈する。(覆土) ローム粒子 ・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基

調とする。� 

[遺物]縄文時代の土器が出土した。

)。[時期]縄文時代前期前葉 (黒浜式期 

26号土坑出土遺物(第 1 0図 14~ 1 7)

すべて胎土には繊維を含む前期前葉の黒浜式土器である。� 

14は口縁部破片で、縄文は� Rの無節縄文である。� 15は胴部破片で、 縄文は� RLの単節斜縄文である� O 

16・17は底部破片で、いずれも無節斜縄文が施文される。� 

27号土坑(第� 7図)

[位置] (A-7、B-7) G 

円
〆
臼



[構造] 27号土坑として扱ったが、� 3基が重複していると考えられる。北側か ら� A・B・Cとする。

く27号土坑A) 16号住居跡に切られ、� B.Cとも重複しているため詳細は不明である。(深さ)� 40cm前

後を測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直にに立ち上がる。(覆土)暗茶褐色土を基調とする。

く27号土坑� B)(平面形)楕円形に近い。(規模) 2.16 x 1.48mo (長軸方位) N-550 
- Eo (深さ) 30 

cm前後を測る。 東側はさらに� 4cm程低く なっている。(覆土)暗茶褐色土を基調とする。

く27号土坑C)16号住居跡に切られ、� A.Bとも重複しているため詳細は不明であるが、上部から礁が

出土しているので集石士坑の可能性がある。ま た、土坑の南側か ら直径� 25cm程の範囲で、焼士が検出され

た。(覆土〉暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]縄文時代の土器小破片が出土した。

)。式期� E[時期]縄文時代中期後葉(加曽利� 

27号土坑出土遺物(第10図 18~2 1) 

18・19は徴隆起線文に区画された磨消懸垂文が施文される土器で、いずれも地文の縄文には� RLの単

節斜縄文が施される。� 20はRLの単節斜縄文が施される。� 21は曲線文内に刺突が付されるもので、後期

前葉の堀之内� 1式土器である。色調は黒褐色を呈する。� 

28号土坑(第� 8図)
 

[位置]� (A -5・6、B-5・6)G 


[構造]28号土坑として扱ったが、� 2基が重複しているものと考えられる。西側から� A・Bとする。


0 
- 0く28号土坑A)(平面形)不整形。(規模)不明 x2.60mo(長軸方位) N -35 E (深さ) 15cm前後

を測る。(覆士) ローム粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。

く28号土坑� B)(平面形)楕円形。(規模) 1.30 x 1.28mo (長軸方位) N -220 
- Eo (深さ) 15~25cm 

，.0引� 
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を測る� 中央付近が少し窪んでいる。(覆土)ロー ム粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。O

[遺物]縄文時代の土器小破片が出土した。� 

[時期〕縄文時代中期後葉(加曽不iJE式期)。
 

28号土坑出土遺物(第10図22)
 

22はLRの単節斜縄文の施文のみの破片である。 色調は暗樫色を基調とする。
 

29号土坑(第� 8図)� 

[位置]� (A -6・7)� G 

[構造]� 16号住居跡に切られるo (平面形)楕円形。(規模)1.86X 1.55mo (長軸方位)� N -60 W。0 
-

(深さ)西側が l 段深くな ってお り、 20~36cillを測 る 。 (覆土) 上層は炭化物粒子を含む暗茶褐色土、下

層はローム粒子を多く含む明茶褐色土を基調とする。

[遺物]前期後葉の諸磯式土器から後期前葉の称名寺� 1式土器が出土した。

[時期]縄文時代。 

29号土坑出土遺物(第 10図23~33、第 4 表) 

23は半載竹管による平行沈線文が施文さ れ、 部分的には竹管の先端が刺突文風に残る。� 24は幅の狭い

結節沈線文が重層する。前期後葉の諸磯式土器であ る。� 

25はRLの単節斜縄文を地文に� S字状結節文が横位に施文される。中期前葉の五領ヶ台式土器である。� 

26はRLの単節斜縄文を地文に刻みを もっ隆帯が施文される。27は地文にLRの単節斜縄文が施され

るが、時期の詳細は不明である。� 26は中期中葉の勝坂式土器であろう。� 

28は口縁部に斜縄文が施され、� 29は懸垂文が施文される胴部小破片である。中期後葉の加曽利E式土

器であろ う。� 

30は曲線的な区画文内には� LRの単節斜縄文が充填される。後期前葉の称名寺� 1式土器である。� 

31・32は中期後葉から後期前葉にかけての底部破片で、いずれも外面はていねいに磨かれている。� 

33は散石である� (第� 4表)。� 

(3 )炉穴 

1号炉穴(第11図)

[位置](B-2) G 

[構造] (平面形)円形。(規模)0.66XO.60m o (深さ)14cmを測る。炉床は厚さ6Cill程が焼けて赤化

している。(覆土)焼土粒子を多く含む茶褐色士を基調とする。

[遺物] 出土しなかった。� 

[時期]縄文時代早期後葉。� 

2号炉穴(第11図)� 

[位置]� (E-3)G 

[構造]� 1号住居跡に切られ、南側の一部は調査区域外である。ピット は後世の ものと思われる。(平� 

800 WoN-(長軸方位)72cillo 1. 2.96 X面形)楕円形。(規模) - (深さ) 36 ~52cmを測る。炉床は厚さ 

4cm程が焼けて赤化 している。(覆土)焼士粒子を多く含む暗茶褐色土を基調とする。
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[造物]条痕文系土器・黒浜式土器の土器片と黒曜石の剥片が出土した。� 

[時期]縄文時代早期後葉。� 

2号炉穴出土遺物(第12図、第� 4表)� 

1 ~ 3は条痕文系土器で、すべて胎土に繊維を含んでいる。� 

4は前期後葉の黒浜式土器で、 縄文はRLにS巻� RLを2本附加した附加条である。色調は暗茶褐色

を基調とし、胎土には繊維を含む。� 

5~9 は黒曜石の剥片である (第 4 表)。 

3号炉穴(第11図)

[位置](E-2) G 

[構造] 1号住居跡に切られる。北側か ら集石が、南側からは大きい土器片が出土し た。(平面形〉楕

円形。(規模)1.17XO.78m o (長軸方位)� N -250 
- Wo (深さ)32cmを測る。炉床は厚さ� 6cm程が焼け

て赤化している。 (覆土)焼土粒子を多く 含む暗茶褐色土を基調とする。集石の部分に は焼土粒子が少

ない。

島L~ 母-~額 ~-~ぬ
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第12図� 2号炉穴出土遺物� (4/5) 
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[造物]条痕文系土器の大型破片が出土した。� 

[時期]縄文時代半期後葉。� 

3号炉穴出土遺物(第13図� 1~ 4) 

すべて同一個体であ る。 表裏条痕の土器で、色調は黒褐色を基調とし、胎土には繊維を含む。非常に

遺存状態が悪かっため、調査時にパラロイド� B72を溶かしたキシレン溶液を含浸させ取り上げたもので

ある。� 

4号炉穴� (第11図)

[位置](D -5・6)G 

[構造]� 13・19号住居跡に切られる。� 3基の炉穴が重複しているため、東側から� A・B・Cとするピッ

トは後世のものと思われる O 

0 
-<4号炉穴A>(平面形)楕円形。(規模)不明� x 1.10mo (長軸方位) N -26 E (深さ) 56cmを測0 

る。炉床は厚い ところで'10cm程が焼けて赤化している。(覆土)焼土粒子を多く、ローム粒子・炭化物

粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。

く4号炉穴� B>(平面形)楕円形か。(規模)不明� X1.25mo(長軸方位) N -670 Eo (深さ) 42cmを←� 

測る。炉床は� 8cm程が焼けて赤化 している。(覆土)焼土粒子を多く、ローム粒f・炭化物粒子を含む

暗茶褐色土を基調とする。

く4号炉穴C>磯と条痕文系土器の破片が出土した。 (平面形)楕円形に近い。(規模) 2.26x 1.90m。

(長軸方位) N -62 Wo (深さ)40cm前後を測る。炉床は2ヶ所確認され、西側は10c皿、 東側は14cm0 
-

程が焼けて赤化している。(覆土)焼土粒子を多く、ロー ム粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調

とする。

[遺物]炉穴Cから条痕文系土器の破片が出土 した。� 

[時期]縄文時代早期後葉。� 

4号炉穴出土遺物(第13図� 5 ~12) 


すべて胎土に繊維を含む条痕文系土器である
O 

5・6は口縁部破片、� 7 ~12は胴部破片であ ろう。 6 は U縁部直下に補修孔が穿たれている。 7 ・ 12

は内面にも条痕文が観察される。� 

5号炉穴(第11図)

[位置] (E-4) G 

[構造]南側は調査区域外にあ ると思われる。� (平面形〉楕円形か。� (規模)不明� x 1.10mo (長軸方位) 

N -10 Eo (深さ)36cmを測る。 炉床は厚さ6cm程が焼けて赤化している。(覆土)上層がローム粒0 
-

子含む黒褐色土、下層は焼土粒子を含む明茶褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。


[時期]縄文時代早期後葉。


口。
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第� 2節弥生時代�  

4号住居跡� (第14図)

〔住居構造J19号住居跡に切られる。(平面形)隅丸方形。(規模)不明� x3.36mo (壁高)� 24~30cm を

測り、壁は急斜に立ち上がる。(壁溝)確認できなかった。(床面〉壁際を除いてよ く踏み固められてい

る。(炉)後世の掘り込みにより壊さ れているため詳細は不明であるが、中央よりやや北に偏って位置

すると思われる。(柱穴〉 主柱穴は検出されなかったが、南壁中央付近の深さ� 10cmのピットは入口部の

梯子穴と思われる。(貯蔵穴)東コーナーに位置 し、平面形は楕円形を呈 し、規模は� 40x 33cm、深さ� 15 

cmを測る。覆土はローム粒子を僅かに含む黒色士を基調とする。周囲には高さ� 4 ~ 6 cmの凸堤が巡って

いる。(覆土)上層はロー ム粒子を僅かに含む黒褐色土、 下層はロ ーム粒子を僅かに含む黒色士を基調

とする。

[遺物]覆土中から高杯 ・壷 ・聾の小破片が出土した。。

[時期]弥生時代後期。� 

4号住居跡出土遺物(第� 14図)

高杯形土器(1)

高杯の杯部下半から脚台部にかけての破片である。境界部には� RLの単節斜縄文をもっ幅� 1cm程の補� 

G 
19H 

⑤ 

J 
.li・ 1届後世のピット。� 

2層� E ーム粒子を僅かに含む操褐色土。� 
3層 ローム粒子を僅かに含む黒色土。� 
4層ロ ーム粒子を多く含む暗黄褐色士。� 
5層貼床。

1m、
";.-:-::訂ヴ@:;!，"，: ; 示、
4袋 、� 2 
iι}以Uヂ(:;:'-

IUcm 

第14図� 4号住居跡・ 出土遺物� 0/60・1/3) 

-30-



強帯が貼り付けられており、補強帯を除く外面及び杯部内面は赤彩が施されている。胎土には白色粒子・

黄褐色粒子を含む。外面は補強帯部を除きハケ 目調整後へラ磨き調整が施され、杯部内面はへラ磨き調

整、脚台部内面はへラナデが施される。 覆土中からの出土であ る。

壷形土器(2・3) 

2は横位文様帯として沈線に区画されたLRの単節斜縄文、縦位文様帯として-沈線に区画された網目

状撚糸文が施されるO 無文部は赤彩が施される。色調は黄褐色を基調とし、 胎土には暗黄褐色粒子を僅

かに含む。� 

3は肩部で、上 卜.2段の無節斜縄文によ り羽状構成の文様が描かれる。 また、 上下� 2段の縄文帯の境

には円形赤彩文が1.5cmの間隔で、� 3つ観察さ れる。色調は暗茶褐色を基調と し、胎土には暗黄褐色粒子 ・

樟色粒子を含む。内面には横ナデが施される。

聾形土器(4・5) 

4・5はハケ聾の小破片である。� 4は頚部で、色調は黒茶褐色を基調とし、 胎土には暗黄褐色粒子・

暗茶褐色粒子を含む。 内外面ハケ日調整が施される。� 

5は胴部下半で、色調は内面が黒色、外面が淡茶褐色を呈する。胎土は暗黄褐色粒子・暗茶褐色粒子

を含む。内面はハケ目調整、外面はへラナデが施される。

第� 3節古墳時代� 

10号住居跡(第15・16図)

〔住居構造〕住居の南側は調査区域外である。11号住居跡、� 5 • 6・9・10・11号土坑に切られる。

(平面形)正方形か。(規模)不明 X7.40mo (壁高)35cm前後を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁

溝)確認できた範囲では、カマド部分を除いて全周する。 上幅17-28cm・下幅� 5-10cm・深さ6-21cm 

を測る。(床面)壁際と住居中央の一部を除いてよく硬化している。(カ マド)北壁の中央よりやや東に

偏って位置する。主軸方位はN-120 -W、長さ� 120cm・幅112cm・壁への掘り込み15cmを測る。 袖部は

ロームを馬蹄形状に残し、その上に灰褐色粘土を被覆して構築している。天井部も粘土で構築されてい

たものと考えられる。北側は後世のピ ットにより壊されている。(柱穴)主柱穴と思われるものは� 4本

確認され、深さは101~108cmを測る。西南のピ ット の中から護が� 1点出土している。(貯蔵穴)カマド

右側の北東コーナーに位置し、平面形は長方形を呈する。規模は160X 98cm・深さ86cmを測る。周囲に

は幅12~20cm ・深さ 6 ~ 8 cm程の段が設けられている。 これは蓋を受けるためのものと考えられる。

(覆土) 7層に分層さ れる。

[遺物]貯蔵穴内やその付近から土師器杯・高杯・ 聾 ・甑が出土した。その他、覆土中から骨製品・鉄

津(スラッグ)が出土した。� 

[時期]古墳時代後期� (6世紀中葉)。� 

10号住居跡出土遺物(第17図、図版11-1・4)

土師器杯形土器(第17図� 1 ~ 3) 

lは器高4.5cm、推定口径17.1cm。底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯蓋模倣の土器である。

口縁部は大きく聞き、口唇上には幅� 1rnrn程の沈線がまわる。 内面には放射状の暗文が施文されている。

色調は特に内面が黒班状に黒色を呈していことから、黒色土器の可能性がある。胎土には砂粒を含む。� 

-31-
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1層 耕作土。� 
2層 ローム粒子を含む黒褐色土(後世の ピット)。� 
3層 ローム粒子を多く含む暗茶褐色土。� 
4層 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
5層 ローム粒子を多く含む明茶褐色土。� 
6層 ローム粒子を含む暗褐色士。� 
7層 ロームプロッ ク。� 
8層 ローム粒子 ・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。� 
9層 ローム粒子 ・ローム小プロッ クを多く含む暗黄縄色土。 2m 

第15図� 10号住居跡(1/60) 
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.，94

1層階禍色土(後世のピット)。� 
2層 焼土粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
3層 粘土粒子 ・粘土プロックを多く

Eヨ 灰褐 色粘 土 範 囲

含む暗灰裕色土。� 
4層焼土粒子 ・焼土プロ� γクを多く

含む赤褐色士。� 
5層 焼土粒子 ・粘土粒子を含む暗褐

色土。

。
包画面� 

1m 

第16図� 10号住居跡カマド(1/ 30) 

内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後、へラ磨き調整が施される。住居中央付近の床面

上からの出土で、遣存度� 1/3程である。� 

2は器高5.0cm、口径17.4cm。底部と口縁部と の境に段を有す る須恵器杯蓋模倣の土器である。� 1に

比べ、やや深身で、口唇部は丸� L、。内白及び口縁部外面は赤彩が施される。胎土には茶褐色粒子・砂粒

を含む。内由及び口縁部外出は横ナデ、以下外面はへラ削り後、へラ磨き調整が施される。住居中央付

近の床面上か らの出土で、遣存度� 1/2程である� 

3は現器高2.0cm。須恵器杯蓋の模倣杯である。全面黒色処理が施され、胎土には白色粒子 ・砂粒を

含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。床面上からの出

土で、 底部から口縁部にかけて、� 1/4程遺存する。

土師器柑形土器(第17図� 4) 

現器高4.9cm。小型のもので、ややつぶれた体部と碁笥底状の底部もつ。全面赤彩が施されるものと

思われるが、追存状態が悪く詳細不明である。胎土には黄褐色粒子 ・砂粒 ・小石を含む。 体部内面はへ

ラナデ、外面には僅かにハケ目痕が残る。覆土中からの出土で、口縁部から体部過半にかけて、� 4/5

程遺存する O

土師器高杯形土器(第17図� 5) 

現器高5.7cm、推定口径17.9cm。底部と口縁部との境に段を有する須恵器無蓋高杯模倣の土器である。

口縁部は大きく聞き、口唇上に幅� 1mm程の沈線がまわる。内面には放射状の暗文が施文されている。全

面赤彩が施され、胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。 内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はハケ目

調整後、へラ磨き調整が施される。貯蔵穴内か らの出土で、杯部を� 1/3程遠存する。

土師器聾形土器� (6 ~ 8) 

6は器高� 26.4cm、口径� 22.2cm、底径6.8cm。胴部中位に最大径をもち、口縁部が外反する球胴歪である。

色調は明樺色を呈し、胎土には茶褐色粒子 ・砂粒 ・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ

ラナデ、外面はへ ラ削りが施される。南西コーナーの柱穴内からの出土で、追存度は� 4/5強である。� 

-33 
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7は器高30.4c皿、口径16.6cm、底径7.8cmo 6に比べ、細頚で全体に厚ぼっ たい土器である。色調は暗

茶褐色を基調とし、胎土には黒色粒子・金雲母・ 砂粒 ・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面

はへラナデ、外面は縦方向にへラ削りが施されるが、 胴部中位以下にはその後、横方向にへラ磨き調整

が施される。貯蔵穴付近の床面上からの出土で、ほぼ完形品である。� 

8は器高31.1cm、口径16.8cm、底径7.2cmo 6・7の土器に比べ、長胴傾向がみ られる土器である。色

調は暗茶褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子・ 砂粒・ 小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ

ラナデ後、縦方向に粗いへラ磨き調整、外面はへラ削りが施されるが、 胴部上半に はハケ 目痕が残る。

貯蔵穴内からの出土で、ほぼ完形品であ る。

土師器甑形土器(第17図� 9・10) 

9は器高30.5c皿、口径22.2cm、底径11.2cm。底部は筒抜け式。口縁部は幅の広い複合口縁を呈し、胴

部下半に膨らみを もっO 口縁複合部は指頭押捺の成形痕が残る。 色調は淡檀色を基調と し、胎土には黄

褐色粒子・金雲母・砂粒・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ後、粗いへラ磨き

調整、外面は縦方向に粗いへラナデが施される。貯蔵穴内からの出土で、ほぼ完形品である。� 

10は親指状を呈する把手部分の小破片である。色調は暗檀色を呈し、胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含

む。表面にはナデによる成形痕が観察されるO

須恵器聾形土器(第17図11)

頚部小破片であ る。文様として上下� 2段に櫛状工具による波状文が描かれている。色調は暗灰褐色を

呈し、胎土には白色粒子・砂粒を含む。

骨製品(図版11-1) 

1は両端に、� 2は片端に鋭い切断面が観察される ことから、一応ここでは骨製品として取り扱った。

鉄津(図版11-4) 

覆土中からの出土であるが、混入物である可能性がある。 総量は196 g。� 

13号住居跡(第18図)

〔住居構造〕南コーナーは調査区域外であ る。(平面形)正方形。(規模)4.78X4.54mo (壁高) 15cm 

前後を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。� (壁溝)検出されなかった。(床面)壁際を除いてよく硬化し

ている。(柱穴)検出されなかっ た。(凸堤)南壁の近く に高さ� 8cm程の馬蹄形状になると思われる凸堤

が確認された。(覆土)焼土粒子・ ローム粒子を僅かに含む黒色土を基調とする� 南西壁の中央付近でO

粘土と焼土が多く 検出された。

[遺物]床面上から土師器杯・境・高杯・甑・ 聾が出土している。

[時期]古墳時代後期 (5世紀後葉)。� 

[所見]南壁近くから確認された凸堤は、 入口部に関連する施設である可能性があ る。� 

13号住居跡出土遺物(第19図)

土師器杯・境形土器� (1 ~ 4) 

lは器高5.3cm、推定口径13.0cm。全体の器形は半球状を呈し、口縁部に有段をもっ。有段は直上に

幅� 3mm程の沈線を施すことにより、有段状に作出されているものである。外出底部を除き赤彩が施され、

胎土には砂粒を多 く、茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削

り後、へラ磨き調整が施される。 底部付近はへラ磨きが粗く、へラ削り痕が残る。北東壁近くの床面上� 
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からの出十ーで、遺存度は 1/2程である。 

2は器高5.2cm、口径12.6cm。全体の器形は半球状を呈するが、 口縁部は内屈する。 全面赤彩が施さ

れ、胎士には黄褐色粒子・砂粒・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下全面へラ磨き調整が施され

るが、外面体部以下にはへラ削り痕が残る。南コー ナー近くの床面上からの出土で、遺存度は 4/5強

である。 

3は器高6.0cm、口径15.1cm。半球状を呈する大型の境である。全面赤彩が施され、胎土に は茶褐色

粒子・砂粒・小石を含む。内面はハケ目調整後、 へラナデ、外面は口縁部が横ナデ、 以下へラ削り調整

が施される。南西壁近くの床面上からの出土で、遺存度は 4/5強であ る。 

4は現器高6.5cm、推定口径13.0cmo 3に比べ深身の境である。全面赤彩が施され、 胎土には茶褐色

粒子・黒色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへ ラナデ、外面はハケ目調整後、底部

を中心に粗いへラ磨き調整が施される。覆土中からの出土で、口縁部か ら体部下半にかけて、 1/4弱

遣存する。

土師器高杯形土器(5 ) 

現器高8.2cm、口径20.9cm。口縁部が大きく 外反する大型のものである。全面赤彩が施さ れ、胎土に

は砂粒を含む。内面はへラナデが施され、外面は全体に粗いへラナデが施されること により、縦方向の

へラ磨き調整が消去されている。南コ ーナー近くの床面上か らの出土で、杯部を 2/3程遺存する。

土師器甑形土器(6 ) 

器高23.3cm、口径22.2cm、底径10.lcm。底部は筒抜け式。 口縁部は幅の広い複合口縁を呈し、胴部上

半に膨らみをもっ全体に器厚が厚くずんぐりした土器である。口縁複合部は指頭押捺の成形による指紋

がよく観察できる。色調は暗茶褐色を基調と し、胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒 ・小石を含む。

内外面ハケ目調整後、胴部トー半を中心lこへラ削りが施され、その後粗いへ ラ磨き調整が施される。住居

中央近くの床面上からの出土で、 造存度は 1/2程である。

土師器聾形土器(7・ 8) 

7は現器高 14. 「く」字状を呈する。口縁8cm、推定口径16.5cm。胴部上半に最大径をも ち、口頭部は

部直下には指頭押捺による成形痕が観察される。色調は暗茶褐色を呈し、胎十 I は茶褐色粒子 ・砂粒 ・

小石を含む。内面は口縁部がハケ目調整、以下へラ ナデが施され、外面は口縁部が横ナデ、以下ハケ目

調整後、粗いへラ磨き調整が施される。覆土中からの出土で、口縁部から胴部中位にかけて、 1/3程

遣存する。 

8は現器高7.7cm、底径6.7cm。色調は内面が暗茶褐色、外面は黒色を呈し、胎土には茶褐色粒子・黒

色粒子・砂粒を含む。内面は目の組いハケ目調整、 外面はへラ削り後、粗いへラ磨き調整が施される。

南コーナー近くの床面上からの出土で、胴部下半を 4/5程遺存する。 

14号住居跡(第20図)

〔住居構造J16・17・18号十会坑に切られ、 22号土坑を切る。住居の東半分は調査区域外であるため、詳

細は不明である。壁溝がーよ重に巡っているこ とから、拡張住居であ る可能性があ る。こ こでは、内側を

住居跡A、外側を住居跡 Bとして取り扱うことにする。

〈住居跡 A>(平面形)方形。(規模)不明 x6.50m o (壁溝)西コーナーで一旦途切れている。上幅 13 

~22cm ・下幅 4 ~ 9 cm・深さ 6 ~10cmを測る。 (床面) 住居中央がよ く 硬化しており、 南西壁の南コー 
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第21図� 14号住居跡出土遺物� (1/4)

ナー寄りの床面が一部焼けて赤化していた。(柱穴)多数検出されたが、ほとん どは本住居跡に伴うも

のではなく、� 16号土坑に切られている深さ76cmのものが主柱穴の1本と思われる。(覆土)ロー ム粒子

を含む暗茶褐色土を基調とする。

く住居跡� B> (平由形)方形か。(規模)不明。(壁高) 26~ 36cm を測 り、 壁はほ ぼ垂直に立ち上がる。

(壁溝)確認できた範囲では全周する。上幅16~23cm ・ 下幅 4 ~ 8 cm・深さ6 ~ 9 cmを測る。(床面)住

居跡Aより若干高めである。

[造物]住居跡Aから土師器高師、住居跡Bから土師器杯 ・高杯が出土した。その他、 覆土中から鉄津

(スラッグ)が出土した。

[時期]古墳時代後期(5世紀後葉)。� 

14号住居跡出土遺物(第21図、図版11-4) 

土師器杯・腕形土器(1 ~ 3) 

1は器高5.0cm、口径13.4cm。全体の器形は半球状を呈する。口縁部外面及び底部は赤彩が施され、胎

士には砂粒を多く、黄褐色粒子を含む。口縁部外面及び内面は横ナデ、外面は以下へラ削りが施される。

南西壁近くの床面上 (住居跡B)からの出土で、遺存度は� 4/5程であ る。� 

2は器高5.6cm、推定U径13.4cm。底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯蓋模倣の土器である。

日縁部は直立し、� U唇部は僅かに外反する。 口縁部外面及び内面は赤彩が施され、胎士には砂粒を含む。

内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外出はへラ削り後、へラ磨き調整が施される。南西壁近くの床面上

(住居跡B)からの出土で、遺存度は� 1/2程である。� 

3は器高4.9cm、口径13.0cm。底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯蓋模倣の土器で、� 2に比べ、

やや底部に丸みを もっ。全面赤彩が施され、胎土には暗樺色粒子 ・砂粒 ・小石を含む。口縁部内外面横

ナデ、以ド、内面はへラナデ、外面はへラ削り調整が施される。南西壁近くの床面上 (住居跡B)から

の出土で、遺存度は� 4/5強である。

土師器高杯形土器� (4・5) 

4は現器高3.7cm、推定口径15.1cm。口縁部が大きく外傾する大型のものである。 色調は暗樟色を呈

し、胎土には黄褐色微粒子・黒色微粒子 ・砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ後、

放射状の暗文が施され、外面は縦方向のへラ削りが施される。南西壁近く の床面上(住居跡A)からの

出土で、杯部を� 4/5強遺存する。� 

5は器高9.7cm、口径14.0cm、底径10.2cm。杯部は口縁部が僅かに外反し、底部はやや丸味をもっ。脚� 
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部は短く、裾部に向かつて外反する。全体に厚手で粗雑品である。脚部内面を除き全面赤彩が施され、

胎土には砂粒を含む。杯部は内面へラナデ、外面はへラ削り後、へ ラナデが施される。脚部は内面へラ

ナデ、外面はへラ削り後、へラ ナデが施される� 南西壁近くの床面上(住居跡B)からの出土で、完形O

品である。

鉄津� (図版11-4) 

覆土中からの出土であるが、混入物である可能性がある。総量は� 10.2 g。� 

15号住居跡� (第22図)

〔住居構造� J16号住居跡に切られる。� (平面形)正方形。(規模)� 4.20 x 4.12m0 (壁高) 30~43cmを測

り 、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝) カマド部分を除いて全周する。上幅16~26cm ・ ド幅 6 ~12cm ・

深さ1O~20cmを測る。(床面)南壁からカマド前面にかけてよく硬化している o (カ マド)北壁の中央よ

Oりやや東に偏って位置する。主軸方位は� N-ll-E、長さ� 143cm・幅95cm・壁への掘り込み43cmを測る。

袖部はロームを馬蹄形状に残し、その上に灰褐色粘土を被覆して構築している。天井部も粘土で構築さ

れていた ものと考えられる。壁から� 20cm程離れたところから支脚が立った状態で出土した。煙道は� 600

程の勾配で立ち上がったのち緩やかに伸びていく。 (柱穴)主柱穴と思われるものは検出されなかった。

(貯蔵穴〉カマド右側の東コーナーに位置し、平面形は隅丸長方形を呈する。規模は� 57 x66cm・深さ� 64 

cmを測る。南側には� 4cm程の高さの凸堤があり、西側は、 カマ ド前面の床面より� 7cm程低く段になって

いる。上部より聾が出土 した。 (覆土)上層はローム粒子 ・炭化物粒子 ・炭化材を含む黒褐色士、中層

はローム粒子を多く 、炭化物粒子を僅かに含む明茶褐色土、下層はローム粒子・ローム小ブロックを多

く、炭化物粒子・炭化材を含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]床面上から土師器杯・聾・甑などが多数出土している。

[時期]古墳時代後期� (6世紀後葉)。� 

[所見]覆土中より炭化材が多 く検出されたこ とから、焼失住居と思われる。� 

15号住居跡出土遺物(第� 23図)

土師器杯・椀形土器� (1 ~ 6) 

lは器高� 3.2cm、口径� 15.0cm。口縁部が大きく聞 く偏平な土器であ る。内面及び口縁部外面は赤彩が

施される。胎土には黄褐色粒子・ 茶褐色粒子 ・金雲母 ・砂粒を含む。日縁部内外面は横ナデ、以下内白

はへラナデ、外面はへラ削り後、 へラ磨き調整が施される。カ マド左横の床面上からの出土で、遺存度

は1/2程である。� 

2は現器高� 3.5cm、口径� 14. o7cm 1の土器と胎土 ・調整ともに類似する土器である。口唇上に幅� 1mm 

程の沈線がまわる。南壁近くの床面上からの出土で、 遺存度は� 1/2程である。� 

3は器高� 4.8cm、推定口径� 16.0cmo 1・2に比べ、大型で深身であ る。内面及び口縁部は赤彩が施さ

れる。胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、

外面はへラ削り後、 へラ磨き調整が施される。住居中央付近の床面上からの出土で、遺存度は� 1/2程

である。� 

4は現器高� 4.9cm、推定口径� 15.7cmo 1 ~ 3の土器に比べ、底部と口縁部との境にやや明瞭な稜を有

する。外面底部を除き赤彩が施される。 胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・金雲母・砂粒を含み、� 1 • 

2の土器に類似する。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへラナデが施される。南壁近くの床面上か� 
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らの出土で、遺存度は 1/3程である O 

5は器高4.2cm、口径15.1cm。底部と口縁部と の境にやや不明瞭である が段を有する須恵器杯蓋の模

倣杯である。全面黒色処理が施され、胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子 ・砂粒を含む。内面及び口縁部

外面は横ナデ、以トー外出はへラ削り後へラ磨き調整が施される O 南壁近くの床面上からの出土で、遺存

度は 4/5程であ る。 

6は器高3.7cm、口径13.4cm。底部と口縁部との境に稜を有し、 口縁部が内湾する偏平な土器である。

胎土には黄褐色粒子 ・金雲母・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面はへラ

削り後へラ磨き調整が施される O 住居中央か らやや東壁に寄った床面上からの出土で、完形品である。

土師器壷形土器(7)

小型の短頚壷であろうか。器高12.3cm、口径11.8cm。体部中位に最大径をもち、口縁部は直立する。

口縁部から体部中位にかけての内外面は赤彩が施される。胎土には茶褐色粒子・ 砂粒を含む。口縁部内

外面は横ナデ、以 下内面はへラナデ、外由はへラ削り後へラ磨き調整が施される。南壁近くの床面上か

らの出土で、遺存度は 4/5強である。

土師器聾形土器 (8 ~1 1) 

8は器高14.0cm、口径17.0cm、底径8.4cm。口縁部が大きく外反する小型の球胴輩である。色調は黒檀

色を基調とし、胎土には茶褐色粒子・砂粒・ 小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、

外面はへラ削りが施される O 覆土中からの出土で、遺存度は 1/3程であ る O 

9は器高24.3cm、口径19.3cm、底径7.9cm。胴部中位に膨らみをも ち、 口頭部は「コ」 宇状を呈する。

色調は黒褐色を基調とし、胎土には茶褐色粒子・ 黄褐色粒子 ・砂粒・ 小石を含む。口縁部内外面は横ナ

デ、以下内面はへラナデが施される。外出は胴部上半から下半にかけてが縦方向のへラナデ、 底部付近

は横方向にへラ削りが施されるが、その後、 全体に組いへラ磨き調整が施される。住居中央からやや西

壁に寄った床面上からの出土で、造存度は 2/3強である。 

10は器高32.1cm、口径20.2cm、底径7.0cm。口縁部は外反 し、胴部には長胴傾向がみられる O 色調は暗

茶褐色を基調とし、胎土には金主母・砂粒を含む。日縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面

はへラ削りが施されるが、胴部上半にはその後ハケ目調整が施される。 カマド前面の床面上からの出土

で、ほぼ完形品である。 

11は器高31.9cm、推定口径17.6c皿、底径6.6cmo 10の土器に比べ、胴部は卵形状に膨らみを もっ。色調

は暗黄褐色を基調とし、胎土には砂粒・小石を含む。日縁部内外面は横ナデ、 以下内外面はへラナデが

施されるが、外出胴部下半にはへラ削り痕が残る O 貯蔵穴内か らの出土で、遺存度は 1/2強である。

土師器甑形土器 (12・13) 

12は現器高21.5cm、口径24.1cmo 口縁部は複合口縁を呈し、器形は全体に口縁部から底部にかけて直

線的にすぼまる。口縁複合部は指頭押捺の成形痕が残る。色調は暗檀色を基調とし、胎士には砂粒を含

む。内面はへラナデ後粗いへラ磨き調整、 外面は口縁部が横ナデ、以下へラナデが施される。 貯蔵穴内

からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて、 1/2程遺存する。 

13は現器高14.2cm、推定口径22. o5cm 1の土器に比べ、口縁部は外反し、口縁複合部の指頭押捺痕は

不明瞭である。色調は暗樟色を基調とし、胎土には白色粒子・ 砂粒 ・小石を含む。口縁部内外面は横ナ

デ、以トー内外出へラナデが施される。覆土内か らの出土で、口縁部から胴部中位にかけて、 1/2程遣

存する。 
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土製品� (14)

支脚である。全長14.7cm、最大幅7.6cm。全体に柱状の円筒形を呈しているが、基部は裾状に広がっ

ている。 遺存状態が悪く、表面には亀裂や剥離が著しいが、指頭押捺痕が部分的に観察できる。カマド

燃焼部から設置された状態で出土したもので、遺存度は� 4/5程である。� 

16号住居跡� (第24・25図)


〔住居構造J15号住居跡を切る。(平面形)長方形。(規模)� 6.40 x 5.88mo (壁高) 40~51cm を測り、


壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝〉カマド部分を除いて全周する。上幅18~28cm ・下幅 5 ~10cm ・深


さ8 ~24cmを測る 。 (床面〉南東壁からカマ ド前面にかけてよく硬化 している。(カマド)北西壁のほぼ

中央に位置する。主軸方位はN-370 -W、長さ� 122cm・幅110cm・壁への掘り込み� 7cmを測る� 袖部はO

ロームを馬蹄形状に残し、その上に灰褐色粘土を被覆 して構築している。天井部も粘土で構築されてい

たものと考えられる。煙道は700程の勾配で立ち上がっている。(柱穴〉主柱穴と思われるものは� 4本で、

南と東コーナーの ものは重複している。また南東壁中央付近の深さ21cmのものは、入口ピットと考えら

れる。(貯蔵穴)カマ ド右側の北コーナーに位置 し、平面形は隅丸長方形を呈する。規模は57x82cm・

深さ56cmを泊トる。(覆土)上層はロームブロックを多 く含む黒褐色土、下層はローム粒子を多く、焼土

粒子・炭化物粒子を含む明茶褐色土を基調とする。壁際から焼土が多く検出された。� 

[造物]カマド周辺及び南東壁近くの床面上から土師器杯・鉢が出土した。その他、覆土中から鉄津

(スラッグ〉 が出土した。� 

[時期]古墳時代後期� (7世紀前葉)。

[所見]床面上よ り焼土粒子と炭化材が検出され、上層にローム粒子とロームブロックが多いことから、

焼失後に埋め戻された可能性があ る。� 

16号住居跡出土遺物(第26図、図版11-4) 

土師器杯・境形土器(1 ~ 6) 


lは器高4.1cm、推定口径15.8cm。底部と口縁部との境に段を有する大型の有段杯である� 全面黒色O

処理が施され、胎土には黄褐色粒子・茶褐色粒子・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外

面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。内面には放射状の暗文が施文される。カマド右横の床面上か

らの出土で、 遺存度は� 2/3程である。� 

2は器高4.5cm、推定口径15.5cmo 1の土器よりやや深身である。口唇部内面には幅� 1mrn程の沈線が

まわる。色調は暗樟色を基調とし、胎土には黄褐色粒子・金雲母・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は

横ナデ、以下外面はへラ ナデが施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、遺存度は� 2/3程である O 

3は器高3.6cm、推定口径13.3cm。体部は丸味を もち、口縁部は� iSJ字状を呈する。底部を除く内

面及び、口縁部外面には赤彩が施される。胎土には白色粒子・茶褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は

横ナデ、以下内外面へラ ナデが施されるが、外面底部は最終的にへラ削りが施される。カマド右横の床

面上か らの出土で、 遺存度は� 1/2強であ る。� 

4は器高4.3cm、推定口径14.6cmo 3の土器よりやや大型のもので、胎土には黄褐色粒子 ・砂粒を含

む。口縁部内外面は横ナデ、 以下内面はへラナデ後粗いへラ磨き調整、外面はへラ削り後へラナデが施

される。南東壁近くの床面上からの出土で、遺存度は� 4/5程である。� 

5は器高3.9cm、口径13.
7cm。底部と口縁部との境に稜を有する偏平な土器である。色調は暗茶褐色� 
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を基調とし、胎土には黄褐色粒子 ・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は

へラ削り後へラナデが施される。南東壁の壁溝上層からの出土で、遺存度は� 4/5強である。� 

6は器高3.3cm、推定口径13.4cm。口縁部は内湾し、底部は平底気味を呈する。色調は暗茶褐色~黒

色を呈する ことから、黒色土器の可能性がある。胎士には黄褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横

ナデ、以下内面はへラナデ、 外面は底部を中心にへラ削り後へラ磨き調整が施される。南東壁の壁溝上

層からの出土で、 遺存度は� 2/3程である。

土師器鉢形土器� (7)

器高9.4cm、推定口径20.0cm、底径8.0cm。体部上半に膨らみをもち、口頭部は 「コ」字状を呈し、口

唇上には幅� 1mm程の沈線がまわる。概して比企型杯の胎土・調整に共通する土器である。内面及び口縁� 

/ 

主主明 亡ヨ 灰 褐色粘土 範 囲

1層粘土粒子を多く、焼土粒子を僅かに含む暗灰褐色土。� 
2層焼土ブロ ック を多く含む暗茶褐色土。� 
3層焼土粒子 ・ローム粒子を含む黒褐色土。
4層焼土粒子を僅かに含む黒色土。� 

1m 
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部から体部中位にかけては赤彩が施される。胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子 ・砂粒・小石を含む。内

面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへ ラ磨き調整が施される。住居西コーナーの床面上からの出土

で、遺存度は 1/2程である。

鉄津(図版 11-4) 

覆土中からの出土であるが、混入物である可能性がある。総量は 14.2g 。 

17号住居跡(第27・28図)

〔住居構造J16・19号住居跡に切られる O 北コーナ一付近と西コーナーの一部しか確認できなか った。

(平面形)長方形か。(規模)不明 X7.84mo (壁高) 50cm前後を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁

溝)確認できた範囲ではカマド部分を除いて全周する。 上幅16~21 cm ・ 下幅 6 ~ 8 cm・深さ 6 ~10cmを

測る。(床面)全体的に硬化している。 (カマド)東壁に位置する。主軸方位は N-820 
- E、長さ不明・

幅120cm・壁への掘り込み 18cmを測る。袖部はロームを馬蹄形状に残して構築している。 煙道は 700程の

勾配で途中段をも ち、その後はほぼ垂直に立ち上がっている。 掛け口には聾 (9)が設置された状態で

出土し、その下部から支脚が検出された。(柱穴)主柱穴は 4本確認された。 3本は 19号住居跡の貼床

下より検出され、深さは本住居の床面か ら90~ 108cmを測る。(貯蔵穴)カマドの右側に位置 し、平面形

は隅丸長方形を呈する。規模は80X 92cm・深さ 91cmを測る。 (覆土)ロ ーム粒子を多く含む黒褐色土を

基調とする O 覆土中にローム粒子を多く 含むことから埋め戻された可能性がある。

[遺物]土師器杯・高坊・聾・甑が出土した。 

)。世紀前葉 (6時期]古墳時代後期[

17号住居跡出土遺物(第29図)

土師器杯・境形土器(1 ~ 5) 


1は器高4.7cm、口径12.9cm。体部は丸く、口縁部が短く外反するいわゆ る初現段階の比企型杯であ

る。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎土には茶褐色粒子 ・砂粒 ・小石を含む。内面及び口縁部

外面は横ナデ、以トー外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。 カマド左横の床面上からの出土で、遺

存度は 4/5程である。 

2は器高6.7cm、推定口径 13.4cmo 深身のものである。色調は暗黄褐色を基調1に比べ、やや大型で、

とし、胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ ラナデ、 外面はへラ削

り後へラ磨き調整が施される。カマド左横の床面上からの出土で、遺存度は 2/3程である。 

3は器高4.8cm、口径11.9cm。底部から口縁部にかけて内湾する。底部外面を除き赤彩が施される。

胎土には黄褐色粒子 ・金雲母・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ

削りが施される。住居北東コーナーの床面上からの出土で、遺存度は 4/5程であ る。 

4は器高4.6cm、口径12.7cm。底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯蓋模倣の土器である。口縁

部は直立気味に聞く。口縁部外面及び内面は底部を除き赤彩が施される。 胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色

粒子・砂粒を含む。内面及び口縁部外由は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。貯蔵穴内からの出

土で、遺存度は 2/3程である。 

5は現器高4.7cm、口径17.4cm。底部と口縁部との境に段を有し、口縁部が大きく外傾する大型の須

恵器杯蓋模倣の土器である。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・

黒色粒子・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ磨き調整が施される。カマド左 
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横の床面上からの出土で、遺存度は� 1/3程である。

土師器高杯形土器� ( 6 ) 


現器高� 4.4cm、推定底径� 9.4cm。脚台部のみの破片で、裾部は大きく開く。 外面は赤彩が施さ れ、胎士


には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒を含む。内外面はへラ ナデが施される。覆土中か らの出土で、脚台


部を� 1/4程遺存する。


土師器聾形土器� c7 ~ 9) 


7は現器高� 13. cm。胴部中位に最大径をもち、口縁部が外反する小型の球胴
8cm、口径� 17.0cm、底径8.4


聾と思われるが、外面及び口頭部内面に赤彩が施される特異な土器である。胎土には黄褐色粒子・砂粒


を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。覆


土中からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて� 1/3程遺存する。
 

8は器高32.4cm、口径18.9cm、底径� 7.0cm。胴部中位に膨らみを もち、口縁部は外反する。色調は暗茶

褐色を基調とし、 胎土には黄褐色粒子 ・砂粒・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナ

デ、外面はへラ削り後全体に幅� 3mm程の粗いへラ磨き調整が施される。カマドの掛け口から設置された

状態で出土し、遺存度は� 4/5強である。� 

9は器高27.2cm、口径� 18.2cm、底径� 7.9cm。コの字口縁を呈する球胴聾である。色調は淡茶褐色を基調

とし、胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子 ・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへラナデ

が施される。貯蔵穴内とカマド右横の床面上から出土したものが接合し、 遺存度は� 1/2程である。

土師器甑形土器� (10)


器高28.2cm、口径� 24.0cm、底径8.3cm。底部は筒抜け式。口縁部は外傾し、胴部から底部にかけてはや

や膨らみを もつが、全体的にすぼまる器形である。色調は淡茶褐色を基調とし、胎土には黄褐色粒子・

茶褐色粒子 ・金雲母 ・砂粒 ・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ削り後横方向にへラ

磨き調整が施さ れる。貯蔵穴内からの出土で、完形品である。� 
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土製品� (1 1)


支脚である。全長15.3cm、最大幅� 11.2cm。遺存状態が悪く 、表面には剥離が著 しいが、指頭押捺痕が


全由.に観察できる。カマド燃焼部から設置された状態で出土したもので、ほぼ完形品である。
 

18号住居跡(第30図)

〔住居構造J1号住居跡を切る。� (平面形)正方形。� (規模) 4.20X4.10m o (壁高) 27-44cmを測り、

壁はほぼ垂直に立ち上がる� o (壁溝)カ マド部分を除いて全周する。上幅� 14-24cm・下幅� 5-9 cm・深

さ10-21cmを測る。(床面)人口 ピット付近か らカマド前面にかけてよく 硬化している。(カマド〉北西

壁のほぼ中央に位置する� 主軸方位は� N-270 -W、長さ� 100cm・幅90cmをiJ{Ijり、壁への掘り込みはほとO

んどない。北側は後世のピットにより壊されているため、煙道については不明である。袖部はロームを

馬蹄形状に残し、 その上に粘土を被覆して構築 している。 燃焼部は良く 焼けていたが、掘り込みは確認

されなかった。(柱穴)深さ 57-96cmの主柱穴� 4本と、深さ51cmの入口 ピットが確認された。(貯蔵穴)

カマド右側の北コ ーナーに位置し、 平面形は隅丸長方形を呈する。規模は� 58X 88cm・深さ� 41cmを測る。

南側に高さ� 5cmの 「く」字状の円堤が巡っている。北コーナーとの聞から、完形の聾や甑が出土した。

(覆土) 6層に分層され、レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]土師器域・聾・甑が出土した。

)。世紀前葉� (6[時期]古墳時代後期

[所見]床面上か ら炭化材が多く 出土したことから、焼失住居と考えられる。
 

18号住居跡出土遺物(第31図)


土師器杯・境形土器(1・2) 


lは器高7.8cm、口径� 16.4cm、底径7.0cm。大型の椀で、平底の底部から立ち上がり 、体部は丸味をも

ち、口縁部は外反する� O 赤彩はやや不明瞭であるが、 内外面に施されるものと思われる。胎士には砂粒・

小七を多く 含む。口縁部内外出は横ナデ、以下内面はへラナデ、 外面はへラ削り後棒状工具のようなも

ので磨き的な調整が施される。カマド左横の床面上からの出土で、遺存度は� 2/3程である。� 

2は現器高4.2cm、推定口径13.8cm。器形は口縁部か ら底部にかけて半球状を呈する。赤彩は内外面

に施される。胎土には黄褐色粒子・砂粒・小七を含む。 口縁部外面は横ナデ、 以下内面はへラナデ¥外

由.はへラ削りが施される。床面上からの出土で、口縁部から体部下半にかけて� 1/3程遣存する。

土師器聾形土器(3~ 6) 


3は現器高5.3cm、推定口径20.4cm。外反する口縁部の破片である。色調は黒斑によ り全体に黒褐色

を呈するが、内外面赤彩の可能性がある。胎土には黄褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、

以ドはへラ削りが施される。住居跡中央の床面上からの出土で、口縁部を� 1/3程遺存する。� 

4は器高25.6cm、口径18.9cm、底径� 5.5cm。胴部中位に最大径をもち、 口縁部はやや直立気味に外反す

る。色調は暗赤褐色を基調とし、 胎土には黄褐色粒子 ・砂粒・ 小石を多く含む。 口縁部内外面は横ナデ、

以ド内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラ ナデが施される。貯蔵穴右の住居コーナーの床面上からの

出土で、遺存度は� 4/5強である。� 

5は器高31.1cm、口径19.6cm、底径7.0cm。胴部上半に最大径を もち、口頭部は「コ」の字状を呈する。

色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には黄褐色粒子・ 砂粒 ・小石を多 く含む。口縁部内外面は横ナデ、以

下内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラナデが施され、その後胴部 ド半を中心に粗いへラ磨き調整が� 
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施される。 貯蔵穴右の床面上から倒置状態で出土した。完形品である。� 

6は器高40.2cm、口径� 31.3cm、底径9.0cm。超大型の聾で、胴部中位に最大径をもち、口縁部は外反す

る。色調は黒褐色を基調とし、胎士には黄褐色粒子・暗茶褐色粒子 ・砂粒・小石を多く含む。口縁部内

外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。貯蔵穴右の床面上か

らの出土で遺存度は� 4/5程であ る。

土師器甑形土器� (7)


器高24.
8cm、口径� 24.3cm、底径� 9.7cm。底部は筒抜け式。口縁部は複合口縁を呈し、胴部から底部にか

けては全体的にゆるやかにすぼま る器形である。色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には黄褐色粒子・砂

粒 ・小石を含む。口縁部内外由は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面は縦方向にへ ラナデが施される。

なお、この土器にみられるへラナデは、痕跡として細かい筋が観察され、一見ハケ目調整であるが、工

具としては、へラの先端が平坦なものではな く、ささく れ状を呈しているものであろう。貯蔵穴上層か

ら倒置状態で出土でした。完形品である。� 

19号住居跡(第32図)

〔住居構造J4・17号住居跡、� 4号炉穴、� 23号土坑を切る。(半面形)正方形。(規模) 10.21 x 10.07m。
 

(壁高) 46~68cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝)カマ ド部分を除いて全周する。上幅20~
 

30cm・下幅� 6 ~12 cm ・深さ 11~20cmを測 る 。 (床面〉全体に軟弱であるが、カマドと貯蔵穴の前面には


硬化した部分が認められた。 (カマド)北西壁のほぼ中央に位置し、 長軸方位は� N-400 -Wと思われる


が、袖部と思われるロ ームが僅かに残るのみで、ほとんどは撹乱により壊されているため詳細は不明で


ある 。 (柱穴)主柱穴は 8 本で、 深さは70~118cmを測る。南壁の中央付近にある深さ 20cmのものが入口

ピットと思われる。(貯蔵穴)カマドの右側に位置し、平面形は隅丸長方形を呈する。規模は� 140 x128 


cm・深さ� 87cmを測る。 周囲に� 10cm程の高さで段が作られている。覆土はローム粒子・焼土粒子を多く含


む暗茶褐色土を基調とする。東側の上から中程にかけて、杯と護が多数出土している。(覆土) 11に分


層され、レンズ状の堆積状態を示す。
 

[遺物]カマド及び貯蔵穴周辺から、土師器杯・ 高杯・聾・甑が出土した。その他、覆土中から鉄製品・

鉄津(スラ ッグ)が出土した。

[時期]古墳時代後期c7世紀前葉)。� 

19号住居跡出土遺物(第33・34図、図版14-3) 

土師器掠・椀形土器(� 1 ~14) 


杯 ・域形土器は、バラエティ ーが豊富で、赤色系土器(1� ~ 6)、黒色系土器� (8 ~13)、無彩系土器

c7・ 14)に大きく分類できる。その内、赤色系土器は� 1 ~ 5が比企型杯、� 6が有稜杯に、黒色系土器

は8・9が有段杯、� 10・11が有稜杯、� 12・13が境に、無彩系土器は� 7が有稜杯、� 14が境にそれぞれ細分

が司能である。� 

1は現器高� 3.5cm、推定口径� 11.5cm。口縁部と底部との境には稜をもち、口唇部内面には幅1.� 5mmの沈

線がまわる。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。 胎士には砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナ

デ、以下外面はへラ削りが施される。覆土中からの出土で、遺存度は� 1/5程であるO 

2は現器高� 3.7cm、推定口径12.9cm。口縁部と底部との墳には鋭い稜をもち、口唇部内面には幅1.� 5mm

の沈線がまわる。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎士には砂粒を含む。内面及び口縁部外由は� 
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横ナデ、以下外面はへラ削りが施される O 覆土中か らの出土で、追存度は 1/5程であ る。 

3は現器高3.5cm、推定口径13.5cm。口縁部と底部との境には稜をもち、口唇部は外反す る。口唇部

の沈線は幅 2mmとやや広く不明瞭である O 内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎士には砂粒 ・小石

を含む。日縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ ラナデ、外出はへラ削りが施される。 覆土中からの出土

で、遺存度は 1/4程である。 

4は現器高3.0cm、推定 H径14.5cm。偏平なもので、口縁部から底部にかけて大き く S字状を呈する。

口唇部内面には沈線はな L、。内面及び日縁部外面は赤彩が施さ れる。胎土の色調は暗赤褐色を呈し、胎

土には茶褐色粒子・砂粒・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ ラナデ、外面はへラ削り

が施される O 覆土中からの出土で、遺存度は 1/3程であ る O 

5は器高3.8cm、 H径13.8cmo 器形と しては、 3，こ類似する。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。

胎土の色調は暗黄褐色を呈し、胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒 ・小石を多 く含む。口縁部内外

面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り が施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、ほ

ぼ完形品である O 

6は現器高3.8cm、推定口径12.4cm。日縁部と底部との境には稜をもち、口縁部は僅かに外反する。

内面及び口縁部外出は赤彩が施さ れる O 胎土には砂粒を多く含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下、

外由'はへラ削りが施される O 覆土中からの出土で、 遺存度は 1/4程である O 

7は器高4.3cm、口径12.7cmo 日縁部と底部との境には稜を もち、口縁部は外傾する。色調は暗褐色

を呈し、胎土には金雲母・砂粒・小石を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、 以下、内面はへラナデ、外

面はへラ削りが施される O 特に、 外面の底部と 口縁部との聞にはへラ削り が施されない未調整部分が存

在し、そこには成形時に付いたと考えられる指紋が観察できる。 貯蔵穴右横の床面上からの出土で、完

形品である O 

8は器高3.9cm、口径12.6cm。口縁部と底部と の境には明瞭な段をもち、 口縁部は短 く直立する。全

面黒彩が施される O 胎土には白色粒子・砂粒を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下、 内面はへラナデ、

外面はへラ削りが施される。貯蔵穴内からの出土で、ほぼ完形品である。 

9は器高4.3cm、 H径13.2cm。日縁部と底部との境には段をもち、口縁部は直立す る。全面黒彩が施

される O 胎土には白色粒子・砂粒を多く金雲母を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下、 内面はへラナデ、

外面はへラ削り後へラナデが施される O 住居西コーナー柱穴の覆土上層からの出土で、ほぼ完形品であ

るO 

10は器高5.1cm、口径14.4cm。口縁部と底部と の境には段を もち、口縁部は大きく外反する。全面黒

彩が施される O 胎土には白色粒子・砂粒を多く、 金雲母を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下、内面は

へラナデ、外面はへラ削りが施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、完形品である。 

11は器高5.4cm、口径 14.7cmo 日縁部と底部との境には稜をもち、口縁部は大きく外反する。全体に

器厚が分厚く重量感のある上器である。全面黒彩が施される。胎土には砂粒を多く 、金雲母を含む。口

縁部内外面は横ナデ、以下、内面はへラナデ、外面はヘラ削り が施される。 7の土器同様、 外面の底部

と口縁部との聞にはへラ削りが施されない未調整部分が存在し、 そこには成形時に付いたと考えられる

指紋が観察できる。住居北コーナー柱穴近くの床面上からの出士で、完形品であ る。 

12は器高5.7cm、口径 15.8cmo 11の土器よりも大型のもので、口縁部は僅かに外反す るが、全体に椀

状を呈する O 全面黒彩が施さ れる。胎土には黄褐色粒子 ・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、 
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第34図 19号住居跡出土遺物� 20/4・1/3)

以下、外面はへラ削り後組いへラ磨き調整が施される。住居中央からやや北側に寄った床面上からの出

土で、遺存度は� 4/5程である。

13は器高� 5.7cm、口径� 155cm 12の土器同様に大型のもので、口縁部から底部にかけて半球状を呈す. o 

る。全面黒彩が施され、内面には暗文が付される。暗文は放射状もの(底部を中心〉を先に施し、その

後で� iWJ字状に連続したもの(口縁部近く)を付加した構成をとる。 胎土には砂粒を含む。口縁部内

外面は横ナデ、以下、内面はへラナデ後暗文、外面はへラ削りが施される。 貯蔵穴右横の床面上からの� 

出土で、 遺存度は� 1/2程である。� 

14は器高8.6cm、口径� 12.4cm。口縁部が「く」字状を呈し、深身の土器である。内面底部には底部基

盤である円盤が接合痕として観察できる。 色調は暗樫色を呈し、胎土には砂粒を多く、金雲母を僅かに

含む。 日縁部内外面は横ナデ、以下、内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。� 7・11の土器同様、

外面の底部と� U縁部と の聞にはへラ削りが施されない未調整部分が存在し、そこには成形時に付いたと

考えられる指紋が観察できる。貯蔵穴内からの出土で、完形品である。� 
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土師器高椋形土器 (15)

現器高6.1cm。裾部を欠く脚台部のみ残存 し、 脚柱部は短めで、全体に 「ハ」宇状を呈する。脚台部

外面及び杯部内面は赤彩が施される。胎土には白色粒子・金雲母・砂粒を含む。脚台部内面はへラ削り、

外面は縦方向のへラ削り後へラナデが施される O 住居北コーナー柱穴近くの床面上からの出土である。

須恵器掠形土器 (16~18)

すべて覆土上層からの出土である。 

16は器高 5.0cm、推定口径15.0cm、底径6.0cm。ロ クロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は暗茶褐色~淡灰褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。遺存度は 1/2程である。東金子窯製品。 

17は器高3.8cm、推定口径13.3cm、底径5.7cm。ロク ロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。遺存度は 1/3程である。 東金子窯製品。 

18は現器高4.1cm、底径8.0cm。ロクロ回転は右回転で、底部は回転糸切り後周辺へラ削り調整が施さ

れる。色調は淡茶褐色を呈し、胎土には砂粒・ 小石を含む。体部中位から底部にかけて 1/2弱遺存す

る。 東金子窯製品。

緑軸陶器 (19)

覆土上層からの出土である。現器高 2.0cm、推定底径7.5cm。胎土の色調は白色を呈し、胎土には黒色

微粒子 ・砂粒を僅かに含む。内外面には薄緑色の緑粕が施され、器面には幅 3mm程の磨き調整痕が観察

される。 器種は底部に高台がないこ とから、小瓶である可能性がある。猿投産。

土師器聾形土器 (20~23) 

20は現器高32.4cm、口径 21.5cm。胴部上半に最大径をもち、口縁部が外反する長胴護である。胴部か

ら口縁部への移行は明瞭な段差をもっ。色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く、白色粒子・

黒色粒子 ・金雲母を含む。口縁部内外面は横ナデ、以卜内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラナデ

(スリッフ。か)が施される。また、部分的であるが、外面には光沢を もっ細長く磨き的な調整が施され

ている。貯蔵穴内からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 4/5程遺存する。 

21は器高 33.0cm、口径 21.2cm、底径7.2cm。胴部上半に最大径をもち、口縁部が外反する長胴査で、胴

部から口縁部への移行はスムー ズである。底部には木葉痕が観察される。色調は暗茶褐色を基調とし、

胎土には砂粒を多く、白色粒子・ 金雲母・小石を僅かに含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ

ナデ、外面はへラ削り後へラナデ(スリップか)が施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、遺存

度は 4/5強である。 

色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く、金雲母を僅かに皿。7.1c、底径5cm10.は現器高 22

含む。 胴部内面はへラデ、外面はへラ削りが施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、胴部下半か

ら底部にかけて 2/3程遺存する。 

23は現器高 30.3cm、口径 24.0cm。胴部上半に最大径をもち、口縁部が外反する長胴聾である。胴部か

ら口縁部への移行は明瞭な段差をもっ。色調は口縁部から胴部上半にかけて暗樫色、以卜黒色を呈し、

胎士には砂粒を多く、金雲母を僅かに含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はてい

ねいにへラ ナデ(スリッフ。か)が施され、 へラ削り痕が消されている。貯蔵穴内からの出土で、口縁部

から胴部下半にかけて 4/5程遺存する。

土師器甑形土器 (24)

器高31.6cm、口径 29.2cm、推定底径10.0cm。底部は筒抜け式。大きく外反する口縁部に最大径をもち、 

-60-



胴部から底部にかけては、途中胴部下半で僅かに膨らみをもつが、ゆるやかにすぼま る。 口縁部直下に

は粘土輪積み痕が観察される。色調は淡茶褐色を基調と し、胎土には砂粒を多く、白色粒子 ・金雲母 ・

小石を僅かに含む。日縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ後縦方向の細長い磨き調整、外面はへ

ラ削り後へラナデ(スリップか〉が施される。貯蔵穴右横の床面上からの出土で、遺存度は� 3/4程で

ある。

須恵器聾形土器� (25・26)


いずれも覆土中からの出土で、口縁部小破片であ る。� 25は色調が濃灰褐色を呈し、胎土には白色粒子・


砂粒を僅かに含む。� 26は色調が暗灰褐色を呈 し、胎土には白色粒子を含む。


鉄製品 (27~3 1) 

27・28は鉄鉱の茎部破片と思われる。� 27は現全長10. 28は現全長3.3cm、8cm、最大幅0.9cm、重さ� 5.6g 0 

最大幅0.7cm、重さ1.� 9g。� 

29・30は鉄釘である。� 29は全長� 6.6cm、最大幅0.7cm、重さ5.6g。断面形は長方形。� 30は現全長4.3cm、

最大幅� 0.8cm、重さ� 3.8g。断面形は正方形。� 

31は不明品である。 全長1. 7cm、最大幅0.8cm、厚さ� 0.2cm、重さ� 5.6g。

鉄津(図版14-3) 

覆土中からの出土であるが、混入物である可能性があ る。総量� 1，164 g 

20号住居跡(第35図)

〔住居構造〕撹乱によりかなりの部分が壊されているこ とと、北側が調査区域外であるため詳細は不明

である。(壁高)確認できたところで、 25~30cmを測 る 。 (壁溝)検出されなか っ た。 (床面〉残存して

いる床面に硬化した部分が認められた。(柱穴)� 3本の柱穴が検出されたが、本住居に伴うかは不明で

ある。� 

[遺物]土師器杯・蓋・甑が出土した。� 

[時期]古墳時代後期� (6世紀前葉)。� 

20号住居跡出土遺物(第35図)

土師器杯・椀形土器(1 ~ 4) 


1は現器高3.7cm、推定口径� 11.0cm。全体的には半球状を呈する器形であるが、口縁部は内湾す る。

赤彩は内外面に施される。胎土には黄褐色粒子・明檀色粒子・砂粒・小石を含む。内面及び口縁部外面

は横ナデ、以下外面は粗いへラ磨き調整が施される。柱穴内からの出土で、口縁部から体部下半にかけ

て� 1/4程遺存する。� 

2は現器高� 7.0cm、推定口径13.0cm。体部は丸味をもち、口縁部は外傾する。赤彩は内外面に施され

る。胎土には黄褐色粒子 ・砂粒・小石を含む。口縁部外面は横ナデ、 以下内面はへラ磨き調整、外面は

へラ削りが施される。柱穴近くの床面上からの出土で、口縁部から体部下半にかけて� 1/4程遺存する。� 

3は現器高7.9cm、推定口径15.8cmo 2の土器の器形に類似するが、やや大型である。 赤彩は内外面

に施される。胎土には砂粒・小石を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以ド内外面へラナデが施される。

柱穴内からの出土で、 口縁部から体部� F半にかけて� 1/3程遠存する。� 

4は現器高5.5cm、推定口径� 17.1cm。大型の有稜杯である。 赤彩は外面底部を除く全面にが施さ れる。

胎士には砂粒・小石を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへラナデ後粗いへラ磨き調整が施さ� 
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第35図� 20号住居跡・出土遺物� 0/60・1/4)

れる。柱穴内からの出土で、 口縁部か ら体部下半にかけて� 1/5程遺存する。

土師器聾形土器(5 ) 


口縁部から胴部中位にかけての破片である。現器高� 10.8cm。最大径を胴部中位にもち、口縁部は 「く」

字状を呈する。 色調は暗茶褐色を呈し、胎土には黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒・小石を含む。口縁部

内外面は横ナデ、以下内面はハケ目調整、外面は頚部がハケ 目調整、 胴部は横方向にへラ削りが施され

る。柱穴近くの床面上からの出土である。

土師器甑形土器� ( 6 ) 


器高22.5cm、口径 (短径� 21.0cm、長径� 227cm)、底径(短径� 7.0cm、長径� 8.0cm)。底部は筒抜け式。口縁.

部は複合口縁を呈し、胴部から底部にかけてはやや膨らみをもっ。 色調は暗茶褐色を基調とし、胎土に

は黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・砂粒・小石を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ後粗いへ

ラ磨き調整、外面は縦方向にへラナデが施される。柱穴近くの床面上からの出土で、完形品である。� 

21号住居跡 (第 36図)

〔住居構造〕 北側は調査区域外であり、さらに撹乱により床面などが大きく壊されているため詳細は不
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第36図� 21号住居跡� 0/60)

明である。(平面形)方形か。(規模)不明� x7.08cmo (壁高)残りの良いところで27-47cmを測 り、壁

はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できた部分では全周する。上幅14-20cm・下幅� 4-10cm・深さ� 

6 -13cmを測る。� (床面)残存していた所によく 硬化した面が確認された。(柱穴)主柱穴� 2本が検出さ

れ、深さは123cmと125cmを測る。(覆土)上層はローム粒子を僅かに含む黒褐色土、下層ロームブロッ

クを含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]土器小破片が出土したが、 実測できるものはなかった。� 

[時期]古墳時代後期。

第� 4節 平安時代� 

11号住居跡(第� 3図)

〔住居構造J10号住居跡を切る� カマドと思われる燃焼部が確認されたため、一応住居跡と して取り扱っO

たが、 詳細は不明である。� 

[遺物]出土しなかった。� 
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[時期]平安時代の可能性があ る。 

12号住居跡 (第 3図)

〔住居構造 J14・15号土坑に切られ、大部分が調査区域外にあると思われるため、詳細は不明である。

(壁高)確認出来た部分で 32cmを泊卜る。(覆土)上層はロ ーム粒子を多く含む暗茶褐色士、下層はロー

ム粒子を含む黒褐色土を基調とする。

[造物]覆土中から杯蓋の釦部分と杯の底部が出土した。

)。世紀後半(9[時期]平安時代 

12号住居跡出土遺物(第 37図〕 

1は須恵器蓋形土器の鉦部分のみの小破片である。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には白色針状物質を

含む。南比企窯製品。 

2は須恵器杯形土器である。現器高 3.1cm、推定底径 5.8cm。色調は暗茶褐色を基調と するが、内面は

黒く煤けている。 胎土は精錬されており、砂粒を僅かに含む。底部から体部にかけて 1/4程遺存する。 

C
E
 

、二上占イ 
10明

第37図 12号住居跡出土遺物 0/4)

第 5節土坑

ここで取り扱う土坑は、明らかに縄文時代に比定される もの以外を対象とする。これらの時期につい

ては、良好な状況で遺物が出土していないため、正確な位置付けは極めて困難であ るが、 5・6・7・ 

17・18・19号士坑から近世の陶器や瓦器が出土している ことや調査区南東隅にまと まりのある分布状況

を示すことから、これらは近世に関連する遺構の可能性がある。しかし、 8号土坑から弥生時代の台付

聾が出土した り、 9号土坑から平安時代の須恵器杯が出土するなど必ずしも該期の遺構ではないものも

含まれる可能性がある ことも十分考慮する必要がある。今後、特に調査区南東隅の土坑の集中する区域

を念頭に置きつつ、面的な広がりの中で総合的な解明が要求されよう。 

5号土坑 (第38図〉


[位置] (C -8、D-8) G 


[構造] 10号住居跡を切り、 6・7号土坑と重複する。(平面形)長方形。(規模) 2.23 x 1.12cmo (長


軸方位) E-Wo (深さ ) 100cmをi!IJる。 覆土) ローム粒.l 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(

子 ・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色土を基調とする。

[遺物]瓦器の小破片が l点出土した。 

[時期]近世。 

-64 




5号土坑出土遺物(図版15-2-1)

瓦器。鍋の破片であろう。色調は内外面黒色、胎土は灰白色を呈する。� 

6号土坑(第38図)

[位置] (D -8) G 

[構造] 10号住居跡を切り、� 5号土坑と重複する。� (平面形)}j形か。(規模)不明� x1.06mo (深さ) 

70crnを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。� (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを多

く含む暗黄褐色士を基調とする。

[造物]瓦器の小破片が 1点出土した。

[時期]近世。 

6号土坑出土遺物(図版15-2-2)

常滑の大聾の底部破片である。 色調は灰褐色を基調とし、胎士には白色粒子 ・小石を含む。� 

7号土坑(第38図)

[位置] (C -8、D-8) G 

[構造] 10号住居跡を切り、� 5号土坑と重複する。� (平面形)円形。� (規模)不明x1.26mo (深さ )38 

crnを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (覆土)ロ ーム粒子 ・ロー ム小ブロックを多く

含む暗黄褐色土を基調とする。

[遺物]磁器の小破片が出土 した。

[時期]近世。 

7号土坑出土遺物(図版15-2 -3) 

肥前系の染付碗で、草花文ある いは唐草文が描かれている。時期は18世紀中頃である。� 

8号土坑(第38図)

[位置] (A -7) G 

[構造]一部撹乱により壊されている。(平面形)長方形。(規模)2.00X 1.30mo (長軸右位)N -440 

Eo (深さ)東側が l段低くなっており� 40crn前後、西側は36crnを測る。� (覆土)上層はローム粒子を僅か

に含む黒色士、下層はローム粒子を多く含む暗黄褐色土を基調とする。

[遺物]台付聾の脚台部が� 1点、出土した。

[時期]弥生時代後期か。� 

8号土坑出土遺物(第40図� 1) 

台付聾の脚台部である。現器高7.4crn、底径9.8crn。色調は内面は赤樫色、外面は暗黄褐色を基調と し、

胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。内外面へラナデが施される。� 

9号土坑(第38図)

[位置] (E-8) G 

[構造] 10号住居跡を切り、� 10・11号土坑と重複する。南側は調査区域外である。(平面形〉隅丸長方

0形。(規模)不明� X 1.20mo (長軸方位)� N-4 -Wo (深さ)50crn前後を測る。坑底は平坦で、壁はほ



ぼ垂直に立ち上がる。 

[遺物]須恵器小破片が 2点出土した。

[時期]出土遺物は平安時代 (9世紀後半から10世紀前半)の所産であ るが、 遺構の時期は近世に比定

される可能性がある。 

9号土坑出土遺物(第40図 2・3) 

2は須恵器杯形土器である。現器高1.4cm、推定底径6.8cm。色調は青灰色を呈し、胎土には白色針状

物質 ・砂粒を含む。底部には回転糸切り痕が残る。南比企窯製品。 

3は高台付きの須恵器椀形土器である。 現器高1.7cm、推定底径6.7cm。色調は明茶褐色を呈 し、胎土

には黒色粒子・砂粒を僅かに含む。 

10号土坑(第38図)

[位置] (D -8、E-8) G 

[構造] 10号住居跡を切り、 9号土坑と重複する。(平面形)長方形。(規模)不明 X 1.06m o (長軸方

位) E-Wo (深さ) 20~24cmを泊同。坑底はほぼ平坦で、 壁は急斜に立ち上がる。

[遺物]検出されなかった。

[時期]近世か。 

11号土坑 (第38図)

[位置](E-8) G 

[構造]10号住居跡を切り、 9号土坑と重複する。(平面形)方形か。(規模)不明 x1.06mo (深さ)確

認面から 45cm前後を測る。坑底は平坦で、壁は比較的緩やかに立ち上がる。[遺物]検出されなかった。

[時期]近世か。 

12号土坑(第38図) 

[位置](D-9) G 

[構造] 13号土坑に切られる。 東側は調査区域外である。 (平面形)長方形。(規模)不明 x1.05m。

(長軸方位) E-Wo (深さ) 68cmを測る。坑底は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。(覆土)上層はロー

ム粒子 ・ロームブロック を含む暗茶褐色士、下層はローム粒子・ロ ームブロックを多く含む暗黄褐色土

を基調とする。 

[遺物]検出されなかっ た。

[時期]近世か。 

13号土坑(第38図)

[位置](D-9、E-9) G 

[構造] 12・14号士坑を切る。東側は調査区域外である。(平面形)長方形。(規模)不明 X 1.12mo

(長軸万位) E-Wo (深さ )75cmを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (覆土)ローム

粒子 ・ローム ブロック を多く 含む暗茶褐色土を基調とする。 

[遺物]検出されなかっ た。 
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[時期]近世か。� 

14号土坑(第38図)� 

[位置]� (E-9) G 

[構造]� 12号住居跡を切り、� 13号土坑に切られ、� 15号士坑と重複する。 東側は調査区域外である。(平

面形〉長方形。 (規模)不明� x 1.08m o (長軸万位) E-Wo (深さ)58cmを測る。坑底は平坦で、壁は

急斜に立ち上がる。(覆土)ローム粒子・ ロームブロックを含む暗褐色土を基調とする。� 

t遺物]出土しなかった。

[時期]近世か。� 

15号土坑(第38図)

[位置] (E -8・9)G 

[構造] 12号住居跡を切り、� 14号土坑と重複する。(平面形〕長方形。(規模)1.68 x119cmo (長軸方位) 

N-800 -Wo (深さ) 40cmを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子 ・

ロームブロッ クを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世か。� 

16号土坑(第39図)

[位置] (C -8・9)G 

[構造] 14号住居跡を切る� o (平面形)長方形。(規模)� 1.70 x 1.15mo (長軸方位) N -100 
- Wo (深

さ)42cmを損� IJる。坑底は平坦で、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ロームブロックを多く含む暗褐

色土を基調とする。

[造物]出土しなかった。


[時期]近世か。
 

17号土坑(第38図)� 

[位置]� (C-8) G 

[構造] 14号住居跡を切る。(平面形)長方形。(規模)不明� x 1.20mo (長軸方位) N -710 
- Eo (深

さ)45crn前後を測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ロームブロックを多く含む

暗褐色土を基調とする。

[造物]素焼土器の小破片が� 1点出土した。� 

[時期]近世。� 

17号土坑出土遺物(図版15-4 -1 ) 

素焼土器の体部小破片である。色調は黄櫨色を呈し、胎土には金雲母・黒色微粒子を僅かに含む。� 

18号土坑(第39図)


[位置] (D-9) G 


~ 68 ~ 



[構造] 14号住居跡を切る o 20号土坑に切られ、� 19号土坑と重複する。さらに東側は調査区域外にある

ため詳細は不明である o (平面形)方形か。(規模)不明。(深さ)44cmを測る� 坑底は平坦で、壁はほO

ぼ垂直に立ち上がる o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック を含む暗黄褐色土を基調とする。

[遺物]陶器の小破片が 2点出土した。

[時期]近世。 

18号土坑出土遺物(図版15-4 -2・3) 

2• 3は鉄粕天目茶碗の小破片で同一個体であろう。胎土の色調は灰褐色を呈する。� 

19号土坑(第39図)


[位置] (D-9) G 
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[構造] 18・20号土坑と重複する。(平面形)長方形。(規模)1.65X 1.20mo (長軸方位) N -800-W。

(深さ) 60cmを測る。 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[遺物]陶器 ・瓦器の小破片が出土した。

[時期]近世。 

19号土坑出土遺物(図版 15-4 -4・5) 


4は18号土坑出土のものと同一個体である。
 

5は瓦器。手倍り形土器の底部小破片であろう。 外面には花菱あるいは剣菱の叩き目痕が残る。
 

20号土坑(第39図)

[位置] (D-9) G 

[構造] 18号土坑を切り、 19号土坑と重複する。東は調査区域外であるため詳細は不明である。(平面

形)方形か。(規模)不明 x1.40m o (深さ) 40cm前後を測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上が

る。(覆土)ローム粒子を含む黒褐色土。 

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世か。 

21号土坑(第 39図) 

[位置] (E-8) G 

[構造]南側は調査区域外である。北側がピット状に深くなっており、そこから遺物の多くが出土して

いる。(平面形〕 隅丸方形。(規模)不明 X87cmo (深さ) 46cmで、ピット状の部分は 86cmを測る。(覆土)

ローム小ブロック を多 く含む暗褐色土を基調とする。

[造物]須恵器の杯 ・壷、灰粕の皿 ・壷の破片が出土した。

[時期]平安時代 (9世紀)。 

21号土坑出土遺物(第40図 4~6 、図版15 - 6 -1 ~ 3) 


須恵器杯形土器(第40図 4)


器高3.7cm、底径 7.0cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る O 色調は淡灰褐色を呈


し、胎土には黒色粒子 ・砂粒を含む。遺存度は 4/5強である。東金子窯製品。

須恵器聾形土器(図版 15-6 -1・2) 

1・2はどち らに も自然軸がかかっていることから、 胴部上半の小破片であろう。 1は色調が暗灰褐

色を呈し、胎士には黒色微粒子・白色粒子を含む。 2は色調が暗灰褐色を呈し、胎士には白色粒子を多

く、黒色粒子を含む。

灰柚間器(第 40図 5・6、図版 15-6 -3) 

5は皿形土器。 現器高2.3cm、口径 15.2cm。胎土には黒色粒子 ・砂粒を含み、色調は灰白色を呈する。

灰軸は内面に施軸されている。口縁部か ら体部下半にかけて、 1/2程遠存する。 

6は長頚瓶。現器高 7.3cm、胴部最大径 9.8cm。色調は暗灰褐色を基調と し、胎土には黒色粒子を含む。

頚部から体部下半にかけて、 1/2強遣存する。

図版15-6 -3は長頚瓶の胴部上半の破片である。胎土の色調は灰白色を呈し、胎土には黒色粒子・

砂粒を僅かに含む。 
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第 6節 遺 構外出土遺物

縄文時代から近世までの遺物が検出さ れている。時期的には縄文時代早 ・前・ 中 ・後期、 弥生時代後

期、中・近世に比定され、第 1 ~10群に分類された(第41~48図、第 4 表)。

第 1群旧石器時代の石器(第47図 1・2、第 4表) 

1はナイフ形石器、 2は削器であ る。

第 2 群縄文時代の石器及び剥片(第47図 3 ~第48図36、第 4 表) 

3~5 は石鉱、 6 は石鉱未製品、 7 は二次加工剥片、 8 ~23は剥片、 24~30 は打製石斧、 31 ・ 32は磨

製石斧、 35は削器、 36は二次加工石器である。


第 3群縄文時代早期後葉の土器(第42図 5 ~ 1 3) 


すべて条痕文系士器であ る 。 5 ~ 9 は口縁部破片で、 6 ・ 9 には口唇上に刻みが付され、 6 ・ 9 は波


状口縁になるもの と思われる。 10~13は胴部破片である。 胎土中に繊維を多く 含むものは 1 ・ 7 ・ 11 ・ 

12で、 6 について は白色針状物質を多く含んでいる。 5~8 、 11~13は地文の条痕文のみが施されてい

るが、 9は文様と して細隆起線により作出された区画内に直線文が充填さ れ、内面には横位の条痕文が

施される。 10は太めの隆起線に矢羽根状の斜線文が充填され、 内面にはやや斜位の条痕文が施される。

第 4群 縄文時代前期前葉から中葉の土器(第42図14~第43図30) 

14は撚糸圧痕文をもっ十手器であ る。特に口縁部直下には渦巻状のものが 2カ所施文され、刺突文も併

行して用いられている。胎土 lこは繊維を含む。補修孔あり。 15は口縁部外面に幅 5 rnrnの粘土を貼り付け、

複合口縁状に作出されている O 外面には無節の羽状縄文が施される。 胎土には繊維を僅かに含む。 

16~18は貝殻が施文具として使用さ れた土器で、 16は口縁部内外面に貝殻腹縁を連続 して刺突 した貝

殻腹縁文をもっ。 17・18は貝殻背庄痕文が施文され、 18は擬縄文風といえよう O いずれも胎土には繊維

を含む。 

19・20は羽状縄文が施文される士器で、 19は隆帯をもっ。 

21・22は撚糸圧痕文が施される土器であ る。撚糸の一単位は 21が 2本、 22が 4本で、それぞれ格子目

状に施文される。 

23 ・ 24 ・ 27~29は無節の縄文により斜状に施文される土器で、 27に は結節文が併用 される。 

25・26は半載竹管による沈線文が施文される土器で、 26は格子日文、 27は鋸歯状文になろう か。 26の

下部には単節斜縄文が施文される。 

30は胴部全体に RLの単節斜縄文が施文される土器である。

以上、大略14~22 は花積下層式土器、 23~30 は関山・ 黒浜式土器に比定さ れよ う 。

第 5群 縄文時代前期後葉から中期前葉の土器 (第43図3 1 ~58) 

31は半哉竹管により曲線化した肋骨文と円形刺突文が施文される土器である。 

32・33は半蔵竹管により連続爪形文が施文される土器であ る。 32は波状口縁に沿って 2列の爪形文が

捕かれ、その下部には単節斜縄文が施される。 33は木葉文 +磨消縄文の土器である。 

34~38は連続爪形文をもっ浮線文土器で、地文には半載竹管によ る縦位あるいは斜位の沈線文が施さ

れる o 38は無文地に粘土貼付文が細い、いわゆる結節浮線文が縦位に施される O 

39~42は半裁竹管により縦走羽状文あるいは鋸歯状文が施文さ れ る土器で、 4 1 には部分的に縦位の連

ウー



続爪形文をもっ貼付文が付される。 42にはボタン状の貼付文が付される O 

43・50は三角印刻文が施文さ れる土器である。 43は口縁部に連続する三角印刻文が施され、 50は上下

交互に三角印刻文を連続させるこ とにより隆帯による波状文を表出する効果をもたせている。 

4 4 ~49 ・ 53は半載竹管による横位の沈線文を主体とする土器である。 44は複合口縁を呈し、 53 は口縁

部に未発達であるが把手状の突起が付される。 49は大きく印刻されている箇所が観察される O 

51・52は半載竹管による沈線文が施文される土器である。 51は曲線的な微隆起帯が付され、 52は三角

印刻文とその下部に集合沈線文が施文される。 

54~56は横位の結節文が施文される土器である。 54 は有段口縁を呈し、 55 は地文に単節斜縄文が施さ

れる。 

57・58は集合沈線が施文さ れる土器である。 57は微隆起帯及び沈線文に区画された内部に半載竹管に

よる集合沈線文が充填される。 58は隆帯の下部に連続した押引文・沈線文を横走させ、その下部に細線

による集合沈線文が施文される。

以上、 31 ~42 ・ 45~48 ・ 51 は諸磯式土器、 43 ・ 4 9 ・ 50は十三菩提式土器、 44 ・ 52~58は五領ヶ台土器

に比定されよう。

第 6群 縄文時代中期中葉から後葉の土器(第41 図 1~3 、第43図59~第44図96) 

l は現器高 29.7cm、口径33.4cm。口縁部直下に隆帯をまわし、全体に LRの単節斜縄文が施文される

土器である。縄文の原体には太縄と細縄のやや異なった縄が使用されているものと思われる。色調は全

体に黒褐色を呈する。古墳時代 15号住居跡の覆土中からまとまって出土し、口縁部から胴部下半にかけ

て 2/3程遺存する。 

2は現器高 12.6cm、推定口径27.6cm。口縁部直下に隆帯をまわし、全体に LRの単節斜縄文が施文さ

れる土器である。 色調は全体に黒褐色を呈する。古墳時代 10号・ 15号住居跡の覆土中から出土し、口縁

部から胴部上半にかけて 1/3程遺存する。 

3は現器高3.9c皿、底径6.2cm。幅広の沈線による懸垂文と地文の LRの単節斜縄文が施文される O 色

調は暗茶褐色を呈する。古墳時代 13号住居跡の覆土中から出土し、底部のみ 2/3程遺存する。 

59・60は隆帯に沿っ て半載竹管による連続爪形文が施文される土器で、 59は口縁部破片で口唇部に刻

み目が付される。 60は幅広の爪形文が施文され、 その下部には沈線文も併用される。胎土には多くの金

雲母が含ま れる。 61は底部外面に幅広の連続する爪形文が施される土器である O 

62・63は沈線による文様が施文される土器で、 62は口縁部に無文帯をもっ。 

64は刻みをもっ降帯で区画された内部を縦位の沈線により充填された土器である。 65は 3段の隆帯の

下部に半載竹管による縦位の沈線文が施文される。 

66~69 ・ 71 ~83は 口縁部破片、 70 ・ 84~93は胴部破片である。 

66・67・71は口縁部文様帯が連続する楕円区画文で構成される土器である。 66・71は区画内に沈線が

充填され、 66の頚部は無文帯をもっ。 67は区画内に RLの単節縄文、 68は区画内に Lの撚糸文が充填さ

れる。 69は隆帯による渦巻文が描かれ、 70は胴部文様帯に Lの撚糸文が施文される。 

72・73は無文地の口縁部文様帯に隆帯による三角文、曲線文が施文される。 

74はRLの単節斜縄文を地文に 2本の沈線により、 inJ形の文様が描かれ、 75は「つ 」形の文様が

描かれている。 76は口縁部直下の降帯から懸垂文が垂下し、地文は RLの単節斜縄文である。 77は口縁

部直下に 2列の円形刺突列文が施文され、その下部に 2段の連弧文が大きく波状に描かれる。 78は口縁 
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部直下に� 2列の円形刺突列文と� 2本の沈線文が施文される。� 77・78の地文は半蔵竹管による縦位の条線

文である。� 

79~81 は口縁部直下に沈線により、 inJ 形の先端が鋭く尖った iMJ 字、 「ハ」 字状の文様が施文さ

れる。� 

82・83・91・92は地文として条線文が施文される土器で、� 82・83は口縁部直下に半哉竹管による縦位

の条線文が地文として施文される。� 91は櫛状工具による縦位の蛇行文である。� 

84~90は胴部に磨消懸垂文をもっ土器で、 84 は 2 本の懸垂文で縦位に区画された内部に RL の単節斜

縄文が施される。� 85はU縁部文様帯と胴部文様帯の境を幅広の沈線で画し、胴部文様帯には磨消懸垂文

が施文され、地文は� RLの単節斜縄文である o 86は胴部に楕円状の区画文が施文され、そ の内部には� 

RLの単節斜縄文が施される。� 87は胴部に磨消懸垂文と� i?J形の沈線文が描かれ、地文には� Lの無節

斜縄文が施される o 89は地文の� LRの単節斜縄文内に列点文が施文される� o 90は微隆起線文による懸垂

文が施文される土器で、地文には� RLの単節斜縄文が施される。� 

93は棒状工具による綾杉文を地文に沈線と隆帯による懸垂文が施文される土器である。� 

94~96は土鎮である。重さは94が16 .4 g、95 gが12.2 g、96が22.2 g。

以上、大略59~65は中期中葉の阿玉台・勝坂式土器、 1 ~ 3 、 66~76 ・ 78~92は後期後葉の加曽利 E

式土器、� 77は後期後葉の連弧文系土器、� 93は後期後葉の曽利式系土器に比定さ れる。

第 7 群縄文時代後期前葉の土器(第45図97~第46図 134) 

97は把手をもっ口縁部破片である。色調は黒褐色を呈する竪撤な土器である。� 98は波状口縁を呈する

口縁部破片で、日縁直下には帯縄文による文様が施文され、沈線区画内には� LRの単節斜縄文が充填さ

れる。� 

99~101 は単節縄文を地文にス ペード文・ J 字文の曲線文が施文さ れる土器であ る 。 

102~113は沈線文と刺突文あるいは列点文が施文される土器であ る 。 

114は有孔の小突起をもっ口縁部破片で、粘土帯の縁には沈線がまわる。� 115は有孔の大形把手をもっ

口縁部破片である。外面有孔直� !こには刺突文をもっ隆帯が施されるo 116は円縁部から胴部上半にかけ

ての破片である。口縁部に小突起をもち、口縁端部には沈線がまわ り、口縁部文様帯には円形刺突文と

沈線により文様が施文される。胴部文様帯は磨消懸垂文が施文され、縄文は� RLの単節斜縄文である。� 

117~119は隆iサ?と沈線により文様が表出される土器で、 117 は注目土器と思われる。胴部上半にリボ

ン風の貼付文が施文されている。� 

120~127は無文地に沈線による文様が表出される土器で、� 120は有段状の口縁を呈 し、 その直下には� 

2本の平行する沈線が垂下する。� 121は懸垂文に連結し、複数沈線が施文される。� 122は重弧文風の曲線

文が施文される。 123~127は沈線による懸垂文であ る 。 

128~133は底部から口縁部にかけて大き く 外反する朝顔形の器形を呈する土器であろう 。 

128・129は口縁部内面に沈線、外面には刻みをもっ隆帯がまわる土器である。 口縁部内面の沈線は、� 

128が� 1本、� 129はl本十� 3本の� 4本である。どちらも色調は黒褐色を呈し、堅撤な土器である。� 

130・131は横位文様帯の上下を連結する� iZJ部分の文様であろ う。� 130は沈線区画内が無文で、地

文に� LRの単節斜縄文が施文される。� 131は沈線区画内に刺突文が付され、� LRの単節斜縄文が施文さ

れる。� 

132・133は横位文様帯を曲線的な帯縄文により施文される土器であろう。縄文はどちらも� LRの単節� 
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斜縄文を充填するものである。� 

134は土錘である。重さは� 10.2 g。

以上、� 97-101は称名寺� 1式土器、� 102-113は称名寺� 2式土器から堀之内� 2式土器、� 114-127は堀之

内� l式土器、� 128-133は堀之内� 2式土器に比定されよう。

第� 8群縄文時代晩期の安行illc式土器� (第41図� 4)


現器高7.7cm、推定口径18.1cm。口縁部文様帯に細描沈線による文様が施文される土器である。文様

は上下に平行する沈線をまわ し文様帯を画 し、その内部にまず� 2本の平行する沈線を垂下させ小区画を

作り、その後上下左右に半月状の曲線文を連結させたものである。色調は暗檀色を基調とし、胎士には

砂粒・小石を含む。古墳時代� 15号住居跡の覆土中から出土 し、口縁部のみ� 1/3程遺存する。

第� 9群弥 生時代後期の土器(第46図135"""144)

壷形土器� (135"""140) 

135・136は口縁部、� 137-140は胴部小破片である。� 

135は幅広の複合口縁を呈し、外面は� LRの単節斜縄文を地文とし、その上に� 4本の棒状貼付文を装

飾している。また、外面複合部下端にはハケ状工具によ る刻み目が付されている。胎土には黄褐色粒子


を多く含む。赤彩は内面及び外面複合部下端に施され、内面は横方向のへラ磨き調整が施される。� 136


は有段状の口縁を呈する口縁部小破片で、口唇部はやや平坦に面取りが施されている。 内由はハケ目調


整後へラ磨き調整が施され、外面の有段部には明瞭なハケ白痕が残る� 胎土には黄褐色・暗茶褐色粒子
O

を含む。� 

137-139は文様帯の下端を� S字状結節文で区画する土器である。� 137・138の施文部以外は赤彩が施さ

れる。� 139は羽状構成される単節斜縄文に円形赤彩文が施される。� 

140は沈線区画内に単節斜縄文と網目状撚糸文が施文される土器であ る� O 赤彩土器であろう。

明日� 

1日cm

第41図遺構外出土造物� 1 (1/4) 
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聾形土器 (141~144)

すべてハケ聾で、141・142は口縁部、� 143・144は胴部小破片である。� 

141・142は口唇部にハケ状工具による刻み目が付される。� 141は色調が暗茶褐色を呈 し、胎土には黄

褐色粒子 ・砂粒を含む。142は色調が黄褐色を呈し、胎士には黄褐色粒子を多く 含む。� 

143の色調は内面が黒褐色、外面が暗黄褐色を呈し、胎土には暗茶褐色粒子 ・砂粒を含む。内面はへ

ラ磨き調整が施されるo 144の色調は黒褐色を基調とし、胎土には暗茶褐色粒子・砂粒を含む。

第10群銅銭(第46図145・146) 

145は嘉祐元宝(北宋初鋳1056年)である。外径2.25cm、穿径0.80cm、重さ1.9g。穿孔は星形孔。� 

146は永楽通宝� (初鋳1408年)である。外径2.40cm、穿径0.55c皿、 重さ2.7g。� 
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図版番号 追 構 名 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重量 備考 

第� 6図� 39 1号住居跡 打製石斧 砂岩� 99.25 83 . 74.1
51. 1291 


40 ノ/ 打製石斧 砂岩� 99.14 47.89 23.47 147.2 

ノノ41 石皿 花向岩� 89.23 128.03 44.94 615.0 
〆ノ

1/
43 彫器 黒曜石� 16.07 23.29 7目� 84 2.6 

ノ/44 一次加工剥片 黒曜石� 28.94 14.29 8.22 2.0 


45 ノ/ 剥片 黒曜石� 27.07 21.57 3.05 1.4 

46 // 剥片 黒曜石� 17.93 20.63 5.02 1.3 

47 〆/ 剥片 黒曜石� 14.62 20.22 5.13 1.0 


ノノ48 剥片 黒曜石� 18.78 7.39 3.89 0.5 

ノノ49 剥片 黒曜石� 17.36 14.28 4.71 0.7 

ノノ50 剥片 黒曜石� 21.70 16.47 3.25 0.7 

ノノ51 剥片 黒曜石� 25.45 11.54 4.65 1.3 

ノノ52 剥片 黒曜石� 35.04 16.33 6.96 2.6 

ノノ53 剥片 黒曜石� 11.58 15.87 4.43 0.7 


ノノ


ノノ


ノノ
 1329 


ノノ


ノノ


ノ〆


〆〆


〆/


ノノ


ノノ


ノ〆

.4 4.6942 19 7 14.87 1.1石鍛 チャート� 

レンフェ レスホ10 33 29 112.60 58.28 33.94 335.1図 号土坑第 敵石 J l

.412 5 2.96図� 2 18 8 16.76 0.5第 号炉穴 剥片 黒曜石� 

6 16.61 15.77 6.84 1.2剥片 黒曜石/ノ

7 2.72 57 26.89 5.75黒曜石 1.剥片

14.28 40.33 38.65 10.23剥片 黒曜石� 

9 24.55 8.99 1.7剥片 黒曜石� .

W47 19.65 1 90 5.25 0 層下部図 ナイフ形石器 1. 1.第 遺構外 黒曜石� 
2 W40.71 10.73 12.7削器 3625 層下部// 黒曜石 目� 

3 23.97 17.22 3.71 21.石鎌 チャート� 

15.17 3.85 0.74 15.56黒曜石石鎌

5 8.11 15.51 3.67 0.3チャー卜石鉱ノ/

.4.4 46 20.22 28.35 8 0石鎌未製品 チャート� 

32.94 5.17 22.79 8.05黒曜石一次加工剥片
.41 44 15.92 2.58 08 剥片 1.黒曜石� 

14.75 0.89 18.12 3.79剥片 黒曜石〆/

10 15.17 12.37 336 0.7剥片 黒曜石 目� 

12.12 3.6211 剥片 1585 0.6黒曜石� .

12 18.86 15.22 5.65 01.剥片 黒曜石// 

3.87 0.813 剥片 14.59 22.66黒曜石� 

14 13.76 2 28 3.74 01. 1.剥片 黒曜石ノ/

.415 20 0 12.10 3.53 0.7剥片 黒曜石� 

12.6716 20.16 5.91 0.9剥片 黒曜石� 

17 23.31 14.16 7.58剥片 1.1黒曜石� 

18 22.37 2 49 5.93 2.3剥片 1.黒曜石� 

.419 24.75 20.30 9.72 2黒曜石剥片

.420 2 81 25 6 4.57 2.3剥片 1.チャート� 

.421 25.29 12.14 4 3 0.8剥片// 黒曜石� 

22 5.32粘板岩� 35.19 28.27 5.6剥片

23 24.53 8.61 6.7剥片 珪質頁岩� 36.85 
48 24 102.9図� 78.65 5 21 22.31第 打製石斧 砂岩� 1.

625 94.65 58.18 16.69 78打製石斧 粘板岩 .
レンフェノレスホ26 .4 48.42 23.35 9打製石斧 116 7 130j .

55.54 34.1027 打製石斧 粘板岩� 10 67 183.11.

29 57.01 18.05 136.196.63打製石斧 砂岩〆/

048.51 7328 18.91 8230 打製石斧ノ/ 砂岩 ..

31 43.25磨製石斧 粘板岩� 24.85 7.10 9.8 

32 65.71 46.43 22.29 103.5磨製石斧 粘板岩〆/

33 73.29 78.73 39.70 335.6閃縁岩磨石

.434 110.64 62.79 28 0 298.2磨石 閃縁岩� 

76.52 49.57 13.08 46.835 粘板岩削器

36 34.35 16.28 77.2片岩� U03.79一次加工石器

(単位 g)4表石器一覧表第 mru， 


/ノ


〆ノ


ノ〆


〆ノ


〆ノ


ノノ

ノノ


// 


// 


ノノ


ノノ


ノノ


ノ/
 .1 86 34.49 34666.134.81砂岩打製石斧28 


ノノ

ノノ


ノノ


ノノ


ノノ
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第 4章 まとめ

中野遺跡は、今までの発掘調査から、旧石器時代、縄文時代早 ・中・ 後期、弥生時代後期、古墳時代

後期、平安時代、中 ・近世の複合遺跡として判明 している。そして、今回の中野遺跡第25地点の調査で

は、 縄文時代早期の炉穴 5基、縄文時代中期の住居跡 1軒・士坑 9基、 弥生時代後期の住居跡 l軒、古

墳時代後期の住居跡10軒、平安時代の住居跡 2軒、他土坑16基など数多 くの遺構を検出 した。

特に、 住居跡で最も多 く検出された古墳時代後期の住居跡か らは、遺物と して土器が質 ・量共に豊富

に出土している。 本稿では、 将来的に中野遺跡の総合的研究を行う上での基礎的データの 1っとして、

古墳時代後期の住居跡と出土土器についてを重点に置いて分析すること にしたい。

なお、本稿での古墳時代の区分は、前期 ・中期 ・後期の 3期区分を基本とし、その うち後期について

は、実年代的に 5世紀後葉から 7世紀後葉に比定することにする。

第 1節 古墳時代後期の住居跡構造の基礎的考察について

(1)平面形・ 規模について

まず、住居跡の平面形については、不明の 10・14号住居跡を除き、 13・16号住居跡は長方形を呈する

が、その他の 15・17-19・21号住居跡は整った正方形である(註1)。

規模については、第49図に示すよう に、 4m台が 3軒(13・15・18号住居跡)、 6m台が 2軒 04・ 

16号住居跡)、 7m台が 3軒 (10・17・21号住居跡〉、10m台が 1軒(19号住居跡)であった。住居面積

では、最小の 15号住居跡と 18号住居跡がほぼ同じ規模で約17rrf、最大は19号住居跡の約  102 rrfで最小と

最大の面積差は約 6倍である。 19号住居跡については、市内最大の住居跡であり、関東でも最大級であ

るこ とは注目に値するであろう(第 5表参照)。

また、本遺跡に近接する志木市城山遺跡の 5-7世紀の住居跡としては、 3m台の超小形のものから 

8m台の大形のものが検出されているが、その中でも 5・6m台のものが最も中心的な存在であると分

析されている(佐々木 ・尾形1988)。

次に、住居跡の規模の推移をみてみることにしよう。そ こで、今回検出された住居跡の中で、切り合


い関係をもっ 15-17・19号住居跡の 4軒に注目したい。この中で一番古い住居跡は、 16・19号住居跡に


切られる 17号住居跡で、15号住居跡は16号住居跡に切られ、 2番目に古い。 16・19号住居跡は同時存在


の可能性がある。つまり、 6世紀後葉に比定される15号住居跡は 7世紀前葉に比定される 16号住居跡に


切られることで、新しい時期の住居跡の方が大形のものであり、 16号住居跡に切られる 6世紀前葉の 17


号住居跡は、16号住居跡より も大形のものである。さらに、今回検出された住居跡の中で最新の 7世紀


前葉に比定される住居跡が19号住居跡であることは、一概に住居跡の規模から時間的な推移を明確に捉


えること はできないとい う結論に達した。


古墳時代後期の住居跡の規模の推移については、志木市城山遺跡では、概して I期には小形・中形の

もので、 II-V期にかけては、大 ・中 ・小形が同時に存在している。そして、住居跡が明確に小形化す

るのは日期以降であると言える。なお、城山 VI期は最近の研究で、 7世紀中葉まで下るものと考えられ

ている(尾形1996・1999a ・1999b ・2000)。また、東京都新宿区下戸塚遺跡では、「竪穴の規模の大小

円
べno 
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にかかわりな く、� 79号 ・� 89号・� 104号・� 107号 ・� 109号住居祉から陶邑の� T K208~47併行期の須恵器が出

土している点は重視される」と報告されている(橋本� 1995)ことや埼玉県上福岡市川崎遺跡の報告で、

東京都八王子市中田遺跡の住居跡について分析 している笹森健一氏によると、「鬼高� I期で、大形住居

と小形住居と明確に分離が可能� J (笹森1978)とするなど、から、概して住居跡の規模は、 一時期に同規

模の住居跡が存在するのではな く、 その集落内での地位の差あるいは役割といった差など様々な要因に

より、異なった規模の住居跡が同時に存在していた ものと考えられる。一般的に� 6世紀から� 7世紀にか

けて住居跡の規模は、時期が新しく なるにつれて、小形化の傾向にあるものと考えられがちであるが、

それはすべての集落で共通するこ とではな く、ましてや調査面積が狭小であった場合のデータでは意味

をなさないことを念頭に入れる必要がある。また、他の遺跡での集落の特色が明らかにされたとしても

その特色が、すべての集落で当てはまるという 直接的な根拠は何もないはずである。例え、同じ市内と

いう近接な地域であれ、 立地条件が明らかに違う遺跡であれば、 まず、先入観なしにその特定の集落の

基礎的な分析を行う ことによって、その集落の特色を明確にし、そこで、初めて集落聞との結び付きを

考える ことが可能になると言える。� 

( 2 )主軸方向について

主軸方向については、非常にあいまいで一体何をもって主軸と呼んでいるのか常日頃から疑問に思っ

ている。例えば、今回の� 13号住居跡は、住居内に煮炊き施設として、炉及びカマドが確認できないため、

住居跡の長軸方向あるいは入口施設の方向を主軸方向とすべきかが難しかった。弥生時代の住居跡の場

合、炉の位置は大部分が北壁寄りの長軸上にあ り、 さらに入� U施設がそれに対向する壁に存在すること

から、長軸イコール主軸のイメージである。しかし、 弥生時代の住居跡の主軸方向についてもその優先

順位として、 条件により以下のように変動する可能性がある。

1.長軸方向を主軸方向とする。

①炉の位置が長軸上の壁寄り にあり、 入口施設がそれに対向する壁寄りにある。

②炉の位置が長軸上の壁寄り にあり、入口施設がない。

③炉がな く、入口施設が長軸上の壁寄り にある。� 
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2.炉の位置を主軸方向とする。

①住居プランに長軸 ・短軸の差がみられず、炉が一辺の壁に寄って存在する。 

3.炉の長軸方向を主軸方向とする。

①住居フ。ランに長軸 ・短軸の差がみられず、炉が住居中央に存在する。入口施設は存在 しない。 

4.入口施設が付設する壁に直交する方向を主軸方向とする。

①住居プランに長軸 ・短軸の差がみられず、炉が存在しない。 

5.主眼が暖昧になり、研究者の判断による。

①住居プランに長軸・短軸の差はあるが、入口施設が短軸上の壁寄りに存在する。

②住居プランに長軸・ 短軸の差はあるが.炉の位置が規則的にな く、入口施設がない。

③住居フ。ランに長軸 ・短軸の差はあるが.長軸が東西方向にあり、炉・入口施設がない。

④住居フoランに長軸 ・短軸の差がみられず、炉・入口施設が存在 しない。

⑤住居プランに長軸 ・短軸の差がみられず、入口施設は壁寄り に存在するが、 炉は住居中央に存在

し、炉の形態は入口施設の方向に対し短い。

⑥住居の大部分が調査区域外にあり、壁の一部が確認されている。

以上、 5のように主眼が暖昧で、その順位が、研究者の捉え方次第で違ってしまうこともあり得るこ

とは、やはり、主軸という表現を使用する場合は、何をもって主軸であるのかを明 らかにする必要があ

ろう。

カマドを有する住居跡に関しても、非常に難しい問題は、その主軸とする基準にカマ ドを重視するか

あるいは入口施設を重視するかである。カマドと入口施設が同軸上に存在する場合は、問題はな いが、

カマドと入口施設が直交する場合は、個々の遺構では判断ができず、その集落全体における配置にも言

及する必要があるものと思われる。例えば、集落への入口と個々の住居入口の配置がどのような関係に

あるのか、あるいは、煙の被害にならないように隣接する住居間でカマ ドの位置が前も って決め られて

いたのではないかなどの問題である。

第50図は、 こうした住居跡の主軸方向の分布を表したものであるが、本報告第 2章での遺構の事実記

載では、主軸方向という表現は使用していなし、。ここでの主軸方向と は、カマ ドを有する住居跡の場合、

カマドを有する壁の 1辺を基軸とし、その直交する 2辺の平行する壁の示す平均した方向を示している。

カマドを有さない 13号住居跡については、前記 5 ①に該当し、北方向を重視した上での入口施設の方

向を主軸方向とした。また、 14号住居跡については、 5-⑥に該当し、北方向を重視 した方向を示 した。

特に、カマドを有する 10 ・ 15~19号住居跡は、 17号住居跡を除 き 、 そ の主軸方向はおおよ そ北西方向

である。中でも、主軸方向がほぼ同一方向である 16・19号住居跡は、出土土器から、同時期である可能

性がある。 17号住居跡は、その主軸方向をほぼ東西方向に示しやや異例であ るが、 その要因については、

将来的に中野遺跡全体のアウトラインを把握した上で解明されるこ とであろう。 

( 3 )主柱穴について

中野遺跡は、前述したよう に、旧石器時代から中 ・近世にかけての複合遺跡であ るため、住居跡内に

も他の時代のピットが存在する可能性がある。そして、これらの ピット については、 数が多 く、群を成

す場合、例え意識的に調査を進めたとしても、明確にどの時代の所産であるかを見出すこと は至難なこ

とであろう。 
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古墳時代の住居跡には、住居各コ ーナーに 4本の主柱穴が配されているのが一般的であるが、今回明

らかに主柱穴をもっと考えられる住居跡は、 10・14・16-19・21号住居跡の 7軒であった。そのうち、

主柱穴が 4本で構成されるものは、 10・14・16-18・21号住居跡で、 19号住居跡については、各コーナー

に大きめで深さをもっ 4本の柱穴とそれらの聞に一回り小さめの補助的な柱穴を 1本ず、つ配し、 8本で

主柱穴が構成さ れている。

主柱穴が 8本で構成される住居跡は、市内では、今まで報告書として刊行された例にはないが、同遺

跡内においては、すでに本地点、の北側に隣接する第 28地点(平成 5年に発掘調査実施)から 29・34号住

居跡の 2軒、第40地点(平成 9年に発掘調査実施)から 44号住居跡の 1軒が検出されており、市内では

今のと ころ、中野遺跡からの検出に限られるものである。なお、主柱穴が 8本で構成される住居跡は、

埼玉県浦和市ーツ木遺跡(谷井 ・戸田他 1966)、大宮市若花遺跡 (田代1999)、行田市築道下遺跡(銅持 

2000)、東京都八王子市中田遺跡などから類例をみることができる。そして、 これらの住居跡は、その

規模が 7mを超える概して大形住居であるという共通した特徴をもっ。

また、本遺跡では、特異な主柱穴をもっ例として、第 28地点(平成 5年に発掘調査実施)から、主柱

穴が 12本で構成される住居跡が 1軒 (26号住居跡)検出されている。 この住居跡は、 7.9x8.1mの大型

のもので、柱穴は、各コ ーナーに 4本とそれらの聞に 2本ず、つ配されている。主柱穴が 12本で構成され

る類例には、 千葉県市原市潤井戸西山遺跡 k-14号住居跡(一辺 8.9m)がある(鈴木1986)。 

(4 )出入口施設について

出入口に関連する施設として、中野遺跡では第 12地点の 4号住居跡(尾形1992)を例にあげることが

できる。第 12地点は、今回の調査地点か ら 50mも離れていないすぐ北東に位置しており、この 4号住居

跡には、カマ ドに対向する南壁に付設し、 凸堤と小ピットが検出されている。また、本地点の北側に隣

接する第 28地点 (平成 5年に発掘調査実施)からは、埼玉県富士見市打越遺跡 (会田 1978・1983)と同

様にカマドに直交する壁際から出入口施設と考えられる凸堤と小ピットをもっ住居跡が検出されている。

しかし、今回の住居跡を観察すると、こうした凸堤と小ピットがセットで検出されるものはなく、次

のよう に 2タイプのものであっ た。

①小ピットはないが、凸堤が南壁から検出される住居跡(1 3号住居跡)

②凸堤を有さないが、小ピッ ト単独で壁際から検出される住居跡(1 6・18・19号住居跡)

上記②の住居跡については、すべてカマドに対向する壁際から検出されるものである。小ピ ットの深

さは、 16号住居-跡が 21cm、18号住居跡が 51cm、19号住居跡が20cmを測り、特に 18号住居跡ものは垂直に

掘られたものではなく 、住居内側に向かつて約 800の傾きをもっ、いわゆる斜向ピ ットである。 

( 5 )力マドの基本構造について

今回検出された古墳時代後期の住居跡の うちカマドをもっ住居跡は、 10・15-19号住居跡の 6軒であ

る。特に遺存状態の良いカマ ドは、 今回の調査では検出されなかったが、ここではカマドの基本的な構

造について考えることにする O

位 置 	 カマドの付設位置は、 17号住居跡の東壁を除き、 10・15・16・18・19号住居跡はほぼ北壁

である。さ らに、北壁に付設されるものは、 10・15号住居跡が中央からやや東寄りに偏って

位置するが、 16・18・19号住居跡については、ほぼ中央に位置している。東壁に付設される 
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17号住居跡については、東壁のほぼ中央に位置 している。こうしたカマドの付設位置の違い

が、一体何に起因するかは今のとこ ろ不明であるが、時間軸上で、切り合い関係にある 17号

住居跡と 19号住居跡の両者のカマドが墜中央に位置することは単に時間差の問題では解決で

きない根拠と成りうるであろ う。

袖 部一 今回検出されたカマド袖部の基盤として、 すべて掘り方の段階で、両袖部ともにロームを

掘り残し、馬蹄形に張り出しをもっタ イプであ る。構築材として土器を使用するタイフ。は確

認できなかった。現時点での市内における最古のカマドを有する住居跡は、中道遺跡 19号住

居跡(5世紀中葉)に比定され、 このカ マ ドの構造は、掘り方段階でまず壁溝を全周させ、

その後、カマド構築部分の壁溝を埋め戻し、両袖部の基盤には黒色士を基調とする土層を

貼り、その上部に粘土を被覆させる タイプのものである(尾形 1997)。

詳 しい分析はまだ成されていないが、今回検出された袖部にロームを馬蹄形に掘り残すタ

イプは、 6世紀に入り導入されたもので、当地では 6世紀以降、袖部にロームを馬蹄形に掘

り残すタイプとそ うでないタイ プの両者に分かれ、以後 6世紀中葉までは併存し、 6世紀後

半には袖部にロームを馬蹄形に掘り残すタイプが主流になるものと考えられる。また、構築

材として土器を使用するタイ プは、市内では田子山遺跡(尾形 1995)で検出される例に限ら

れ、時期的には 7世紀中葉以降に比定されることから、袖部にロームを馬蹄形に掘り残すタ

イプよ り後出タイ プと言えるであろう。

天井部一 粘土範囲をみる と 10・18号住居跡のカマドには両袖部のみに被覆されており、 15・16号住

居跡のカマドには天井部にも被覆されている。 17号住居跡については、粘土範囲が図示され

ていないが、 図版 4-6の写真では輩が掛け口に設置された状態で検出され、その周囲が粘

土であることから、比較的に遺存状態が良好であったといえる o 19号ー住居跡については、大

ある。基本的にカマドの天井部及び掛け口の有無にで、部分が耕作による撹乱を受け詳細不明

ついては、人為的な要因による取り壊しがあった可能性も十分考慮しなければならないが、

遺存状態の良好な例も少なくないことや遺存状態の不良な例でも天井部のものと考えられる

粘土が自然に住居内に流れ込んでいる状況を観察することができることから、大部分の例が

住居の機能が停止した と同時にカマ ドの機能も停止したとみる方が自然であるように思われ

るO その場合、土器を設置させた状態で放置させた場合や土器を取りはずし持ち出した場合

などで検出時の状況が異なるものではなし、かと考えられる O

燃焼部- 18号住居跡のみ確認できた。燃焼部の範囲は 42x31cmの楕円形を呈し、壁から燃焼部のほ

ぽ中心までの距離は約80cmであった。 また、 15・17号住居跡からは支脚が検出されているが、

壁か らの距離はそれぞれ 25cm、50cmで、あ る。 時期的にみると 6世紀前葉に比定される 17・18

号住居跡のものは、 6世紀後葉に比定される 15号住居跡のものより、燃焼部が壁から離れた

位置にある傾向にある。

煙道部一 煙道部に相当する壁への掘り込みの長さは、 10号ー住居跡が10cm、15号住居跡が40cm、16号

住居跡が 5cm、17号住居跡が 15cm、18号住居跡が 5cmであり、 15号住居跡が幾分煙道部とし

て意識できるが、市内での一般的なタイプは壁への掘り込みが 20cm未満の未発達なものであ

る。市内で最古に比定される中道遺跡 19号住居跡のカマドについては、煙道部が 140cmを測

り、特異な例であろう O カマドの変遷を考える上で、東京都新宿区下戸塚遺跡(橋本1995) 
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を参考にすると、煙道部は初現の E 期 (T K23 ~47) ・ E期 (T K43)では、まだ未発達で、 

W期(湖西 II-6)で、壁外へ約40cmの掘り込みが確認され、その後U期で掘り込みが70cmと

長くなるという分析が得られている O

埼玉県内のカマドについては、末木枠介氏により分析が行われ、カマドにみる地域差が明

らかにされている(末木1994)。これによると、今回の煙道部の未発達のタ イプは、 C類に

分類され、そのうちの壁の上部を若干切り込む C1類に比定される。末木氏はこの タイプを

カマド導入段階から存在するものと し、「袖を掘り残して構築するなど画一的なカ マド」と

している。

また、前述した中道遺跡19弓住居跡のような煙道部が長く 伸びるタ イプは、 E1類に分類

され、この類は 「利根川の流域の群馬域に多く みられる傾向」があり、地域 4とした小山川

右岸の妻沼低地や地域 7とした元荒川中流域の大宮台地北端部には、このタイプを主体とし

た遺跡が散見でき る。おそらく、 中道遺跡へ煙道部が長く伸びるタイプのカマドが導入され

る経路は、埼玉県北部の本圧・深谷市周辺を発端に元荒川流域の鴻巣市周辺 (中三谷遺跡)

へ下り、その後、桶川市・大宮市周辺(八幡耕地遺跡・ 若花遺跡・ C-1号遺跡)、富士見

市・志木市(打越遺跡・中道遺跡)へと そのルート が想定される O しかし、神奈川県鎌倉市

手広八反目遺跡(永井・松尾1984)のよう に 5世紀後半の早い段階から、 煙道部が長く伸び

るタイプのものが存在することは、以上のような想定にやや疑問が持たれるのも事実である。

今後、 一元的なルートに固執せずに多角的な視点からもう一度検討する必要があろ う。 

(6)貯蔵穴について

貯蔵穴が検出された住居跡は、カマドをもっ住居跡と同じ 10 ・ 15~19号住居跡の 6 軒である。 貯蔵穴

の基本構造は、第 6表に示したが、これによると貯蔵穴の平面形態は、 10号住居跡例が長方形を呈する


他は、概して隅の丸い方形あるいは長方形である。規模については、一辺 1mを超える ものは、10・19


号住居跡であり、今回住居規模で最小の 15・18号住居跡が短軸で、60cmに満たないこと から、ある程度、


貯蔵穴の規模の大小は、住居跡の規模に比例すると考えてよさ そうである。


細部構造の特徴で特筆すべき点は、以下の 2点である。

①貯蔵穴の上端にテラス状の段が設けられてい る (10・19号住居跡)。

②貯蔵穴の周囲に凸堤がまわる(18号住居跡)。

特に、①と同様な例は深谷市城北遺跡(山川・大屋1995)、群馬県渋川市中筋遺跡 (大塚 1988)でも

散見でき、 実際に蓋材の確認されている城北遺跡では、 「蓋を受ける段」として報告さ れている。

次にカマドと貯蔵穴の位置関係については、 10 ・ 15~19号住居跡のすべてが、共通 してカマドの右横

から貯蔵穴が検出されている。しかし、厳密には、カ マドのすぐ右横と住居コーナーに位置する ものに

分類することができる O この場合、カマドの位置が壁中央にある場合のみに言えることであ り、カマド

が中央から貯蔵穴のある側に偏って付設される 10・15号住居跡については、カマ ド右横の住居コーナー

に位置することになる。

カマドと貯蔵穴との距離は、 10号住居跡が38c皿、 15号住居跡が20cm、16号住居-跡が70cm、17号住居跡

が64cm、18号住居跡が26cm、19号住居跡が22cmであ った。 この数値か ら言える ことは、19号住居跡のよ

うに大形住居がカマドを有し、そのカマドが壁中央にある場合、貯蔵穴はカマ ドのすぐ右横に位置する 
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が、� 16号住居跡のような中形住居がカマドを有し、そのカマドが壁中央にあり、貯蔵穴が住居コーナー

に位置する場合、カマ ドと貯蔵穴の距離はやや遠くなることである。しかし、この数値は、人がカマド

の側に居ながらにして、 貯蔵穴付近でも作業を行えると いう至近距離であることから、カマドと貯蔵穴

の位置には、対としての役割があるものと理解できょう。

結論としては、カマド と貯蔵穴の両者は、共通 した用途を根底にその位置関係が成立したと考えられ、

貯蔵穴がカマドの横に位置することが一般的になる� 6世紀以降、常に両者は密接な関係にあることを意

味する。

最後に貯蔵穴の機能については、煮炊き施設であるカマドに密接な関係であるこ とから、 単純に当時

の炊事場である空間内の一部に設置された、文字通りに「貯蔵」するための機能を もつものと筆者は今

でも思っている。しかし、いったい何をどのように貯蔵したかは今のところ結論は出せないでいるの も

確かである。報告書で もよく貯蔵穴内からの出土土器と掲載があ り、今回の調査でも10・17・19号住居

跡から貯蔵穴出土の土器が多数掲載されているが、いずれの例も、それらの土器が貯蔵穴内に置かれた

状態で出土したのではなく 、カマド周辺の床面近くから流れ込みの状態で出土した状況を示している。

(7)住居構造に関する設計について

前述したように、平面形については、不明の10・14号住居跡を除き、13・16号住居跡は長方形を呈す

るが、その他の15・17-19・21号住居跡は整った正方形であ る。このよ うに、整っ た正方形の住居を構

築するためには、あらか じめあ る程度の設計あるいは基準があっ たものと推測されるO

そのため、第51図と第� 6表に今回検出された住居跡の平面フ。ラ ンの相関図と基礎データ を掲載 した。

まず、第51図は住居跡の平面形と規模、そして主柱穴の配置の相関関係を知るために、住居跡の平面図

をXYの座標軸に転写したものである。 これによると平面形が正方形で主柱穴をもっ17-19号住居跡の� 

3軒については、すべて住居の対角線上に主柱穴が配置される ことが判明した。このことから、 当初す

べての住居跡の柱穴の位置は、この対角線上に対応することを優先に設定されているではないかと考え

ていた。しかし、長方形を呈する16号住居跡については、柱穴の位置が対角線上に設定されていないこ

とから、以上の考えでは説明がつかないものと言える。

この ことを解明するために、柄 国男氏の研究� (押91967・1975)を参照すると、 住居助の柱穴の位置

の決定には、基本的に以下の� 2通りが考えられている。

①対角線の交点から計画された半径で等距離の位置に設定する。

②中心線を基準に設定する。

仲 間 規 模� | 主柱穴� | カマ ド� | 貯 蔵穴 出入口 施設

位 置� |凸堤|ピット|ピyト語 |平面形|長軸 |短軸 |構成|最深度| 位置 |主軸方位|支脚| 位置�  1 平面形� | 規 模� |深度|凸堤� 1I-I?oI:.I'-;t. i深度

厚手形? 4杢丘j1凶Jヒ:1.1740[ 烹問.1IiJ10. ::vv.l焦l空竺明f 980.竺1ω ↓� 0.86
古↓長烹樫苧や竺東雪空間二12"
 
南東竿?有一  1ご l13H I正方形� I4.78 I 4.54 I不明| 
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第� 6表 住居跡計測一覧� 
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- 90-

http:10.88xO.58
http:10.92XO.80


8m 

5m 5m 

10号住居跡� 
7m 

15号住居跡� 5m 18号住居跡� 5m 

7m 

9m 

16号住居跡� 
6m 

17号住居跡� 
9m 

m
 

8m 

19号住居跡� 
11m 

城山遺跡� 80号住居跡� 7m 

第51図住居跡の平面プランと設計� 
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桐氏によると、①については、 「力学上もっと も安定した位置で、 正確な正方形プランとあいまって、

この家はかなり高い技術をもっ て建てられている」と し、②については、 ①の方法で構築された住居跡

に比べ、 「だいぶっくりが崩れている。四つの辺の長さは不揃いで、 掘り万もみだれ、四柱穴は等間隔

であり ながら、 住居の中心線とずれ、その上、角も直角でない」と両者の違いを説明している。

そ こ で、 今回検出された住居跡を検討してみる と 、 17~19 号住居跡の 3 軒については、出入口に関連

する小ピ ットとカマドの位置の対応なども含め、 すべての点で正確性を有していることから、①の万法

が使用された可能性が高いもの と考えられる。特に19号住居跡については、� 10mを超える大形の住居跡

であ りながら、みごとな程まで正確に造られていることから、 完成度の高い住居跡であると言ってもよ

いであろう。

長方形の16号住居跡の主柱穴が、 正確に対角線上に位置 しないことは、 ②の方法が採用されることに

より、それぞれの長さの異なる住居跡の辺の等分を優先して柱穴の位置を決定したことで、説明がつくで

あろう。 この住居跡は、 カマ ドと出入口に関連する小 ピットを結ぶ中心線がやや北東万向に偏っていた

ため、柱穴の位置もその中心線に直角に振られ、 住居全体のレイアウト ではアンバランスなものになっ� 
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16Hω~"" fÚ4. . . t"' Ei:2 i "''''~ "535 " ' ~ "'8. i 6'''' ~ '' '''836 '~'''' 2' ト 4.10 


17H 


3.88 5.56 5.49 2.00 1.88 2.77 2.70 


9.92 13.77 14.02 5.26 4.66 6.98 6.94 


21H 7.07 2.65 4.42 


80H 7.41 5.53 4.67 4.68 4.39 


第� 7表 住居跡の細部構造の計測一覧� (単位 m) 
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ていると考えられる。そこで参考に、長方形プランをもっ志木市城山 尺� l尺の長さ� (m)

遺跡80号住居跡を第51図に掲載する。この住居跡は、� 7.62x 5.94mの 戦国尺� 0.23 

大型の住居跡で、主柱穴の位置が長方形プランに対応 し、Jl.方形の配 2 前漢�  0.233 

置をしていないことから、①の方法が採用されていないことが理解で 3 事庁� 0.231 

4 後 漢� 0.235 
きる。

5 調� 0.243 
ここで、前述①の方法が採用されたと考えられる19号住居跡につい

6 三E匹ヨ� 0.24 

て、その細部構造の計測値を示した第� 7表を参照し、 具体的に数値の 7 宋� 0.247 

上で一定した基準があるかを検討したい。 8 梁� 0.249 

なお、これらの数値については、住居跡という長い年月が経過し、 9 東 説 �  0.348 

相当遺存状態の悪いものを対象としたものと認識しなければならない 10 惰� 0.274 

ため、実際の測定値が当時の計測値とは一致しない可能性がある。さ
11 唐� 0.301 

12 高麗�  0.35 
らに、柱穴を実際に建てると想定した場合でも、まず柱穴の位置を計

第� 8表尺の種類と長さ
測し設定する段階と実際に柱穴を掘る段階、 さらに柱穴を埋め込み建 (桐1975 参照〕

てる段階では当然、微妙な狂いが生じるのではなし、かと考えられる。� 

そのため、第� 7表の数値が実際に使用された数値ではなく、そこには多少なりとも許容誤差を考える必

要があることを付け加えることにしたし、。

桐氏によると、対角線の交点から計画された半径で等距離の位置に設定するとあるが、実際に� 19号住

居跡においては対角線の交点から半径� 4 m (e ・fの� 1/2)の位置に四隅の柱穴を設定 した ものと考

えられる。各住居コーナーとその対角線を通る四隅の柱穴までの距離� O ・p・q・r (註� 2)と各柱穴

聞の距離は約2.9mと共通することから、第� l段階では、対角線を重視し、約2.9mの基準値が用い られ

た可能性がある O また、各柱穴から壁までの距離 g~n が約2.2mを測定できること も約 2.9m を基準に 

2.9m -o-2 =1.45m、さらに1.45m -o-2 =0.725の2つの値をたすこ とにより導くことができ、 ここで約� 0.7 

mという単位がより最小の基準値として浮ヒすることになった。

刑氏は、基本尺についても言及されているが、この約� 0.7mという値から最小単位を割り 出すには、

単純に自然数で割り切れる� 2分の� lと3分の� lから導き出された答えが省力になるものと思われる。 ち

なみに、その� 2分の� lは0.35m、� 3分の� lは0.2333 …mである。しかし、ここで問題になるのは、 これ

らに該当する基本尺が実際に存在するかであるが、 第� 8表を参照 して もらいたい。こ の表は中国 ・朝鮮

の基本尺をまとめたものであるが、これを参照すると、まず、前者の� 0.35mについては、� 12の高麗尺に

相当するが、後者については、その誤差から 1~8 のすべてに当て は ま ってもおかしく ない。

そのため、もう一度第� 7表を参照し、以上のどの基本尺が適合するかを考えてみるこ とにする。その

結果、高麗尺0.35mを用いると、住穴聞の距離が0.35mx 8尺=2.8m、柱穴から壁までの距離が� 0.35m 

x6尺=2.1m、� 3本の柱穴を通る住居の規模2.8m (8尺)x 2十2.1m (6尺)x 2 =9.8m (28尺)と

なり、住居跡一辺の長さについてもうまく適合するものと考えられる。 例えば、� 5・6の貌・ 晋尺で考

えた場合、親尺では� 2.916m 02尺)x 2 +2.187 m (9尺)x 2 =10.206m (42尺)、晋尺では� 2.88m 

02尺)x 2十� 2.16m (9尺)x 2 = 10.08m (42尺)と なり、これらの数値は、一見、第� 6表の19号住

居跡の規模に一致するが、これはあくま でも最大規模を示したものであり基準のある数値ではない。

以上を要約する と、� 19号住居跡については、柱穴聞の距離、壁か ら柱穴聞の距離、対角線から各柱穴

聞の距離、貯蔵穴の位胃ーのほぼ住居構造に関する大部分が、ある一定した基準により配置している こと� 
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を確認した。そして、そこから最小の基準値と して� 0.35mが基本に用いられた可能性があることを導く

ことができた。すなわち、この値を基本尺と呼ぶのであれば、高麗尺� 35crn1こ相当するものである� O

尺の使用について、筆者はその可能性はあるものの実際に測定者による恋意的な要素が働くことによ

り、その値が多いに変動する危険があるものと考えているため、積極的に触れることは避けたかった。

しかし、今回の19号住居跡は� 10mを超える大形住居跡でありながら、 細部にわたり規格性を有するこ

とから、単に住居跡という より、現代における住宅建設と も呼ぶべき、精密な設計がその根底にあった

ということをどうしても認識する必要があった。将来的に中野遺跡の総合的研究を行う上での基礎的デー

タの� 1っとして大変貴重な資料と成り得るものと考えられる。

最後に、今回の分析を行うに当たり気が付いた ことは、第� 51図の� 16号住居跡と城山遺跡� 80号住居跡の

対角線B-D間上に 2本の柱穴が存在することである。 これは中心線を基準とする方法が採用されたと

する長方形の住居跡についても� 1本の対角線を基準とする基本設定が併行して採用されたのではないか

と推測されることである。今後、改めて検討したいものと考えている。

第� 2節 古墳時代後期の土師器の様相について

今回の調査で、住居跡聞の切り合い関係によって新旧関係が明らかになっている古墳時代後期の住居

跡は、� 15・16・17・19号住居跡の� 4軒である。これにより、� 17号住居跡� →� 19号住居跡、� 17号住居跡→� 

16号住居跡、� 15号住居跡→� 16号住居跡の関係が成立している。この新旧関係は、土器の変遷を考える

上での基礎となっている ことは重要である。

(1)器種構成と分類について(第52・53図)

古墳時代後期の土師器は、基本的に杯・士甘 ・高杯 ・鉢 ・甑 ・聾形土器の器種をも って構成される� 前O

段階の古墳時代前・中期に主要器種として存在した器台 ・壷形土器の� 2器種がここで欠落していること

が器種構成での大きな変化と して把握することができる。しかし、柑形土器の特に小型地について、比

田井克人氏は、「小型丸底惜の消滅期時期は� TK216型式の時間幅に中に定点をもっていくことができる」

と分析され(比田井1988)、一般的にも� 5世紀後半に消滅し、� 6世紀までは存続しないものと考えられ

がちであるが、今回へラ磨き調整が粗雑化した精巧な作りでないもの� (10H-4)が、� 6世紀中葉まで

継続して存在するこ とが判明した。

それぞれの器種における形態差については、今回大略であるが以下のように分類を行った。

1.杯形土器

第� 3章では杯・ 域形土器として取り扱っ たものであるが、ここでは便宜的に杯形土器と した。 実測可

能な土器は総数56個体である。また、今回の杯形土器の分類は、基本的に以前筆者が行っ た分類(尾形� 

2000)を参考に修正した ものである。� 

A類頚部にくびれを有し、器高の高いもの(1� 8H-1、19H-14、20H-2・3)。� 

B類 口縁部が� iSJ字状を呈するもの。� 

1 器高の高いもの(17H-2)。� 

2 いわゆる比企型杯と呼ばれるもの。� 

a 初現段階の比企型杯である(17H-1)。
 

b aがやや偏平化した もの(1� 6H-3・4、19H-4)。
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C 定型化した比企型坊である� (19H~ 1・2・3・5)。
 

C類底部から口縁部にかけて、大き く内湾する もの。
 

1 口径11~ 1 3cmを基本とするも の。
 

a 丸底を呈するもの(1� 3H~ 2、14H ~ 1 、 17H~ 3、20H~ 1)。


b 偏平なもの(1� 6H~ 6)。
 

2 1より大型のもの(1� 3H~ 3 ・ 4 、 18H~ 2、19H~13)。
 

D類有段口縁を呈するもの。
 

1 口径12~14cmを基本とする もの。
 

a TK23・47型式の須恵器杯蓋を模倣したもの� (1 4H~ 2・3、17H ~ 4)。
 

b aが組雑化した もの(1� 9H~ 7・9)。
 

c C類と の折衷様を呈する もの(13H ~ 1) 。
 

2 口径15cm以上の大型もの(1� 0H ~ 1 ・ 2 ・ 3 、 15H~ 4、16H~ 1・2、17H ~ 5)。� 

3 有段口縁の段が消去された もの� (15H~ 1・2・3・5・6、16H~ 5)。� 

4 須恵器杯身を模倣したもの (19H ~8)。 

E類有段口縁が不明瞭で、稜をなす もの(1� 9H~ 6・10・11・12、20H~ 4)。


F類 その他� (15H ~ 7)。本文中では壷形土器として取り扱っている。
 

2.柑形土器

今同の調査で検出された増形土器は、� 10号住居跡から出土した� 1個体のみであった。口縁部は欠損し

ていたが、ややつぶれた球形の体部と碁笥底状の底部をもっ小型地である。� 

3.高杯形土器


高杯形土器の実測可能な土器は総数� 6個体と少な く、 全形を知り得るものも乏しかった。
 

A類長脚を基本とするもの。
 

l 杯部下端で屈曲し、口縁部が外反する深身のものである(1� 3H ~ 5)。
 

2 杯部が直線的に聞くもの(14日 ~ 4)。
 

B類 短脚を基本とするもの。
 

l 杯部がA 1 類の基本を踏襲するもの(14H~ 5)。
 

2 杯部が有段口縁を呈するもの(10H ~5)。
 

3 脚のみ� (1 7H~ 6、19H ~ 4)。
 

4. 鉢形土器

今回の調査で検出された鉢形土器は、� 16号住居跡から出土した� 1個体のみであった。器形は体部上半

に膨らみをもち、 口頭部は「コ」 字状を呈し、口唇上には沈線がまわる赤色土器である。 この特徴は概

して比企型杯に共通するものであ る。� 

5.甑形土器

実測可能な土器は総数� 8個体である。形態は口縁部形態を基準とし、さ らに胴部形態の違し、から、� 

A~C類に大別し、 5 分類に細分した。 

A類複合口縁を呈するもの。
 

1 全体的に球状の胴部をもつもの(1� 3H~ 6、20H~ 6)。
 

2 1 よ り 長胴を呈する(10H~ 9)。
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甑形土器  
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B 1 a類 B 1 b類 B1c類 

B2類 
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第53図器種構成と分類 2 (1/12) 
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3 口縁部から底部にかけてゆるやかにすぼまる器形を呈する� (1 5H-12・13、18H-7)。
 

B類 口縁部に輪積み痕を残すもの(1� 9H-24)。
 

C類単純口縁を呈するもの(1� 7日-10)。
 

6. 聾形土器

実測可能な土器は総数� 22個体である。 形態は胴部形態を基準と し、さ らに口縁部形態の違� L、から、� 

A-C類に大別し、� 9分類に細分した。� 

A類球状の胴部をもつもの。� 

1 小型のもの。� 

a Iく」の字口縁を呈するもの� (13H-7、17H-7)。� 

b 口縁部が弓状を呈し外反するもの(1� 5H-8)。� 

2 中型(一般型)のもの。� 

a Iく」の字口縁を呈するもの(1� 0H-6、18H-4)。 

b Iコ」の字口縁を呈するもの(1� 5H-9、17H -9)。� 

B類長胴の兆しがあるもの。� 

1 中型(一般型)のもの� 

a Iく」の字口縁を呈するもの(1� 0日� 8)。� 

b Iコ」の字口縁を呈するもの(1� 8H-5)。� 

C 口縁部が弓状を呈し外反するものC1� 0H-7、15H-11、17H -8)。� 

2 大型のもの� (18H -6)。� 

C類長胴化したもの。
 

1 胴部最大径を中位にもつもの(1� 5H-10)。
 

2 胴部最大径を上半にもつもの(1� 9H -20・21・23)。
 

( 2 )出土土器の変遷について (第 54・55図)

ここでは、今回の出土土器を前項の分類を基準とし、� 1-5期に区分し、その変遷を考えることにす

る。なお、 実年代の比定については、� 1期-5世紀後葉、� 2期-6世紀前葉、� 3期-6世紀中葉、� 4期� 

6世紀後葉、� 5期� 7世紀前葉である。� 

1期� (5世紀後葉) -13・14号住居跡

この段階での器種構成は、 杯 ・高杯・ 甑 ・聾形土器である。

杯形土器� 

C'D類で構成される。� C類はすべて底部が丸底化している。内外面ていねいにヘラ磨き調整が施さ

れたもの(13H-2)、ハケ日痕を顕著に残すもの(1� 3H-4)が主体となる。へラ削り痕を顕著に残

すものC14H -1)は後出タイ プであろう。� 

D類ではこの段階から� TK23・47型式の須恵器坊蓋を模倣した赤色系の� D1 a類が出現している。� D 

1 c類� (13H-1 )は杯形土器で最も古いタイプとする� C類と須恵器の要素である有段が融合すること

により誕生した土器と考えられる。

高掠形土器� 

A・B類で構成される。長脚を基本とする� A1類� (1 3H-5)・A2類C14H-4 )が前段階から踏 
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聾するものと して理解できるが、� B1類とする短脚のもの(1� 4H-5)が出現する時期でもある。調整

技法としては、軽いナデ調整が器面全体に施されることを特徴とする。

甑形土器

胴部が球状を呈する� A1類� (1 3H-6)のみで構成される。この土器は胴部下半にへラ削り調整の技

法が採用されているが、胴部内外面には顕著にハケ目痕を残している。口縁複合部は幅広で、その指頭

押捺痕からし っかりと貼り付けられている ことがわかる。

聾形土器

口縁部が 「く� J字状を呈する小型球胴聾� A1 a類(13H-7)のみで構成される。内外面にはへラナ

デが施されるが、甑形土器同様にハケ目調整が併用されている。� 

2期(6世紀前葉)-17・18・20号住居跡


この段階での器種構成は、杯・ 甑 ・聾形土器である。


杯形土器
 

A.B ・C・D.E穎で構成される。� A類が存在しているが、この類の初現については、中野遺跡� 3

号住居跡例(佐々木・ 尾形� 1985)から市内では� 5世紀後葉まで遡ることが確認されており、� 20H-2は

それに比較して、外面体部がへラ磨き調整ではなく 、へラナデに変化しているこ とを指摘できる。� 

B類は器高の高い� B1類(17H-2)とB2a類(17H-1)が存在する。 このうち、� B2a類につ

いては、口径13cm未満の初現段階の比企型坪に相当するものである。� 

C類は前段階にみられたへラ削り痕を顕著に残すもの(1� 7H-3)のみ存在する。� 

D類はすべて赤色系土器である。� D1 a類は前段階ではへラ磨き調整によりていねいに仕上げられた

ものであ ったが、 この段階ではへラ削り痕を顕著に残す粗雑なもの� (17H-4)に変化する。� D2類は

口径15cm以上の大型品で、この類は須恵器杯蓋の大型化が顕現する� MT15型式の模倣杯と考えられる。� 

17H-5は初現段階の比企型杯と胎土 ・調整が類似する堅轍な作りの土器である。� 

E類は基本的に有段口縁の有段が退化 した無彩系土器と認識しているため、� 20H-4は5期以降のも

のとは別の出自と考えられる。赤色系土器であるととから、� C類と� D類の中間型である可能性がある。

甑形土器� 

A.C類で構成される� o A類の うち� A1類は� 13H-6から直接系譜があるものと思われる� 20H-6が

存在 している。調整面ではハケ目調整ではなく 、へラナデ主体による技法に変化 していることに注目さ

れる。また、口縁複合部の作りは指頭による押捺が弱� L、ものにな っている。� A3類は口縁部から底部に

かけてゆるやかにすほまる器形の もので、� 18H-7はへラ磨き調整を恩わせるような細長いナデ調整が

施される堅轍な作りのものであ る。� 

C類については、 今まで聾形土器の長胴化が完成する� 6世紀後葉から� 7世紀前葉の時期に出現するも

のと考えられていたが、この段階から確認されるのは市内では初めてである。作りは精巧なもので、へ

ラナデ後再度へラ磨き調整によ る仕上げが施されている。

聾形土器� 

A・B類で構成される。� A類の うち� A1 a類は口縁部が「く」字状を呈する小型球胴聾(1� 7H-7)

で、こ の土器は外面及び口頭部内外面に赤彩が施される特異な土器と言える。� A2a類では� 18H-4が

存在するが、口縁部の 「く」の字状の形態は古いタ イプのものに比べ、直立気味に間延びしている傾向� 
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にある。口縁部が「コ」の字状を呈する� A2b類はこの段階か らの出現であろう。� 

B類は胴部が卵形状を呈し、� A類に比べ長胴化の兆しがあるもので、口縁部形態としては、「く」 の

字状のA2b類が欠落しているが、 新たに弓状を呈する� B1 c類が出現する。� B2類は大型のもので、

今回は18H-6の1点が出土するのみである。 この段階での� B類の調整は、へラナデが併用されるが、

未だへラ磨き調整が主体であるものと言える。� 

3期� (6世紀中葉)-10号住居跡

この段階での器種構成は、 杯� . t甘・高杯 ・甑・ 整形土器である。

杯形土器� 

D2類の盛行の時期である。この段階には赤色系土器(10H-2)・黒色系土器(10H-3)・無彩系

土器(10H-1)という異系統の土器が共存する。形態的には前段階のものに比べ、口縁部が聞き気味

になるため、飛躍的に大型化する傾向にある。

柑形土器� 

10H-4のみ存在する。 調整については、追存状態が悪く明瞭に観察できなかったが、ハケ日痕を残

すことから、ていねいにへラ磨き調整が施される� 5世紀代のものに比べ粗雑品といえる� O

高杯形土器

杯部が杯形土器D2類と同 じ形態を呈する� B2類(10H-5)のみが存在する� この土器は須恵器無O

蓋高杯の模倣品ということも可能であるが、むしろ、この段階が杯形土器� D2類の盛行時期であるため

に高杯形土器にも この形態が取り入れられたと判断した方が自然であろう� O

甑形土器� 

A2類のみで構成される。この類は市内でも類例がないことから、� Al類から� A3類へ、あるいはA 

3類から� C類へと変化する中で誕生した過渡的なタイプと思われる� O

聾形土器� 

A・B類で構成される。� A2a類の10H-6は前段階の直立気味に間延びした口縁部形態を受け継い

でおり、この段階を境に 「く」の字状のしっかりした口縁部を もつ ものは一気に衰退する。� 

B類では、口縁部が 「く」の字状を呈する� B1 a類(10日 -8)、口縁部が弓状を呈する� B1 c類� 

(10H-7)が存在する。 ここで言えることは、� B1 a類には伝統的な技法であるハ ケ目調整が施さ れ

ているのに対し、� B 1c類ではへラナデが採用されていることから、 変化の傾向は� B 1a類→B 1c類

であることが理解できる。� 

4期(6世紀後葉)ー� 15号住居跡

この段階での器種構成は、杯・甑・聾形土器である。

掠形土器� 

D.F類で構成され、� D2類はへラ磨き調整に代わりへラナデが施される赤色系土器(1� 5H-4)が

存在する。� D3類は� D2類の有段が消去されたもので、器高も低く 偏平な土器であ る。 この類にも赤色

系土器(15H-1・2・3)・黒色系土器(1� 5日� 5)・無彩系土器� (1 5H-5)が存在する� O 

F類は15H-7である。こ の土器の胎土・調整は� 3期で新たに出現する� D2類の中に類似するものが

あることから、同一場所で生産された可能性がある。� 
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甑形土器� 

A3類(15H-12・13)のみが存在する。この段階のものは� 2期のものに比べ、全体にずっしりした

重量感が無く、へ ラナデ主体の調整技法である と言える。

護形土器� 

A・B・C類で構成される� o A類のうち� A1b類は口縁部が弓状に変化した小型球胴聾� 05H-8)

である。� A2b類はこの段階が最終形態の ものと思われる。� 15H-9は胴部上半の膨 らみが弱くなって

いる。� 

B類については、「く」 の字状 ・「コ� Jの字状の口縁部を呈するものが姿を消 し、口縁部が弓状を呈す

るB1 c類のみに収束する。� 

C類のような口縁部が弓状を呈し、長胴化の完成したものはこの段階からの出現と考えられる。� C1 

類である15日-10は幾分胴部中位に膨らみを残すが、� B類の形態とは一線を画すことが可能であろ う。

また、この土器は� 3期の10H -8に調整技法が類似することから、� B類 →� C類へと 直接変化 した状況

を読み取ることができる(注� 3)。� 

5期(7世紀前葉)- 16・19号住居跡

この段階での器種構成は、坊;・鉢・甑・ 聾形土器である。

杯形土器� 

A・B・C・D.E類で構成される。� A類とした19H-14は胎土・ 調整が無彩系土器� E類に類似する

ことから、基本的には� E類のバリ エー ショ ンの中で把握でき るものである。� 

B類はB2 c類とした定型化した比企型杯が出現する時期であるが、 口縁部内面に沈線をもたない� B 

2 b類も直接初現段階の比企型杯B2 a類から変化した もの として残存している。� 19H-1は推定口径� 

11.5crnと小型化傾向にあるもので、やや後出タイプである。� 

C類のうち� C2類の19H-13は黒色系土器で、基本的には� C類には該当 しない ものであろう。純粋な� 

C類については、古墳時代後期では最古形態の もので、一般的に本稿� 3期以降には姿を消すと考えられ

る。� C1 b類についても基本的には� C類には該当しないものであろう。� 16H-6は無彩系土器であるこ

とから、� E類に属するものであろうか。� 

D類では、赤色系土器が欠落する段階であ る。� D1 b類では黒色系土器� 09H-9)・無彩系土器 
  

(19日 7)、 D2類では黒色系土器� (1 6H -1)・ 無彩系土器(1� 6H-2)、D3類では無彩系土器� (16


日-5)が存在する。� D4類の19H -8は今回の調査で唯一検出された須恵器杯身を模倣 したもので、


黒色系土器に属する
O 

E類の出現の時期は基本的にこの段階と考えられる。 この類は� D類の有段が退化 した無彩系土器で、

「砂粒・ 金雲母を多く含む胎土やへラ削り痕を顕著に残す特徴など当地域の甑・ 聾形土器に類似� J(尾形 

2000)する在地色の強い土器である。

鉢形土器� 

16H-7のみ存在する。この土器は口縁部内面に沈線がまわるこ とや胎土 ・調整のすべての点におい

て、比企型杯の特徴を有するものである。

甑形土器� 

B類(19H-24)のみが存在する� この土器は� A類の特徴である複合口縁が退化し、痕跡として口縁� O
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部直下に輪積み痕を残したもの と思われる。調整技法ではこの段階から、へラナデがハケ日調整と判断

しづらかったささ ら状を呈する ものではなく、 全体にボンヤリと柔らかい膜がかかったようなもの(ス

リッフ。か)へ大き く変化し、胴部下半には明瞭なへラ削り痕を残すようになる。

聾形土器� 

19号住居跡出土のものすべてが� C2類であるこ とか ら、この段階に聾形土器は� C2類に収束され統合

されるものと考えられる。調整技法については、 この段階以降、甑形土器と類似するものと言えるが、

内面を観察すると、 甑形土器ではへラナデ後縦方向に細長い磨き調整が施されるが、整形土器では磨き

調整が一切見られないことから、小破片での器種判別の基準に成りうるであろう。 さら に、この甑形土

器の内面に見られるへ ラ磨き調整は、古段階ものが「密」で、新段階のものが 「疎」であるという分析

が報告さ れている(佐々木・ 尾形� 1988)。� 

( 3 ) 主要器種にみられる調整技法(図版20~22)

最後に主要器種にみられる調整技法について触れることにする。 土器の調整技法については、 一般的

にその調整痕の観察から、当時使用した調整工具を特定し、その技法が再現されるものと思われる。そ

のため、可能性としては、観察者による観点の相違により、ある者がへラ削り調整としたものが、他の

者がへラナデ調整とすること も有り得るであろ う。そ して、その結論として、報告書の土器観察表や土

器の実測図として記載された場合、しばしば、我々 はそれを疑いも無く採用するこ とになる。しかし、

本来はこうした調整技法の名称・ 概念は共通した意識の中で捉えなくてはならない ものと痛感するので

あるが、 製作過程における成形及び、調整についての理解の仕方にも各研究者に違いがあるなど簡単に解

決でき るものではない。

ここでは、特に杯 ・甑・ 整形土器の主要器種の土器にみられる代表的な調整痕を写真図版で紹介する

ことにより、 視覚的に調整痕をイメージし、複雑で多様な� 5世紀から� 7世紀にかけての土器の調整技法

を共通 した意識の中で理解したい ものと考える。

杯形土器(図版� 20-1~ 6) 

。ハケ目+へラ磨き (図版 20-1) 

粗いハケ 日調整後へラ謄き調整が施さ れる。この技法は、関東地方南部では弥生時代から連綿と使用

されてきたいわば伝統的な技法であ る。 古墳時代では、杯・ 壷 ・聾形土器の器種に採用され、今回の土

器では� l期ま での特徴と言える。

。へラ磨き十 へラ自� IJり(図版20-2) 

口縁部か ら体部下半にかけて横方向のへ ラ磨き調整が施されるが、底部を中心に僅かにへラ削り痕が

残る。 この技法は、杯形土器の出現期と考えられる� 5世紀前葉には底部のへラ削り痕は見られず、へラ

磨き調整のみである ため、基本的には� 5世紀中葉以降に採用されたものであろう。そして、この時期は

須恵器の生産開始直後に比定されることから、へラ削り調整は須恵器の製作技術が直接土師器に導入さ

れたのではな� t¥かと考えられる。� 

0未調整部分� + へラ背Ijり(図版� 20-4) 

在地化した無彩系土器に一般的に見られる特徴であ る。 へラ削り痕は底部を中心に施され、日縁部直

下には成形痕がそのまま未調整部分として残る。そのため、未調整部分には多くの指紋が観察される。� 

0暗文(図版20-5・6) 
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調整技法ではないが、杯形土器の内面に施文された暗文である� 古墳時代後期における 暗文土器は、O

へラ磨き調整が衰退する� 5世紀中葉にほぼ一致して出現する。このことから、へ ラ磨き調整が衰退 し、

間隔の聞いたものに変化する中で装飾効果をも った暗文が誕生 したのではな� L、かと考え られる。


聾形土器(図版20-7・8、図版21-1 ~ 8) 


。ハケ目十へラ削り(図版20-7) 


胴部全体に縦あるいは斜位方向にへラ削り調整が施されるが胴部上半にハケ目痕が残る。この技法は、


図版20-2の杯形土器のへラ磨き調整をハケ日調整に置き換えて考えることができる。

。ハケ目 ートヘラ磨き(1� 3H-7) 

凶版20-1の杯形土器と同様に、弥生時代から連綿と使用されてき たいわば伝統的な技法である。� 

Oへラ磨き(凶版21-1 ) 

古墳時代後期のへラ磨き調整は、 特に� 6世紀以降、幅が広 く組い ものに変化するため、 弥生時代から

古墳時代前期のものと容易に判別が可能である。

。へラ首Ijり(図版21-2) 

幅の広いへラ削り痕が観察できる� 胎土中に含まれる砂粒の動き により、へ ラ削り の方向を特定するO

ことが可能である。杯形土器同様に� 6世紀以降の特徴と言える ことができる。

。へラ ナデ (さ さくれ状) (凶版� 21-3)、へラナデ� (ささ くれ状)+へラ磨き(図版� 21-4) 

このへ ラナデは、一見ハケ目痕とは判別が難 しいものである� おそらく、調整工具の木口部分がささO

くれ状を呈しているためにこ うした細かい筋が残るもの と思われる。この技法は、ハケ目・ へラ磨きの

技法が衰退する� 5世紀中葉から出現し、へラ国Ijり ・へラナデの技法が本格化する前の� 6世紀中葉まで多

く使用されるものである� この調整痕の実測には細心の注意が必要で、あろう� O O 

0口縁部横ナ デ 十へラナデ(スリ ッフ。か)(図版� 21-5・6)


このへラナデは、前述のささく れ状のものと は区別 して考えなくてはならない。この技法は蓋形土器

の長胴化が完成した� 6世紀後葉の段階に採用されるもので、ヘラ削りとの組合わせで使用される。写真

により胴部にボンヤリと薄い膜状のものが貼られたような痕跡が観察さ れるのが解るであろう。こうし

た器厚の薄い土器の最終仕上げの段階では、粘土の乾燥度が進行 しているため、 単にナデられた場合に

は、粘土との摩擦が働きこのような痕跡にはならないものと思われる。 ここでは、スリップの可能性が

あると考えたいが、調整工具にただ水分を含ませただけでもこのよう な痕跡になる ものと思われるため、

詳しい分析は今後の課題としたい。

。へラナデ(横方向) (図版 21-8) 

聾・甑形土器の内面の調整には一般的な技法である。弥生時代の護形土器の胴部内面には、すでにこ

の技法が採用されている。


甑形土器(図版22-1 ~ 8) 


0複合口縁(指頭押捺)十ハケ目(図版22-1) 


口縁複合部には明瞭な指頭押捺痕と胴部には粗いハケ 目痕が観察される� 特に、口縁部の指頭押捺に
O

ついては、図版22-3の土器の口縁複合部と比較すると横ナデが施されていな� t)。おそら く、� 6世紀以

降は口縁複合部には横ナデが施さ れ、指頭押捺は不明瞭になるものと思われる。


。へラナデ(さ さくれ状)(図版 22-3・7)


甑形土器にも聾形土器(凶版21-3) と同様な技法が使用されている
 O 
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。へラ ナデ+磨き(縦方向) (図版22-6) 

横方向のへラナデ後縦方向に間隔の開いた細長い磨きが施される。この技法は甑形土器にのみ採用さ

れる技法で、 7世紀前葉の出現であろ う。

註 
(1) 21号住居跡については、 平成 4・5年度に発掘調査が実施された第28地点から、住居南半部が検出されている。今回の

報告では図示していないが、調査結果を参考に した。 

(2) rについては3.20mであるが、この差は特に対角線A-C間の基準を重視した結果により、 B-D聞に若干のしわ寄せ

が生じたものと考えられる。 

(3)以前、筆者は城山遺跡の報告 (佐々木・尾形1988)の中で、今回の護形土器 B類から C類への変化の傾向を説明した際、

ハケ目 十磨き(的)手法とへラ削り +ナデ手法のものが、推移的には前者→後者の傾向を示す ものの、 この変化は伝

統手法の中では理解できないことから、異系統の ものと想定した。しかし、今回 2期の蜜形土器 B類の調整技法にはハ

ケ目調整 ・へラナデ ・へラ磨き調整 ・へラ削りが複雑に併用さ れている ことから、大きく 「ハケ目+磨き」手法から

「へラ削り+ナデ」手法に変換する前提において、生産者が弥生時代から長い間採用し続けた伝統技法と須恵器製作に

より新しく取り入れた技法の狭間でその形態の決定を含め、非常に混沌と した状況が把握できる。 このことか ら、前述

した異系統という想定は間違いであると現状では考えているが、製品レベルでの胎土 ・焼成技術などといった根本的な

違いを見い出すこ とができ ることから、こうした変化の根底には土師器全器種を含めた上での生産体系に一大改革が行

われたと考えるべきあろう。
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